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地質情報研究部門 平成 年度

年報刊行にあたって

本年報は地質情報研究部門の平成 年度の研究活動を記録し、紹介するものです。東日

本大震災以降、知的基盤としての地質情報に対する社会の関心、期待などが高まってきま

した。また、様々な課題の検討や解決に向けて、地質の専門家としての活動要請も増大し

てきました。このような社会環境の下で、職員一同、地質の調査研究のさらなる推進と発

展に向けて努力してきました。ご高覧いただき、活動内容や成果についてご理解いただく

とともに、忌憚の無いご意見を賜りますようお願いいたします。

日本は四方を海に囲まれ、地震や火山噴火による地質災害が頻発する活動的島弧に位置

しています。地質情報研究部門のミッションは変動帯である日本の国土および周辺海域の

地質学的な実態を明らかにし、陸域、海域ならびに沿岸域の地質情報を国の知的基盤とし

て整備することです。そして最新の地質情報とその科学的根拠に基づいて自然現象に関す

る科学的理解を深め、安全・安心な社会を構築していくための地質情報を積極的に社会に

発信することを目指しています。

地質情報研究部門はこれまで築いてきた研究実績と総合力を活かし、「地質の調査」を

通じて長期的視点にたって、安全・安心で質の高い生活と人類の持続的発展ができる社会

の実現を目指したいと考えます。具体的には、①産業立地評価、自然災害軽減、資源の利

用と地球環境保全、地下利用などに関する国・自治体等への提言、②地球を良く知り、地

球と共生するための国民の科学的理解の増進、③国際貢献、そして④地質情報や調査技術

による地質ビジネスの支援などについて、引き続き貢献していきたいと考えています。

今後とも皆様のご支援をよろしくお願い申し上げます。

平成 年 月

地質情報研究部門長 牧野雅彦
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概 要

研究目的

地質調査に関する我が国における責任機関として、国

の知的基盤整備計画に沿って地質情報の整備と高度化を

実施し、我が国の産業基盤を引き続き強化する。

地質情報研究部門のミッションは、日本の国土および

周辺海域を対象として地質学的な実態を明らかにし、陸

域・海域地質情報を国の知的基盤として整備することに

ある。日本は、四方を海に囲まれ、大地震や火山噴火が

頻発する変動帯に位置する。このような地質条件の中、

防災・資源・環境に関わる社会的な課題を解決し、社会

の安全・安心で持続的発展を支える地質情報が求められ

ている。そこで、最新の地質情報を整備し、その科学的

根拠に基づいて地球の過去・現在を知り、地球環境の健

全性の評価および自然災害発生リスクに関する科学的理

解と将来予測を社会に発信する。これにより、①産業立

地評価、自然災害軽減、資源の利用と地球環境保全、地

下利用などに関する科学的根拠の提示、②地球を良く知

り、地球と共生するための国民の科学的理解の増進、③

国際貢献、④地質情報や調査技術による地質ビジネスの

支援を目指す。

中期目標・計画達成のための方針

地質調査のナショナルセンターとしての地質情報の整

備を実施する。我が国の知的基盤整備計画に基づいて、

国土およびその周辺海域の地質図、地球科学基本図のた

めの地質調査を系統的に実施し、地質情報を整備する。

具体的には下記の通り。

・知的基盤整備計画に沿った地質図幅・地球科学図等の

系統的な整備、及び 万シームレス地質図の改訂を

行う。日本の陸域の地質情報を整備するとともに、地

質情報としての衛星データの整備と活用を行う。

・南西諸島周辺地域の地質調査を着実に実施し、日本周

辺海域の海洋地質情報の整備を行う。

・沿岸域の海陸シームレス地質情報の整備を行う。ボー

リングデータを活用した都市域の地質・地盤情報を整

備する。

・地質調査の人材育成を行う。

グループ体制と重点課題

中長期目標・計画を達成するため、研究グループをベ

ースにした基礎・萌芽研究と、ユニット・グループを横

断するプロジェクト研究によるマトリックス方式を継続

して採用する。研究グループは専門家集団としての特徴

を生かし、プロジェクト研究の基礎を支え、将来のプロ

ジェクト創出の基となる研究を実施する。当部門の組織

体制は 研究グループから構成される。当部門では研究

グループを横断する以下の プロジェクト（P）を設定し、

連携・協力して研究を進める。

・陸域地質図 P：国土基本情報としての陸域の島弧地質

と知的基盤整備。

・海域地質図 P：国土基本情報としての海域の島弧地

質と知的基盤整備。

・海底鉱物資源 P：海底熱水鉱床ポテンシャル評価に

資するための広域調査。

・沿岸域の地質・活断層調査 P：陸域－沿岸域－海域

をつなぐシームレス地質情報の整備と活断層の評

価。

・衛星情報 P：衛星情報の整備と利活用の研究。 

内外との連携

社会の要請に積極的に応えるために、地質情報の信

頼性の確保と利便性の向上を図り、国・自治体・産業

界との連携を強化して、科学的根拠に基づいて提言な

どを行う。

他の関連ユニットとの連携を強め、産総研における

地質調査総合センター（GSJ）としての機能を十分に

果たす中核を担うとともに、産総研内外の連携を推進

する。

研究によって形作られる地質情報はもちろんのこと、

地球を理解する科学技術は、地質学的にも関連の深い

アジアをはじめとする世界にとって共通の財産であり、

地質情報研究部門は CCOP（東・東南アジア地球科学

計画調整委員会）等の国際組織や IODP（統合国際深

海掘削計画）、ICDP（国際陸上科学掘削計画）などの

国際プロジェクトを通じて世界に貢献する。また、地

すべりなど地質災害の緊急課題についても、地質調査

総合センターとして迅速に取り組む。
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研究グループ

平野地質研究グループ

（Quaternary Basin Research Group） 
研究グループ長：宮地 良典

（つくば中央第 ）

概 要：

堆積平野とその周辺丘陵地を主な研究対象とし、それ

らの実態把握と形成プロセスの総合的な理解に努め、自

然災害の軽減・産業立地・環境保全等に貢献する地質情

報を提供する。この目的のため、陸域地質図プロジェク

トや沿岸の地質・活断層調査プロジェクトにも積極的に

参加し、また関連する内外の諸研究グループや機関とも

連携して研究を進める。関東平野、駿河湾沿岸、北海道

南西部、下北半島などの沿岸平野及び近江盆地、会津盆

地などの内陸盆地を重点的に調査・研究している。平野

を構成する地層の詳細な層序・地質特性・地質構造など

を把握し、またそれらの形成プロセスを明らかにすると

ともに、地質情報のマップ化、データベース化を進めて

いる。さらに平野地域に関連した自然災害が発生した場

合は関係諸グループと連携を取り、被害調査などを実施

する。

年東北地方太平洋沖地震による地盤災害や液状化

調査や 年長野県北部の地震の土砂災害調査、 年

の常総市の水害などについても調査・研究を進めている

ほか、国際共同研究についても準備を進めている。 
研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目

層序構造地質研究グループ

（Stratigraphy and Tectonics Research Group） 
研究グループ長：中江 訓

（つくば中央第 ）

概 要：

日本列島（活動的島弧）と周辺の東・東南アジア地域

（大陸縁辺域）の地質学的実態を把握し、その長期的地

質現象の過程を解明するために、［ ］海溝－前弧域での

堆積・造構過程ならびに造山帯の造構作用の解明、［ ］

火山弧周辺（前弧－火山フロント 背弧内堆積盆）におけ

る堆積環境・火山活動の時空間変遷などの解明、［ ］第

四紀島弧内堆積盆における層序区分の高精度化ならびに

堆積環境・気候変動の解明、などの地質学的問題を主要

な課題と位置づけた「層序構造地質の研究」を、系統的

かつ総合的に展開する。さらに国土の基本地質情報整備

のために部門重点課題として実行される「陸域地質図プ

ロジェクト」の中核研究グループとして、「層序構造地質

の研究」の成果と最新の地質学的知見を融合し、我が国

の知的基盤情報として各種の陸域地質図整備を担当する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目

地殻岩石研究グループ

（Orogenic Processes Research Group） 
研究グループ長：宮崎 一博

（つくば中央第 ）

概 要：

地殻岩石の研究では、変成帯・火成岩体を研究対象と

し、その形成において本質的な沈み込み帯での変形・変

成作用、島弧地殻での変形・変成・火成作用などを、地

層・岩体の地質調査、岩石・鉱物の化学分析・構造解析、

及び形成モデリングにより明らかにする。また、国土の

基本地質情報整備のために部門重点課題として実行され

る陸域地質図プロジェクトに、その中核研究グループと

して参画する。陸域地質図プロジェクトにおいては、地

殻岩石の研究成果及び既存の地質体形成過程に関する知

見を融合・適合することにより高精度の地質図の作成を

行う。研究成果は論文・地質図・データベースなどを通

じて公表する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目

シームレス地質情報研究グループ

（Integrated Geo-information Research Group） 
研究グループ長：西岡 芳晴

（つくば中央第 ）

概 要：

陸域地質図プロジェクトの主要グループとして 万分

の 及び 万分の 地質図幅の研究を行う。また、 万分

の 日本シームレス地質図サイトの改良を行うとともに、

次世代型 万分の 日本シームレス地質図の編集を行う。

万分の 日本シームレス地質図をベースとした地球科

学図の統合データベース「地質図 Navi」の構築及びオー

プンデータ化、野外地質データのデータベース化を行う。

更に、地質情報を、社会に役立つ、新たな価値を創出す

る情報として発信するための研究開発や標準の策定を行

う。アジアの地質情報の研究・整備・解析、野外調査を

基礎にした地質学的・地球物理学的研究も実施する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

情報地質研究グループ

（Geoinfomatics Research Group） 
研究グループ長：中澤 努

（つくば中央第 ）

概 要：

情報地質研究グループは、地層や地質試料から新たな

地質情報を抽出し、それらを高度化・統合化することに

よって、新たな地質学的視点を創出する研究を行う。野

外地質踏査やボーリング調査、常時微動観測、各種室内

分析、X 線 CT 等の機器を用いた解析により、基礎的な

地質情報を抽出し高精度化するとともに、それら地質情

報の処理技術の開発研究を実施する。またシームレス
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基本地質情報整備のために部門重点課題として実行され

る陸域地質図プロジェクトに、その中核研究グループと

して参画する。陸域地質図プロジェクトにおいては、地

殻岩石の研究成果及び既存の地質体形成過程に関する知

見を融合・適合することにより高精度の地質図の作成を

行う。研究成果は論文・地質図・データベースなどを通

じて公表する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目

シームレス地質情報研究グループ

（Integrated Geo-information Research Group）
研究グループ長：西岡 芳晴

（つくば中央第 ）

概 要：

陸域地質図プロジェクトの主要グループとして 万分

の 及び 万分の 地質図幅の研究を行う。また、 万分

の 日本シームレス地質図サイトの改良を行うとともに、

次世代型 万分の 日本シームレス地質図の編集を行う。

万分の 日本シームレス地質図をベースとした地球科

学図の統合データベース「地質図 Navi」の構築及びオー

プンデータ化、野外地質データのデータベース化を行う。

更に、地質情報を、社会に役立つ、新たな価値を創出す

る情報として発信するための研究開発や標準の策定を行

う。アジアの地質情報の研究・整備・解析、野外調査を

基礎にした地質学的・地球物理学的研究も実施する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

情報地質研究グループ

（Geoinfomatics Research Group）
研究グループ長：中澤 努

（つくば中央第 ）

概 要：

情報地質研究グループは、地層や地質試料から新たな

地質情報を抽出し、それらを高度化・統合化することに

よって、新たな地質学的視点を創出する研究を行う。野

外地質踏査やボーリング調査、常時微動観測、各種室内

分析、X 線 CT 等の機器を用いた解析により、基礎的な

地質情報を抽出し高精度化するとともに、それら地質情

報の処理技術の開発研究を実施する。またシームレス

化・デジタル化された地質情報を統合することにより、

地質災害軽減等に資する研究を行い、それらの研究をベ

ースに、都市域の地質地盤図、海陸シームレス地質図、

陸域地質図等、部門が推進する地質情報整備に積極的に

取り組む。地質情報を公開するための仕様の検討やシス

テム構築についても取り組む。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目

リモートセンシング研究グループ

（Remote Sensing Research Group） 
研究グループ長：岩男 弘毅

（つくば中央第 ）

概 要：

産総研では資源探査を中心に JERS-1 (OPS, SAR)、
ASTER、PALSAR といったセンサー開発、およびその

データ利用に関する研究を行ってきた。リモートセンシ

ング研究グループは、これらのデータと、地質情報を統

合することにより、環境・資源・防災等に資するリモー

トセンシングに関する研究開発を行うことを目的とする。

具体的には、 衛星アーカイブ・配信に関する研究、品質

管理（校正・検証および標準化）に関する研究、衛星情

報の利活用促進のための研究を実施する。衛星アーカイ

ブ・配信に関する研究では日米共同運用中の ASTER の

処理に係る研究を、品質管理に関する研究では光学セン

サーの経年劣化を把握するための代替校正・相互校正手

法に係る研究、利活用促進に関する研究では、特に

ASTER を用いた防災、資源、環境・基盤データ作成に

関する利用研究を実施する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

、テーマ題目

海洋地質研究グループ

（Marine Geology Research Group） 
研究グループ長：片山 肇

（つくば中央第 ）

概 要：

海域地質図プロジェクト及び沿岸域プロジェクトの中

核を担って研究を遂行する。日本周辺海域の海洋地質情

報を整備公開するとともに、それらデータを基に日本周

辺海域の地質構造発達史、活断層評価、堆積作用、古環

境変動、および海底火山や熱水活動に伴う地質現象の解

明を行うことを目的とする。白嶺等の調査船を用いて音

波探査、堆積物及び岩石採取を行い、それらの解析によ

って海洋地質図（海底地質図および表層堆積図）を作成、

出版する。これらの調査で得られたデータをデータベー

スとして整備しインターネットでの公開も進める。地質

情報に乏しい沿岸海域についても、小型船舶を用いて音

波探査と堆積物採取を行い、沿岸域の地質情報の整備を

進めるとともに沖合と陸上の地質情報の統合的な解析を

行う。これらの調査結果および他機関の調査航海やデー

タ等を活用し、活動的構造運動や堆積作用、古環境変動

等の海域における地質現象の解明を行う。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目

地球変動史研究グループ

（Paleogeodynamics Research Group） 
研究グループ長：渡辺 真人

（つくば中央第 ）

概 要：

古地磁気・岩石磁気層序及び微化石層序学的研究を統

合した高分解能年代スケールを基盤とし、海陸の地質・

古生物学的及び地球物理学的情報を統合して、地質学的

時間スケールの地球システム変動やテクトニクスを解明

する。これらの研究を基盤として、当部門のミッション

である陸域・海域地質情報の整備に貢献する。具体的に

は以下の研究を進める。 新生代複合年代タイムスケー

ルの精度・確度向上に関する研究。微化石層序、古地磁

気強度変化、同位体層序、テフラ層序、サイクル層序等

を統合した高分解能タイムスケールの構築を目指す。

日本列島及び周辺海域のテクトニクスと古環境の解明。

海陸の地質・地球物理情報を総合的に解析しモデル化す

ることにより、日本列島と周辺海域のテクトニクスを解

明するとともに当時の環境を明らかにする。その基礎的

解析法として海底及び沿岸域における高分解能表層物理

探査、堆積物の解析および大型化石の古環境指標に関す

る研究と技術開発を行う。 古地磁気変動の解明。数千

年から数十万年の時間スケールを持つ古地磁気強度・方

位の変動や地磁気エクスカーションの実態解明を進め、

地磁気変動と地球軌道要素・気候変動のリンクの可能性

を探るとともに、岩石磁気学的手法応用した古環境研究

を進める。これらの つの研究のポテンシャルを生かし、

陸域・海域地質図・地球物理図作成、海底鉱物資源ポテ

ンシャル評価・資源情報整備に関して貢献する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目

資源テクトニクス研究グループ

（Tectonics and Resources Research Group） 
研究グループ長：下田 玄

（つくば中央第 ）

概 要：

我が国周辺海域における海底鉱物資源の広域ポテンシ

ャル評価に資する研究を行った。その為に我が国周辺海

域で採取された地質試料に対して地質学的・岩石学的・

地球化学的な研究を行った。これらの複数の研究手法を

組み合わせることで、海底鉱床の生成に重要な元素の移

動や濃集過程を解明し、鉱床形成につながる元素濃集過
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程の指標を科学的に見いだすことを試みた。岩石学的研

究は、日本周辺海域の構造発達史を明らかにする為に用

いた。日本周辺の広大な海域について海底鉱物資源のポ

テンシャル評価を行う為には、海底熱水鉱床が形成され

るテクトニックセッティング、すなわち、前弧海底拡大、

超低速拡大軸、背弧・島弧内リフト盆地の形成過程の解

明が不可欠である。これらの形成過程を科学的に解明す

ることで海底鉱物資源の広域的なポテンシャル評価に資

する研究を行った。地球化学的な研究は、海底鉱床の生

成に重要な元素の移動や濃集過程の解明に応用すること

ができる。すなわち、同位体比や化学組成が変化する過

程を科学的に解明することで、鉱床形成につながる元素

濃集過程の指標を科学的に見いだす為の研究を行った。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目 、テーマ題目

海洋環境地質研究グループ

（Marine Geo-Environment Research Group） 
研究グループ長：鈴木 淳

（つくば中央第 ）

概 要：

地球環境保全や地質災害などに関する科学的根拠の提

示のため、都市沿岸域の環境、及びそれに大きな影響を

及ぼす海洋地球環境について、その環境変動幅と変動要

因を明らかにする。地球環境問題、すなわち温暖化 海

域・内水域 、海水準上昇、海洋酸性化に関係する地質学

的諸問題の解明に当たるとともに、それらの過去の変遷

を復元する研究に注力する。これら目標実現に向けて、

安定同位体比分析を始め各種地球化学的分析法及び光ル

ミネッセンス OSL 年代測定法等の高度化について重

点的に取り組むと共に、堆積学、古生物学、海岸工学な

ど多様な手法の連携により、研究課題に対して総合的な

アプローチを取る。また、部門の重点プロジェクト「海

域地質図」に参画する。海底鉱物資源については、生物地

球化学および海洋生態学的手法を用いた物質循環と環境

変遷の調査・分析を企画し、環境影響評価の観点からの

貢献を図る。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

地球化学研究グループ

（Geochemistry Group） 
研究グループ長：岡井 貴司

（つくば中央第 ）

概 要：

地殻における元素の地球化学的挙動の解明を中心とし

た地球化学情報の集積・活用と高度な分析技術の開発を

目的とし、元素の地球化学的挙動解明の基礎となる地球

化学図の作成、あらゆる地質試料の分析の基礎となる地

球化学標準物質の作製、地質関連試料の高度な分析技術

の開発と維持・普及を行う。地球化学図の研究では、大

都市市街地における元素のバックグラウンドを明らかに

するために、従来の 倍の精度を持つ精密地球化学図を

作成するとともに、既に公開している地球化学図データ

ベースの充実を図る。標準物質の研究では、岩石標準試

料の国内唯一の発行機関として、ISO に対応した各種地

質試料の認証標準物質の作製を行うとともに、岩石標準

試料の各種情報をデータベースとして公開する。また、

地球化学の基礎技術として、様々な地質試料中の元素の

高度な分析技術の開発と、それらを用いた元素の挙動解

明の研究を行う。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

地球物理研究グループ

（Geophysics Group） 
研究グループ長：名和 一成

（つくば中央第 ）

概 要：

地球物理データを取得する調査手法、解析技術、シミ

ュレーション技術の開発・高度化を行い、地下地質構造・

地下動態を解明する。重力図の作成及び重力データベー

スの拡充を行うとともに、地球物理情報と他の地質情報

を統合・連携した研究を推進する。また、平野部や沿岸

域において地震探査や重力探査など物理探査を実施し地

層や断層に関する詳細な地下構造を求めることで、国土

の知的基盤地質情報整備とその利活用に貢献する。これ

らの研究成果は論文・地球科学図・データベースや産総

研一般公開・地質情報展などを通じて社会に発信する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目
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程の指標を科学的に見いだすことを試みた。岩石学的研

究は、日本周辺海域の構造発達史を明らかにする為に用

いた。日本周辺の広大な海域について海底鉱物資源のポ

テンシャル評価を行う為には、海底熱水鉱床が形成され

るテクトニックセッティング、すなわち、前弧海底拡大、

超低速拡大軸、背弧・島弧内リフト盆地の形成過程の解

明が不可欠である。これらの形成過程を科学的に解明す

ることで海底鉱物資源の広域的なポテンシャル評価に資

する研究を行った。地球化学的な研究は、海底鉱床の生

成に重要な元素の移動や濃集過程の解明に応用すること

ができる。すなわち、同位体比や化学組成が変化する過

程を科学的に解明することで、鉱床形成につながる元素

濃集過程の指標を科学的に見いだす為の研究を行った。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目 、テーマ題目

海洋環境地質研究グループ

（Marine Geo-Environment Research Group）
研究グループ長：鈴木 淳

（つくば中央第 ）

概 要：

地球環境保全や地質災害などに関する科学的根拠の提

示のため、都市沿岸域の環境、及びそれに大きな影響を

及ぼす海洋地球環境について、その環境変動幅と変動要

因を明らかにする。地球環境問題、すなわち温暖化 海

域・内水域 、海水準上昇、海洋酸性化に関係する地質学

的諸問題の解明に当たるとともに、それらの過去の変遷

を復元する研究に注力する。これら目標実現に向けて、

安定同位体比分析を始め各種地球化学的分析法及び光ル

ミネッセンス OSL 年代測定法等の高度化について重

点的に取り組むと共に、堆積学、古生物学、海岸工学な

ど多様な手法の連携により、研究課題に対して総合的な

アプローチを取る。また、部門の重点プロジェクト「海

域地質図」に参画する。海底鉱物資源については、生物地

球化学および海洋生態学的手法を用いた物質循環と環境

変遷の調査・分析を企画し、環境影響評価の観点からの

貢献を図る。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

地球化学研究グループ

（Geochemistry Group）
研究グループ長：岡井 貴司

（つくば中央第 ）

概 要：

地殻における元素の地球化学的挙動の解明を中心とし

た地球化学情報の集積・活用と高度な分析技術の開発を

目的とし、元素の地球化学的挙動解明の基礎となる地球

化学図の作成、あらゆる地質試料の分析の基礎となる地

球化学標準物質の作製、地質関連試料の高度な分析技術

の開発と維持・普及を行う。地球化学図の研究では、大

都市市街地における元素のバックグラウンドを明らかに

するために、従来の 倍の精度を持つ精密地球化学図を

作成するとともに、既に公開している地球化学図データ

ベースの充実を図る。標準物質の研究では、岩石標準試

料の国内唯一の発行機関として、ISO に対応した各種地

質試料の認証標準物質の作製を行うとともに、岩石標準

試料の各種情報をデータベースとして公開する。また、

地球化学の基礎技術として、様々な地質試料中の元素の

高度な分析技術の開発と、それらを用いた元素の挙動解

明の研究を行う。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目

地球物理研究グループ

（Geophysics Group）
研究グループ長：名和 一成

（つくば中央第 ）

概 要：

地球物理データを取得する調査手法、解析技術、シミ

ュレーション技術の開発・高度化を行い、地下地質構造・

地下動態を解明する。重力図の作成及び重力データベー

スの拡充を行うとともに、地球物理情報と他の地質情報

を統合・連携した研究を推進する。また、平野部や沿岸

域において地震探査や重力探査など物理探査を実施し地

層や断層に関する詳細な地下構造を求めることで、国土

の知的基盤地質情報整備とその利活用に貢献する。これ

らの研究成果は論文・地球科学図・データベースや産総

研一般公開・地質情報展などを通じて社会に発信する。

研究テーマ：テーマ題目 、テーマ題目 、テーマ題目 、

テーマ題目

研究テーマ概要

テーマ題目一覧

［テーマ題目１］陸域地質図の研究（運営費交付金：重

点プロジェクト）

［テーマ題目２］海域地質図プロジェクト（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［テーマ題目３］地球物理図（運営費交付金：重点プロ

ジェクト）

［テーマ題目４］地球化学図（運営費交付金：重点プロ

ジェクト）

［テーマ題目５］大陸棚調査（運営費交付金：重点プロ

ジェクト）

［テーマ題目６］沿岸域の地質・活断層調査－沿岸域の

海洋地質の研究（運営費交付金：重点プ

ロジェクト）

［テーマ題目７］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合

の物理探査（地球物理 RG-1）（運営費交

付金：重点プロジェクト）

［テーマ題目８］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合

の物理探査（地球物理 RG ）（運営費交

付金：重点プロジェクト）

［テーマ題目９］沿岸域の地質・活断層調査－平野域の

地質調査（運営費交付金：重点プロジェ

クト）

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－関東南部

沿岸地域の地質・活構造情報図の整備（運

営費交付金：重点プロジェクト）

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－東京湾西

部の沖積層アトラス（運営費交付金：重

点プロジェクト）

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－海陸空間

情報の整備（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［テーマ題目 ］衛星画像情報地質情報統合化（運営費

交付金：重点プロジェクト）

［テーマ題目 ］海底鉱物資源（運営費交付金：重点プ

ロジェクト）

［テーマ題目 ］千葉県北部におけるボーリングデータ

の一元化と地質地盤図作成（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［テーマ題目 ］次世代シームレス地質図の編纂（運営

費交付金：重点プロジェクト）

［テーマ題目 ］衛星データのアーカイブ・品質管理・

配信に関する研究（運営費交付金：重点

プロジェクト）

［テーマ題目 ］沖縄トラフ東縁海域の海底鉱物資源ポ

テンシャル調査（運営費交付金：戦略予

算）

［テーマ題目 ］地球観測衛星データの品質管理と高度

化（運営費交付金：戦略予算）

［テーマ題目 ］SI の定義改定にもとづく革新的計測技

術の開発（地質）（運営費交付金：戦略予

算）

［テーマ題目 ］インフラ維持技術の統合的研究開発（運

営費交付金：戦略予算）

［テーマ題目 ］SQUID 顕微鏡による海底鉱物資源と

地球・惑星磁場に関する先端的研究（運

営費交付金：戦略予算）

［テーマ題目 ］【産総研 東北大マッチング研究支援事

業】沿岸域激甚災害後の環境評価技術の

開発－松島湾でのケーススタディー－

（運営費交付金：イノベーション推進）

［テーマ題目 ］平野地質の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］層序構造地質の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］地殻岩石の研究（運営費交付金））

［テーマ題目 ］シームレス地質情報の研究（運営費交

付金）

［テーマ題目 ］情報地質の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］リモートセンシングの研究（運営費交

付金）

［テーマ題目 ］海洋地質の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］地球変動史の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］海洋環境地質の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］資源テクトニクスの研究（運営費交付

金）

［テーマ題目 ］地球化学の研究（運営費交付金））

［テーマ題目 ］地球物理の研究（運営費交付金）

［テーマ題目 ］地球化学標準試料 ISO（地質分野特定

事業費）（成果普及品自己財源）

［テーマ題目 ］アジアの海岸沿岸域における基礎地質

情報と環境保全に関する研究（運営費交

付金）
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［テーマ題目 ］陸域地質図の研究（運営費交付金：重点

プロジェクト）

［研究代表者］中江 訓（層序構造地質研究グループ）

［研究担当者］中江 訓、原 英俊、野田 篤、

中島 礼、辻野 匠、工藤 崇、

宇都宮 正志、宮地 良典、小松原 琢、

田邉 晋、小松原 純子、納谷 友規、

宮崎 一博、松浦 浩久、高橋 浩、

山崎 徹、佐藤 大介、遠藤 俊祐、

細井 淳、巌谷 敏光、内野 隆之、

濱崎 聡志、渡辺 真人、七山 太、

石塚 吉浩（活断層・火山研究部門）、

中野 俊（活断層・火山研究部門）、

宮下 由香里（活断層・火山研究部門）、

白濱 吉起（活断層・火山研究部門）、

高木 哲一（地圏資源環境研究部門）、

中川 充（北海道センター産学官連携推

進室）、長谷川 健（茨城大学）、

植木 岳雪（千葉科学大学）、竹内 誠（名

古屋大学）、青矢 睦月（徳島大学）、

脇田 浩二（山口大学）、大和田 正明（山

口大学）、横山 俊治（高知大学）、

鹿野 和彦（鹿児島大学）、大井 信三（国

土地理院）、廣瀬 亘（北海道立総合研究

機構）、川上 源太郎（北海道立総合研究

機構）、林 圭一（北海道立総合研究機構）

（常勤職員 名（うち他研究ユニット

名）、他 名）

［研 究 内 容］

「陸域地質図の研究」の実施にあたっては、本部門・

他研究ユニット及び外部研究機関の研究者との協力体制

のもと、「層序構造地質」・「平野地質」・「地殻岩石」・

「シームレス地質情報」・「火山活動」（活断層・火山研

究部門）の つの研究グループが中心となって推進してい

る。

万分の 地質図幅については、 区画（高知）の調査

を終了させ、 区画（広尾・野辺地）の改訂に着手した。

また 区画（松山）を印刷・出版した。

万分の 地質図幅に関しては、新規に 区画（角館・稲

取・和気・池田・栗野）の調査を開始し、 区画（羅臼・

網走・十和田湖・川越・上総大原・明智・本山・馬路・

久賀）の調査研究を進捗させるとともに、 区画（茂原・

新潟及び内野・母島列島・播州赤穂）の地質図及び報告

書を完成させた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地質図幅、 万分の 地質図、 万分の

地質図

［テーマ題目 ］海域地質図プロジェクト（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、片山 肇、井上 卓彦、

板木 拓也、佐藤 智之、天野 敦子、

西田 尚央、小田 啓邦、佐藤 太一、

佐藤 雅彦、鈴木 淳、長尾 正之、

田中 裕一郎、下田 玄、針金 由美子、

石塚 治（活断層・火山研究部門）、

岡村 行信（活断層・火山研究部門）、

兼子 尚知、古山精史朗、味岡 拓、

杉崎 彩子、多惠 朝子、片山 礼子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

日本周辺海域の地球科学的調査・研究を通じて、地殻

を中心とした海洋地球に関する基盤的情報を系統的に整

備し、広く社会へ提供する。特に、海洋地質図の整備、

海洋地質データベースの構築とインターネット公開、こ

れらを支え、発展・高度化させる基礎的基盤的研究に関

する世界をリードする研究に取り組む。なお、海洋地球

に関する基盤的情報及び科学的知見は、国や社会の持続

的発展を支える基本的公共財として、産業立地を含む各

種海洋開発・災害軽減・環境管理などに対する基礎的資

料となる。

本年度は、鹿児島県奄美大島周辺海域において 回の調

査航海を実施するとともに、これまでの調査航海の結果

に基づき、海洋地質図の整備を進めた。その結果、 回の

調査航海では 海里の航走観測（音波探査・表層地層

探査・地形調査・地磁気観測・重力測定）と 地点での有

索無人探査機による海底観察と岩石採取、 地点での表

層堆積物採取と 地点での柱状採泥を、それぞれ行った。

これらの結果は速報に取りまとめた。また、沖縄島北部

周辺海洋地質図（DVD）、室蘭沖表層堆積図（CD）、金

華山沖表層堆積図（CD）を出版した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底地質図、表層堆積図、重力・地磁気

異常図、データベース、日本周辺海域、

南西諸島海域、白嶺

［テーマ題目 ］地球物理図（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］名和 一成（地球物理研究グループ）

［研究担当者］名和 一成、伊藤 忍、大熊 茂雄、

住田 達哉、宮川 歩夢、村田 泰章（再

生可能エネルギー研究センター）、

山谷 祐介（再生可能エネルギー研究セ

ンター）、駒澤 正夫、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

活動的島弧に位置する国土の地下地質構造を体系的に
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［テーマ題目 ］陸域地質図の研究（運営費交付金：重点

プロジェクト）

［研究代表者］中江 訓（層序構造地質研究グループ）

［研究担当者］中江 訓、原 英俊、野田 篤、

中島 礼、辻野 匠、工藤 崇、

宇都宮 正志、宮地 良典、小松原 琢、

田邉 晋、小松原 純子、納谷 友規、

宮崎 一博、松浦 浩久、高橋 浩、

山崎 徹、佐藤 大介、遠藤 俊祐、

細井 淳、巌谷 敏光、内野 隆之、

濱崎 聡志、渡辺 真人、七山 太、

石塚 吉浩（活断層・火山研究部門）、

中野 俊（活断層・火山研究部門）、

宮下 由香里（活断層・火山研究部門）、

白濱 吉起（活断層・火山研究部門）、

高木 哲一（地圏資源環境研究部門）、

中川 充（北海道センター産学官連携推

進室）、長谷川 健（茨城大学）、

植木 岳雪（千葉科学大学）、竹内 誠（名

古屋大学）、青矢 睦月（徳島大学）、

脇田 浩二（山口大学）、大和田 正明（山

口大学）、横山 俊治（高知大学）、

鹿野 和彦（鹿児島大学）、大井 信三（国

土地理院）、廣瀬 亘（北海道立総合研究

機構）、川上 源太郎（北海道立総合研究

機構）、林 圭一（北海道立総合研究機構）

（常勤職員 名（うち他研究ユニット

名）、他 名）

［研 究 内 容］

「陸域地質図の研究」の実施にあたっては、本部門・

他研究ユニット及び外部研究機関の研究者との協力体制

のもと、「層序構造地質」・「平野地質」・「地殻岩石」・

「シームレス地質情報」・「火山活動」（活断層・火山研

究部門）の つの研究グループが中心となって推進してい

る。

万分の 地質図幅については、 区画（高知）の調査

を終了させ、 区画（広尾・野辺地）の改訂に着手した。

また 区画（松山）を印刷・出版した。

万分の 地質図幅に関しては、新規に 区画（角館・稲

取・和気・池田・栗野）の調査を開始し、 区画（羅臼・

網走・十和田湖・川越・上総大原・明智・本山・馬路・

久賀）の調査研究を進捗させるとともに、 区画（茂原・

新潟及び内野・母島列島・播州赤穂）の地質図及び報告

書を完成させた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地質図幅、 万分の 地質図、 万分の

地質図

［テーマ題目 ］海域地質図プロジェクト（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、片山 肇、井上 卓彦、

板木 拓也、佐藤 智之、天野 敦子、

西田 尚央、小田 啓邦、佐藤 太一、

佐藤 雅彦、鈴木 淳、長尾 正之、

田中 裕一郎、下田 玄、針金 由美子、

石塚 治（活断層・火山研究部門）、

岡村 行信（活断層・火山研究部門）、

兼子 尚知、古山精史朗、味岡 拓、

杉崎 彩子、多惠 朝子、片山 礼子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

日本周辺海域の地球科学的調査・研究を通じて、地殻

を中心とした海洋地球に関する基盤的情報を系統的に整

備し、広く社会へ提供する。特に、海洋地質図の整備、

海洋地質データベースの構築とインターネット公開、こ

れらを支え、発展・高度化させる基礎的基盤的研究に関

する世界をリードする研究に取り組む。なお、海洋地球

に関する基盤的情報及び科学的知見は、国や社会の持続

的発展を支える基本的公共財として、産業立地を含む各

種海洋開発・災害軽減・環境管理などに対する基礎的資

料となる。

本年度は、鹿児島県奄美大島周辺海域において 回の調

査航海を実施するとともに、これまでの調査航海の結果

に基づき、海洋地質図の整備を進めた。その結果、 回の

調査航海では 海里の航走観測（音波探査・表層地層

探査・地形調査・地磁気観測・重力測定）と 地点での有

索無人探査機による海底観察と岩石採取、 地点での表

層堆積物採取と 地点での柱状採泥を、それぞれ行った。

これらの結果は速報に取りまとめた。また、沖縄島北部

周辺海洋地質図（DVD）、室蘭沖表層堆積図（CD）、金

華山沖表層堆積図（CD）を出版した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底地質図、表層堆積図、重力・地磁気

異常図、データベース、日本周辺海域、

南西諸島海域、白嶺

［テーマ題目 ］地球物理図（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］名和 一成（地球物理研究グループ）

［研究担当者］名和 一成、伊藤 忍、大熊 茂雄、

住田 達哉、宮川 歩夢、村田 泰章（再

生可能エネルギー研究センター）、

山谷 祐介（再生可能エネルギー研究セ

ンター）、駒澤 正夫、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

活動的島弧に位置する国土の地下地質構造を体系的に

解明するために重力図、空中磁気図、データベースなど

の作成を行う。 万分の 重力図については、和歌山、名

古屋、金沢、静岡地域などの調査・編集を進めた。空中

磁気図については、富士火山地域を出版した。重力デー

タベース（地質情報データベース）では、データベース

の詳細を紹介する記事を国際シンポジウムのプロシーデ

ィングスとして出版した。日本列島基盤岩類物性データ

ベース（地質情報データベース）の維持作業を行った。

重力測定値データを集約するためのサーバーを立ち上げ、

維持・管理した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球物理図、重力図、空中磁気図、岩石

物性、データベース

［テーマ題目 ］地球化学図（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］岡井 貴司（地球化学研究グループ）

［研究担当者］岡井 貴司、今井 登、金井 豊、

御子柴 真澄、太田 充恒、久保田 蘭、

立花 好子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

元素の地球化学的挙動解明の基礎となる地球化学図の

作成において、大都市市街地を含む地域における元素の

バックグラウンドを明らかにするために、従来の日本全

国図の 倍の精度を持つ精密地球化学図を作成する。ま

た、日本全国のヒ素、水銀、カドミウムなどの有害元素

をはじめとする 元素の濃度分布の全データをデータベ

ース化し、地球化学図データベースとしてインターネッ

トを通して活用できるようにするとともに、日本におけ

る地球化学基盤情報を提供する。

精密地球化学図の作成では、昨年度完成した関東地方

精密地球化学図を「関東の地球化学図」として出版する

とともに、関東地方の次の地域として、名古屋市を中心

とした中部地域について調査を開始し、予定地域の北

部・中央部（滋賀県、岐阜県、長野県、愛知県、静岡県、

三重県）から 個の河川堆積物試料を採取した。試料は

各河川の指定された地点の周辺において、その河川の上

流域から供給された細粒の堆積物（最大粒径 mm 程度

以下）約 kg をスコップ等で採取し、実験室で乾燥した

のち メッシュ以下の成分を篩分け、自然乾燥した後、

粉砕し、分析に用いる試料とする。また、昨年度の予察

調査で中部地域（滋賀県、岐阜県、長野県、愛知県、静

岡県）から採取した、 個の試料について化学分析を開

始した。化学分析は、試料を硝酸、過塩素酸、フッ化水

素酸で分解後、硝酸酸性の試料溶液を作成し、主成分元

素は ICP 発光分光分析法、微量成分元素は ICP 質量分

析法で行い、水銀については試料を直接、加熱気化原子

吸光法により分析した。

地球化学図データベースでは、日本全国の陸域とそれ

につながる沿岸海域のヒ素、水銀、カドミウムなどの有

害元素をはじめとする 元素の濃度分布図を公開してお

り、作成に用いた河川堆積物試料（陸域、約 個）及

び海底堆積物試料（海域、約 個）の採取地点の他、

各元素の分析データを閲覧・ダウンロードできる。また、

試料中のカリウム、ウラン、トリウム含有量から計算式

により求めた、日本における大地からの自然放射線図に

ついても公開している。今年度は、関東地方精密地球化

学図を「関東の地球化学図」として公開した（ 元素及

び自然放射線）。「関東の地球化学図」公開に際しては、

日本全域の地球化学図と、表示縮尺に応じた地図の切り

替えを行う必要があるため、Google Maps を用いて縮尺

レベルによるフィルタリングで日本全域版と関東の地球

化学図を切り替えられるよう改修を行い、大縮尺時は日

本全国図を表示し、一定のズームレベルに達すると関東

の地球化学図に自動的に切り替わるようにした。また、

地球化学図作成に用いた河川堆積物試料については、こ

れまで公開していた元素濃度の分析データに加えて、計

算により求めた自然放射線量のデータも公開した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球化学図、データベース、有害元素、

バックグラウンド、環境汚染、元素分布

［テーマ題目 ］大陸棚調査（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］渡辺 真人（地球変動史研究グループ）

［研究担当者］渡辺 真人、岸本 清行、西村 昭、

湯浅 真人、小田 啓邦、石塚 治（活

断層・火山研究部門）、下田 玄、棚橋 学

（地圏資源環境研究部門）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本テーマは部門の重点プロジェクトのひとつである

が、部門を横断する大陸棚チーム員および招聘研究員、

研究顧問等の協力のもとに取り組んだ。現在「大陸棚調

査」では、二つの課題がある。ひとつは 年 月 日に

わが国が受領した「延長大陸棚勧告」の技術的検討に関

する「大陸棚延長部会（ 年度改定）」（総合海洋政策

本部所掌）を通じたフォローアップ作業であり、他のひ

とつは、大陸棚申請作成のために用いた資試料のうち産

総研が保有するものを研究利用も含め維持管理すること

である。

年に受領したわが国の「延長大陸棚勧告」には

一部の審査未了海域が含まれており、早期の審査実施

再開 を国連大陸棚限界委員会に国として働きかけて

いるところである。産総研としての役割は「勧告」内

容の精査と分析を行い、今後の大陸棚画定の国内作業

や国連大陸棚限界委員会とのさらなる対応における地

球科学的・技術的な検討を「大陸棚延長部会」を通し

て行うことである。当該年度は、内外の国際法の専門

家による「大陸棚画定」に関するワークショップに参
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加し、地球科学以外の課題についても認識を深めた。

また、我が国の大陸棚申請海域と一部境界を接する米

国およびパラオ共和国の大陸棚に関連した情報収集を

行った。

前述のように「大陸棚延長部会」機能の一部は、将

来の審査再開のためにも当面維持することが求められ

ている。このことに連動して、大陸棚調査で得られた

岩石試料等の適切な保管と利活用が産総研の責務とな

っている。コンパイルされたこれらの解析資料やコア

試料は、今後日本の周辺海域で必要となる詳細な地球

科学的調査の基礎となる資試料であり、関連する地形

・地球物理データとともに試料庫やコンピュータに保

管されている。また系統的に採取されたコアリングに

よる海底岩石試料とその分析データは検索可能な新た

なデータべースとして登録した。このデータべース

は、試料庫に保管されたコア試料とも関係づけられて

おり、資試料の利活用のための検索ツールとして利用

できる。

大陸棚調査に関して、産総研内外への広報について、

今年度に以下のことを行った。大陸棚調査の科学的な

貢献に関する学協会の発行雑誌の特集号に、審査対応

部会（現大陸棚延長部会）メンバーによる議論の上、

論文を投稿した。産総研の研究者の筆頭論文 件が受理

され出版された。また、大陸棚調査で新たに得られた

地形、地質、岩石試料等の情報を援用して、わが国の

EEZ および隣接海域における「海底鉱物資源マップ」

（産総研・臼井他 刊）の改訂版を出版することを

議論し、作業を開始した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋地質調査、大陸棚画定、国連大陸棚

限界委員会

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－沿岸域の海

洋地質の研究（運営費交付金：重点プロ

ジェクト）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、片山 肇、井上 卓彦、

天野 敦子、佐藤 智之、西田 尚央、

古山 精史朗、味岡 拓、多惠 朝子、

片山 礼子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地質情報に乏しい沿岸域の地質情報の整備と沿岸域の

よりよい調査手法の確立が本調査研究の目的である。本

年度は、房総半島周辺海域の反射法音波探査と柱状採泥

を行った。その結果、外房沖の海底地質層序と構造の概

要を把握すると主に、バイブロコアラーによる柱状採泥

では 地点で完新世の砂質堆積物を採取するとともに、表

層堆積物の基盤と考えられる前期更新世の年代を示す半

固結シルトを得た。これらの結果は報告書原稿として取

りまとめた。また、一昨年度に調査を実施した静岡県駿

河湾の調査結果を DVD 出版するための作業を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］沿岸域、活断層、音波探査、堆積作用、

房総沖

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合の

物理探査（地球物理 RG ）（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］伊藤 忍（地球物理研究グループ）

［研究担当者］伊藤 忍、山口 和雄、横倉 隆伸、

木下 佐和子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

沿岸付近の陸域と海域の地質情報の整備を目的として、

地震探査の新規調査、既存データの情報収集と再解析を

行う。平成 年度は、神奈川県足柄平野と千葉県九十九

里低地沿岸域で新規の反射法地震探査を実施し、当該地

域を含む関東沿岸域の既存地下構造データを収集した。

足柄平野の調査は国府津－松田断層と千代台地付近に

推定される活構造の深度 数 m～数 m を対象とした。

小田原市千代、高田、曽我別所地区を通る 測線で測線長

は計 km である。既存調査の測線と重ならない路線を

選び、測点間隔は既存調査と比べて数倍～ 数倍の稠密

さの mとした。震源はP波油圧インパクタを使用した。

地質調査所が 年に足柄平野で実施した反射法地震探

査の 測線のデータ、計 km を再解析した。九十九里低

地の調査は沖積層基底に推定される埋没谷等を対象とし

た。沿岸域プロジェクトで新規掘削された矢指ヶ浦坑井

直近を通る km の測線で、データ取得は平成 年 月に

実施した 前年夏から 月まで堤防工事が行われていたた

め 。調査仕様は足柄平野と同じである。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］沿岸域、関東平野、九十九里低地、沖積

層、埋没谷、足柄平野、国府津－松田断

層、反射法地震探査

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合の

物理探査（地球物理 RG ）（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］大熊 茂雄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］大熊 茂雄、駒澤 正夫、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

陸域と沿岸海域とをつないだシームレス地球物理図を

作成し、活断層や地下地質を含めた統合化された地質情

報を提供することを目的として、本研究では陸海接合の

物理探査を行う。平成 年度は、神奈川県相模湾東部沿

岸域で地下構造を広域的に把握するため 年 月に海

底重力調査を実施した。藤沢市沖から三浦市沖にかけて

m～ km の測定間隔で海底重力計を用いた重力調査
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加し、地球科学以外の課題についても認識を深めた。

また、我が国の大陸棚申請海域と一部境界を接する米

国およびパラオ共和国の大陸棚に関連した情報収集を

行った。

前述のように「大陸棚延長部会」機能の一部は、将

来の審査再開のためにも当面維持することが求められ

ている。このことに連動して、大陸棚調査で得られた

岩石試料等の適切な保管と利活用が産総研の責務とな

っている。コンパイルされたこれらの解析資料やコア

試料は、今後日本の周辺海域で必要となる詳細な地球

科学的調査の基礎となる資試料であり、関連する地形

・地球物理データとともに試料庫やコンピュータに保

管されている。また系統的に採取されたコアリングに

よる海底岩石試料とその分析データは検索可能な新た

なデータべースとして登録した。このデータべース

は、試料庫に保管されたコア試料とも関係づけられて

おり、資試料の利活用のための検索ツールとして利用

できる。

大陸棚調査に関して、産総研内外への広報について、

今年度に以下のことを行った。大陸棚調査の科学的な

貢献に関する学協会の発行雑誌の特集号に、審査対応

部会（現大陸棚延長部会）メンバーによる議論の上、

論文を投稿した。産総研の研究者の筆頭論文 件が受理

され出版された。また、大陸棚調査で新たに得られた

地形、地質、岩石試料等の情報を援用して、わが国の

EEZ および隣接海域における「海底鉱物資源マップ」

（産総研・臼井他 刊）の改訂版を出版することを

議論し、作業を開始した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋地質調査、大陸棚画定、国連大陸棚

限界委員会

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－沿岸域の海

洋地質の研究（運営費交付金：重点プロ

ジェクト）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、片山 肇、井上 卓彦、

天野 敦子、佐藤 智之、西田 尚央、

古山 精史朗、味岡 拓、多惠 朝子、

片山 礼子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地質情報に乏しい沿岸域の地質情報の整備と沿岸域の

よりよい調査手法の確立が本調査研究の目的である。本

年度は、房総半島周辺海域の反射法音波探査と柱状採泥

を行った。その結果、外房沖の海底地質層序と構造の概

要を把握すると主に、バイブロコアラーによる柱状採泥

では 地点で完新世の砂質堆積物を採取するとともに、表

層堆積物の基盤と考えられる前期更新世の年代を示す半

固結シルトを得た。これらの結果は報告書原稿として取

りまとめた。また、一昨年度に調査を実施した静岡県駿

河湾の調査結果を DVD 出版するための作業を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］沿岸域、活断層、音波探査、堆積作用、

房総沖

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合の

物理探査（地球物理 RG ）（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］伊藤 忍（地球物理研究グループ）

［研究担当者］伊藤 忍、山口 和雄、横倉 隆伸、

木下 佐和子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

沿岸付近の陸域と海域の地質情報の整備を目的として、

地震探査の新規調査、既存データの情報収集と再解析を

行う。平成 年度は、神奈川県足柄平野と千葉県九十九

里低地沿岸域で新規の反射法地震探査を実施し、当該地

域を含む関東沿岸域の既存地下構造データを収集した。

足柄平野の調査は国府津－松田断層と千代台地付近に

推定される活構造の深度 数 m～数 m を対象とした。

小田原市千代、高田、曽我別所地区を通る 測線で測線長

は計 km である。既存調査の測線と重ならない路線を

選び、測点間隔は既存調査と比べて数倍～ 数倍の稠密

さの mとした。震源はP波油圧インパクタを使用した。

地質調査所が 年に足柄平野で実施した反射法地震探

査の 測線のデータ、計 km を再解析した。九十九里低

地の調査は沖積層基底に推定される埋没谷等を対象とし

た。沿岸域プロジェクトで新規掘削された矢指ヶ浦坑井

直近を通る km の測線で、データ取得は平成 年 月に

実施した 前年夏から 月まで堤防工事が行われていたた

め 。調査仕様は足柄平野と同じである。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］沿岸域、関東平野、九十九里低地、沖積

層、埋没谷、足柄平野、国府津－松田断

層、反射法地震探査

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－陸海接合の

物理探査（地球物理 RG ）（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］大熊 茂雄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］大熊 茂雄、駒澤 正夫、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

陸域と沿岸海域とをつないだシームレス地球物理図を

作成し、活断層や地下地質を含めた統合化された地質情

報を提供することを目的として、本研究では陸海接合の

物理探査を行う。平成 年度は、神奈川県相模湾東部沿

岸域で地下構造を広域的に把握するため 年 月に海

底重力調査を実施した。藤沢市沖から三浦市沖にかけて

m～ km の測定間隔で海底重力計を用いた重力調査

を実施し、総測点数は 点である。既存の陸上及び船上

重力データと新規取得の海底重力データとを編集し、海

陸を接続したブーゲー異常図を作成した。この結果、三

浦半島に認められる西北西－東南東方向の顕著な高重力

異常が葉山港南方付近からさらに西北西沖に連続し、江

ノ島付近に至ることが明らかとなった。また、小田和湾

西方沖の亀城海脚付近に高重力異常が分布することが明

らかとなり、三浦半島からの地質構造の連続性が示唆さ

れた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］重力探査、海底重力調査、重力図、地球

物理図、相模湾東部

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－平野域の地

質調査（運営費交付金：重点プロジェク

ト）

［研究代表者］水野 清秀（平野地質研究グループ）

［研究担当者］水野 清秀、小松原 琢、小松原 純子、

田邉 晋、宮地 良典、納谷 友規、

久保 純子（早稲田大学）、佐藤 善輝、

國本 節子、田中 ゆみ子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

陸域と沿岸海域とをつないだシームレス地質図を作成

し、活断層や地下地質を含めた統合化された地質情報を

提供することを目的として、本研究では平野域の地質調

査、特に沖積低地の地下地質と丘陵～台地の地質構造に

関する研究を行う。平成 年度から 年度にかけての調

査対象範囲は相模湾沿岸域から房総半島沿岸域であり、

その中でも足柄平野、相模平野とその間の大磯丘陵、さ

らに九十九里平野を重点的に調査している。平成 年度

には、主として九十九里平野のボーリング調査と相模平

野の既存地下資料収集ならびに大磯丘陵東部の地質構造

調査を実施した。

九十九里平野では、既存ボーリング資料の収集・解析

によって、沖積層堆積前の埋没谷地形を推定し、谷軸が

通ると予想される 地点において、深度 m～ m の 本

のボーリング調査を行った。その結果、深さ m を超え

る埋没谷が少なくとも 本存在することが明らかになっ

た。また、沖積層の基盤は中部更新統の犬吠層群豊里層

から横根層に相当すると推定された。

相模平野では、自治体等の所有する既存ボーリング資

料 本以上を収集し、電子化作業を行った。それら

をもとに複数の断面図を作成し、沖積層の基底と複数の

埋没段丘面を推定した。平成 年度にボーリング調査を

行い、沖積層の基底深度分布や段丘面の対比などを確認

する予定である。

大磯丘陵の東部を対象として空中写真判読と地質調査

を行い、第四紀層の地質構造を確認した。調査地域の南

部では東西走向の撓曲や背斜構造が推定され、北部では

南北走向の断層露頭が発見されたほか、同方向のリニア

メントが複数認められた。また地層の分布高度などから、

相模平野の地下にも活断層が伏在している可能性が考え

られた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ボーリング調査、活断層、第四紀堆積物、

シームレス地質情報、九十九里平野、相

模平野、大磯丘陵

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－関東南部

沿岸地域の地質・活構造情報図の整備（運

営費交付金：重点プロジェクト）

［研究代表者］尾崎 正紀（地質情報研究グループ）

［研究担当者］尾崎 正紀、小松原 琢、水野 清秀

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

関東平野南部沿岸域における、海陸でシームレスな地

質・活構造情報の整備を目的として、下記の テーマを実

施する。

関東平野南部沿岸域の 万分の 活構造図、相模湾沿

岸域の 万分の シームレス地質図、及び東京・横浜周

辺地域の 万 千分の シームレス地質図の作成を行

う。平成 年度は、三浦半島地域の 万分の シームレ

ス地質図について編纂作業を行った。また、東京・横

浜周辺地域の 万 千分の シームレス地質図について、

第四紀堆積物の凡例区分の再検討を行った。

大多喜地域の 万 千分の 地質図の作成、及び鴨川低

地断層帯の活動性評価のための地質情報整備を行う。

平成 年度は、鴨川低地帯の断層周辺で露頭調査を行

い、断層面上の条痕から第四紀前半以前に横ずれを主

体とする活動が行われていたことを明らかにした。一

方、地形学的な検討から想定されていた第四紀後期に

おける逆断層活動の証拠は得られず、鴨川低地断層帯

は第四紀後期に活動していない可能性が高いこと分か

った。また、大多喜図幅地域北部においてテフラを追

跡し、地質図作成に必要なデータを得た。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地表踏査、活断層、第四紀堆積物、シー

ムレス地質情報、活構造図、三浦半島、

房総半島、鴨川低地帯

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－東京湾西

部の沖積層アトラス（運営費交付金：重

点プロジェクト）

［研究代表者］田邉 晋（平野地質研究グループ）

［研究担当者］田邉 晋、滝本 春南、國本 節子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、現在の荒川の河口から横浜市にかけた東京

湾西部の沿岸低地を対象として、沖積層の分布と層序、
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物性、成因を明らかにし、地震動予測などの応用研究に

資する地質情報を整備することを目的としている。平成

年度は、川崎市において m、 m、 m 長の 本のボ

ーリングコア堆積物を採取し、岩相と生物化石相の記載

と軟エックス線写真撮影、泥分含有率と含水率の測定を

行った。同市では、平成 年度に 本のボーリングコア堆

積物を採取しており、これによって多摩川低地では、計

本のボーリングコア堆積物が得られたことになる。これ

らのボーリングコア堆積物からは、これまでに 点の浮

遊性陸源性有機物（葉など）の放射性炭素年代値を測定

した。その結果、多摩川低地における沖積層は、中・上

部更新統の相模層群に不整合に累重しており、 のユニ

ットに区分されることが明らかになった。岩相と生物化

石相、堆積年代から推定される古水深・標高の情報にも

とづくと、ユニット は網状河川、ユニット は海進期の

河川、ユニット は塩水湿地、ユニット は潮汐チャネル、

ユニット は干潟、ユニット は湾頭デルタ、ユニット

は海進期の浅海、ユニット はプロデルタ～デルタフロン

ト、ユニット は氾濫原、ユニット は河川チャネルの堆

積環境において形成されたと解釈することができる。な

お、 点の浮遊性陸源性有機物のうち、 点（ %）が

下位の年代値よりも古い値を示し、再堆積したことを示

す。この割合は、東京低地や利根川低地において、炭化

した木片や葉などの種類を分けずに測定した放射性炭素

年代値の再堆積の割合と、ほとんど変化がない。これは、

海成層を主体とする沖積層の放射性炭素年代測定を行う

場合、陸源性有機物の種類に応じた試料選定が、あまり

意味の無い可能性を示唆する。今後は、本の基準コアに

おいて確立した層序を約 万本の既存のボーリング柱状

図から構成されるデータベースと対比し、沖積層の層序

と物性の三次元分布を明らかにする。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］多摩川低地、沖積層、層序、堆積相、放

射性炭素年代

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－海陸空間

情報の整備（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］尾崎 正紀（地質情報研究グループ）

［研究担当者］尾崎 正紀、川畑 大作、田中 裕一郎

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

沿岸域の地質・活断層調査で得られた成果を空間情報

として整備し標準化させるとともに、インターネットで

の公開手法などを検討し、広く国内に流通させていくこ

とを目的とする。また、プロジェクト内の情報の共有環

境の構築を行う。更に、年度毎の速報及び地域毎の成果

（海陸シームレス地質情報集）の公開用データの作成と

HP の更新を行う。

平成 年度は、既刊の速報及び海陸シームレス地質情

報集 DVD のコンテンツとともに、「能登半島北部沿岸

域」及び「新潟沿岸域」の空間情報を、HP で公開した。

また、平成 年度公開に向け、「福岡沿岸域」及び「石狩

低地帯南部沿岸域」における空間情報と、平成 年度の

速報及び海陸シームレス地質情報集「駿河湾北部沿岸域」

の公開用データの編集作業を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］空間情報、情報共有、標準化、海陸シー

ムレス地質情報集

［テーマ題目 ］衛星画像情報地質情報統合化（運営費

交付金：重点プロジェクト）

［研究代表者］中澤 努（情報地質研究グループ）

［研究担当者］中澤 努、岩男 弘毅、川畑 大作、

巌谷 敏光、山本 直孝

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

現在公開中のASTER高温領域検出システムについて

改良を行った。ASTER高温領域検出システムでは、表示

している範囲の最新の 件に表示が限定されてしまう

ため、全体を俯瞰して活発な火山活動等を容易に判別す

ることが出来なかった。そこで、大量位置データを高速

描画処理する技術を用いて、ASTER全量アーカイブを対

象として検出した全ての高温領域（数十万点以上）を対

象とした高速表示機能を実現した。全件表示に対応した

新システムは 月 日（地質の日）に公開した。

クリノメーターソフトウェアのGeoClino for iPhone
について、主に利便性や効率性の向上を目的とした改修

を実施した。また屋内と野外において繰り返し測定試験

などの評価試験を行いソフトウェアの能力や課題点につ

いて検討を行った。改修内容は、以下の通りである。

測定データをソフトウェアのデータベースに保存する際

に、地磁気センサーと加速度センサーからの信号データ

を同時に保存する機能の追加。 iPhoneを裏返しにし

た場合に、方位目盛りの東西の文字配置を変更して表示

する機能の追加ならびに方位磁針に関する回転の動きの

変更。 安定した姿勢計測を行うための計算式の修正。

改修によって、センサーからの信号情報を他のソフトウ

ェアで利用することが容易になり、iPhone端末を裏返し

にした状態において磁針が常に磁北方向に向いて回転す

るようになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ASTER、GeoClino、統合化

［テーマ題目 ］海底鉱物資源（運営費交付金：重点プ

ロジェクト）

［研究代表者］下田 玄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］下田 玄、針金 由美子、佐藤 太一、

後藤 孝介、石塚 治（活断層・火山研
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物性、成因を明らかにし、地震動予測などの応用研究に

資する地質情報を整備することを目的としている。平成

年度は、川崎市において m、 m、 m 長の 本のボ

ーリングコア堆積物を採取し、岩相と生物化石相の記載

と軟エックス線写真撮影、泥分含有率と含水率の測定を

行った。同市では、平成 年度に 本のボーリングコア堆

積物を採取しており、これによって多摩川低地では、計

本のボーリングコア堆積物が得られたことになる。これ

らのボーリングコア堆積物からは、これまでに 点の浮

遊性陸源性有機物（葉など）の放射性炭素年代値を測定

した。その結果、多摩川低地における沖積層は、中・上

部更新統の相模層群に不整合に累重しており、 のユニ

ットに区分されることが明らかになった。岩相と生物化

石相、堆積年代から推定される古水深・標高の情報にも

とづくと、ユニット は網状河川、ユニット は海進期の

河川、ユニット は塩水湿地、ユニット は潮汐チャネル、

ユニット は干潟、ユニット は湾頭デルタ、ユニット

は海進期の浅海、ユニット はプロデルタ～デルタフロン

ト、ユニット は氾濫原、ユニット は河川チャネルの堆

積環境において形成されたと解釈することができる。な

お、 点の浮遊性陸源性有機物のうち、 点（ %）が

下位の年代値よりも古い値を示し、再堆積したことを示

す。この割合は、東京低地や利根川低地において、炭化

した木片や葉などの種類を分けずに測定した放射性炭素

年代値の再堆積の割合と、ほとんど変化がない。これは、

海成層を主体とする沖積層の放射性炭素年代測定を行う

場合、陸源性有機物の種類に応じた試料選定が、あまり

意味の無い可能性を示唆する。今後は、本の基準コアに

おいて確立した層序を約 万本の既存のボーリング柱状

図から構成されるデータベースと対比し、沖積層の層序

と物性の三次元分布を明らかにする。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］多摩川低地、沖積層、層序、堆積相、放

射性炭素年代

［テーマ題目 ］沿岸域の地質・活断層調査－海陸空間

情報の整備（運営費交付金：重点プロジ

ェクト）

［研究代表者］尾崎 正紀（地質情報研究グループ）

［研究担当者］尾崎 正紀、川畑 大作、田中 裕一郎

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

沿岸域の地質・活断層調査で得られた成果を空間情報

として整備し標準化させるとともに、インターネットで

の公開手法などを検討し、広く国内に流通させていくこ

とを目的とする。また、プロジェクト内の情報の共有環

境の構築を行う。更に、年度毎の速報及び地域毎の成果

（海陸シームレス地質情報集）の公開用データの作成と

HP の更新を行う。

平成 年度は、既刊の速報及び海陸シームレス地質情

報集 DVD のコンテンツとともに、「能登半島北部沿岸

域」及び「新潟沿岸域」の空間情報を、HP で公開した。

また、平成 年度公開に向け、「福岡沿岸域」及び「石狩

低地帯南部沿岸域」における空間情報と、平成 年度の

速報及び海陸シームレス地質情報集「駿河湾北部沿岸域」

の公開用データの編集作業を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］空間情報、情報共有、標準化、海陸シー

ムレス地質情報集

［テーマ題目 ］衛星画像情報地質情報統合化（運営費

交付金：重点プロジェクト）

［研究代表者］中澤 努（情報地質研究グループ）

［研究担当者］中澤 努、岩男 弘毅、川畑 大作、

巌谷 敏光、山本 直孝

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

現在公開中のASTER高温領域検出システムについて

改良を行った。ASTER高温領域検出システムでは、表示

している範囲の最新の 件に表示が限定されてしまう

ため、全体を俯瞰して活発な火山活動等を容易に判別す

ることが出来なかった。そこで、大量位置データを高速

描画処理する技術を用いて、ASTER全量アーカイブを対

象として検出した全ての高温領域（数十万点以上）を対

象とした高速表示機能を実現した。全件表示に対応した

新システムは 月 日（地質の日）に公開した。

クリノメーターソフトウェアのGeoClino for iPhone
について、主に利便性や効率性の向上を目的とした改修

を実施した。また屋内と野外において繰り返し測定試験

などの評価試験を行いソフトウェアの能力や課題点につ

いて検討を行った。改修内容は、以下の通りである。

測定データをソフトウェアのデータベースに保存する際

に、地磁気センサーと加速度センサーからの信号データ

を同時に保存する機能の追加。 iPhoneを裏返しにし

た場合に、方位目盛りの東西の文字配置を変更して表示

する機能の追加ならびに方位磁針に関する回転の動きの

変更。 安定した姿勢計測を行うための計算式の修正。

改修によって、センサーからの信号情報を他のソフトウ

ェアで利用することが容易になり、iPhone端末を裏返し

にした状態において磁針が常に磁北方向に向いて回転す

るようになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ASTER、GeoClino、統合化

［テーマ題目 ］海底鉱物資源（運営費交付金：重点プ

ロジェクト）

［研究代表者］下田 玄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］下田 玄、針金 由美子、佐藤 太一、

後藤 孝介、石塚 治（活断層・火山研

究部門）、井上 卓彦、田中 弓

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

石油天然ガス・金属鉱物資源機構（JOGMEC）との連

携を強化して海底鉱物資源の広域ポテンシャル調査を引

き続き推進した。熱水鉱床形成が起きている可能性の高

い地域、及び過去に生成された鉱床が存在している可能

性のある地域を抽出するため、日本周辺海域に分布する

島弧—前弧—背弧域における火成活動について検討した。

陸上の基盤岩についても調査・研究を進めており、本年

度に採取した岩石試料を中心に化学分析や鉱物学的岩石

学的研究の為の試料調整を進めた。さらにフィリピン海

プレートを構成している前弧域にあたる伊豆－小笠原海

域で採取された岩石試料を用いた島弧形成初期の上部マ

ントル構造について研究を行った。JOGMEC との海底

鉱物資源に関するタスクフォース再開の可能性について

両機関で検討した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、テクトニクス、沖縄トラ

フ、フィリピン海プレート、地球化学、

岩石学

［テーマ題目 ］千葉県北部におけるボーリングデータ

の一元化と地質地盤図作成（運営費交付

金：重点プロジェクト）

［研究代表者］中澤 努（情報地質研究グループ）

［研究担当者］中澤 努、宮地 良典、野々垣 進、

小松原 純子、納谷 友規、長 郁夫

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、都市部の地質情報整備の加速化を目

的として、国・自治体等のボーリングデータを一元化し、

それらを基に地下情報を表示する 次元地質地盤図の作

成を試みている。平成 年度は、千葉県北部をモデル地

域として、基準ボーリングデータの整備をすすめるとと

もに、 次元地質モデルから地質図（平面図）を作成し、

基準ボーリングデータとともにウェブ上で公開した。

基準ボーリングデータの整備では、千葉市において更

新統下総層群の地質構造を知るためのボーリング調査を

実施した。また富里市において更新統木下層の谷埋め泥

層を対象としたボーリング調査を実施した。東京湾岸低

地及び印旛沼の低地においては、沖積層や埋立層等の軟

弱層を対象としたボーリング調査を実施した。これらの

調査では、コア試料の詳細な層相記載とテフラ分析、放

射性炭素年代測定を実施し、地層対比の基準となるデー

タ整備を行った。また、前年度までに掘削採取したコア

試料の微化石分析や粒度分析をすすめた。

自治体より提供を受けたボーリングデータについて、

岩相コードの割り振り等、変換に関する問題を検討した

うえで、それらを一般的なボーリングデータ形式である

JACIC様式XMLファイルに変換した。

また、これまでに整備した基準ボーリングデータ及び

露頭柱状図データをもとに、千葉県北部地域の 次元地質

モデルを構築し、それをもとに地質図（平面図）を作成

した。さらに、整備した基準ボーリングデータや露頭柱

状図データ、地質図をウェブ上で共有するためのシステ

ムを、Webマッピングライブラリーのひとつである

Leafletを用いて開発した。本システムでは、国土地理院

が提供する地理院地図を背景として、地質図の重ね合わ

せ表示や、基準ボーリングデータおよび露頭柱状図デー

タの位置表示・メタデータ表示を行える。地質図につい

ては、任意地点における地質区分表示のほか、地形によ

る陰影効果の有無の切り替えや透過度の調整が可能であ

る。基準ボーリングデータや露頭柱状図データについて

は、XML形式やPDF形式での詳細データの閲覧が可能で

ある。本システムを基盤として、これまでの研究成果を

公表するためのウェブサイト「都市域の地質地盤図」を

構築し、地質図と基準ボーリングデータの正式公開を行

った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ボーリングデータ、 次元地質モデル、地

質地盤図

［テーマ題目 ］次世代シームレス地質図の編纂（運営

費交付金：重点プロジェクト）

［研究代表者］斎藤 眞

（シームレス地質情報研究グループ）

［研究担当者］斎藤 眞、宮崎 一博、水野 清秀、

石塚 吉浩（活断層・火山研究部門）、

工藤 崇、西岡 芳晴、坂野 靖行、

宝田 晋治、森尻 理恵、内野 隆之、

尾崎 正紀、竹内 圭史、佐藤 大介、

松浦 浩久、高橋 浩、小松原 琢、

山崎 徹、辻野 匠、中島 礼、

古川 竜太（活断層・火山研究部門）、

山本 孝広（活断層・火山研究部門）、

中野 俊（活断層・火山研究部門）、

及川 輝樹（活断層・火山研究部門）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

次世代 万分の 日本シームレス地質図の編纂を行う。

平成 年度までに統一凡例の作成を行い、平成 年度～

平成 年度で編纂を行い、平成 年度に全体編纂と最終

調整を行う。現行の 万分の 日本シームレス地質図は

年に発行された 万分の 日本地質図の凡例を踏襲

している。それから 年後の最新の知見に基づく新凡例

はコードで構造化されているため、詳細な凡例から平易

な簡易区分まで、自在に凡例を変えることができるもの

である。
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本年度は、全体編纂と最終調整として全国を通しての

確認、校正作業を行った。また、それまで 万図画ごと

に管理していたデータのマージ作業を、北海道、東北北

部、伊豆・小笠原諸島、南西諸島において試行し、表示

用タイル・凡例 ID タイルの作成を行った。さらに、こ

れらのデータの確認用簡易ビューアを開発した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］シームレス地質図、統合、数値地質図、

標準化、データベース、統一凡例

［テーマ題目 ］衛星データのアーカイブ・品質管理・

配信に関する研究（運営費交付金：重点

プロジェクト）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地球観測衛星から撮影した衛星データは地球規模の地

質防災、資源探査等の利用において極めて重要な情報で

あり、本研究では、地質情報としての衛星データの整備

と活用を目指す。衛星情報から潜在的な地質情報を抽出

し、これをデータベース化・デジタル化された地質情報

と統合することにより、資源管理、地質災害等に関する

研究に資するデータを整備する。これらを実現するため

に、今年度は経済産業省が開発した JERS-1 OPS/SAR、 
ASTER、 PALSAR のデータを効率的に維持管理するシ

ステムを構築した。特に ASTER については、NASA で

受信した生データの処理を定常的に行い、その結果を宇

宙システム開発利用推進機構、米国 NASA/USGS に定

常的、かつ安定的に提供 年間、約 シーンを処理・

提供 する環境を確立した。また、外部公開に向けた環境

構築に向けて、衛星データ検索用インターフェースの改

修、インターネット上で衛星画像を配信するための国際

規格（WMS、KML 等）を用いた配信システムの改良・

改修を行った。さらに、産総研で開発した処理技術を全

アーカイブデータに適用し、地質情報としての新たな衛

星プロダクト ASTER-VA)の作成を行った。ASTER は

設計上、青の波長帯の観測機能を持たない。ASTER-VA
は産総研で開発した青バンドの推定技術を適応し、擬似

的に人間の目で見た色を再現する擬似ナチュラルカラー

画像を作成する。この結果を衛星画像の配信規格である

を用いて配信する。併せて、全データを再処理し、

地図投影が可能なオルソ補正済みのデータを整備した。

データの提供・今後の提供にあたって、品質管理され

たデータを提供する必要がある。これを実現するため代

替校正、相互校正等に係る品質管理研究を合わせて行っ

た。今年度はバンド間の放射量に関する不均一性を解消

する品質管理方法（相互校正の一種）について検討し、

その成果を国際誌に発表した。品質管理は、標準化に関

する検討が衛星データを管理する国際機関で議論されて

おり、成果の標準化に向けて地球観測衛星委員会 CEOS 
WGCV IVOS meetingに参加し、代替校正・相互校正の

情報収集、討議を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ASTER、衛星、品質管理、校正

［テーマ題目 ］沖縄トラフ東縁海域の海底鉱物資源ポ

テンシャル調査（運営費交付金：戦略予

算）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、下田 玄、片山 肇、

井上 卓彦、板木 拓也、佐藤 智之、

天野 敦子、佐藤 太一、針金 由美子、

後藤 孝介、石塚 治（活断層・火山研

究部門）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

我が国で鉱物資源の供給不安が広がる昨今、海底に賦

存する鉱物資源の存在が注目されている。本研究では、

沖縄トラフ東縁海域において海底地質調査を実施し、新

たな海底熱水鉱床の発見の基礎となる海底地形・地質デ

ータの収集と解析が目的である。本年度は、硫黄鳥島堆

において深海曳航式探査装置による海底地形の詳細マッ

ピングを実施した。結果として、これまで船上設置型音

響機器では確認できなかった熱水プルームらしき画像な

どが得られた。今後さらに解析を進める。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、海底熱水活動、硫黄鳥島

堆、深海曳航式探査装置

［テーマ題目 ］地球観測衛星データの品質管理と高度

化（運営費交付金：戦略予算）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

従来の衛星ビジネスは、何が見えるか、例えば水田面

積等の土地被覆の推定などに、広く使われてきた。しか

し、航空機を用いた空中写真、さらには近年の UAV の

市場と競合する。将来の衛星ビジネスでは、例えばお米

の味のように、物理量の変化を抽出するため衛星小型化

＋大量生産（観測頻度向上）が環境・資源探査の分野で

の拡大が期待される。しかし、これらを実現するにあた

って、商用衛星データの品質管理は未成熟であることが

ビジネス展開阻害要因の一つであろう。物理量（熱分布

やお米の美味しさ等）をスペクトル（画像）情報から推

定するためにはセンサーの校正（品質管理）が必須であ

る。よって、本研究では、地球観測衛星データの品質管
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本年度は、全体編纂と最終調整として全国を通しての

確認、校正作業を行った。また、それまで 万図画ごと

に管理していたデータのマージ作業を、北海道、東北北

部、伊豆・小笠原諸島、南西諸島において試行し、表示

用タイル・凡例 ID タイルの作成を行った。さらに、こ

れらのデータの確認用簡易ビューアを開発した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］シームレス地質図、統合、数値地質図、

標準化、データベース、統一凡例

［テーマ題目 ］衛星データのアーカイブ・品質管理・

配信に関する研究（運営費交付金：重点

プロジェクト）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）
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地球観測衛星から撮影した衛星データは地球規模の地
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あり、本研究では、地質情報としての衛星データの整備

と活用を目指す。衛星情報から潜在的な地質情報を抽出

し、これをデータベース化・デジタル化された地質情報

と統合することにより、資源管理、地質災害等に関する

研究に資するデータを整備する。これらを実現するため

に、今年度は経済産業省が開発した JERS-1 OPS/SAR、

ASTER、 PALSAR のデータを効率的に維持管理するシ

ステムを構築した。特に ASTER については、NASA で

受信した生データの処理を定常的に行い、その結果を宇

宙システム開発利用推進機構、米国 NASA/USGS に定

常的、かつ安定的に提供 年間、約 シーンを処理・

提供 する環境を確立した。また、外部公開に向けた環境

構築に向けて、衛星データ検索用インターフェースの改

修、インターネット上で衛星画像を配信するための国際

規格（WMS、KML 等）を用いた配信システムの改良・

改修を行った。さらに、産総研で開発した処理技術を全

アーカイブデータに適用し、地質情報としての新たな衛

星プロダクト ASTER-VA)の作成を行った。ASTER は

設計上、青の波長帯の観測機能を持たない。ASTER-VA
は産総研で開発した青バンドの推定技術を適応し、擬似

的に人間の目で見た色を再現する擬似ナチュラルカラー

画像を作成する。この結果を衛星画像の配信規格である

を用いて配信する。併せて、全データを再処理し、

地図投影が可能なオルソ補正済みのデータを整備した。

データの提供・今後の提供にあたって、品質管理され

たデータを提供する必要がある。これを実現するため代

替校正、相互校正等に係る品質管理研究を合わせて行っ

た。今年度はバンド間の放射量に関する不均一性を解消

する品質管理方法（相互校正の一種）について検討し、

その成果を国際誌に発表した。品質管理は、標準化に関

する検討が衛星データを管理する国際機関で議論されて

おり、成果の標準化に向けて地球観測衛星委員会 CEOS 
WGCV IVOS meetingに参加し、代替校正・相互校正の

情報収集、討議を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ASTER、衛星、品質管理、校正

［テーマ題目 ］沖縄トラフ東縁海域の海底鉱物資源ポ

テンシャル調査（運営費交付金：戦略予

算）

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、下田 玄、片山 肇、

井上 卓彦、板木 拓也、佐藤 智之、

天野 敦子、佐藤 太一、針金 由美子、

後藤 孝介、石塚 治（活断層・火山研

究部門）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

我が国で鉱物資源の供給不安が広がる昨今、海底に賦

存する鉱物資源の存在が注目されている。本研究では、

沖縄トラフ東縁海域において海底地質調査を実施し、新

たな海底熱水鉱床の発見の基礎となる海底地形・地質デ

ータの収集と解析が目的である。本年度は、硫黄鳥島堆

において深海曳航式探査装置による海底地形の詳細マッ

ピングを実施した。結果として、これまで船上設置型音

響機器では確認できなかった熱水プルームらしき画像な

どが得られた。今後さらに解析を進める。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、海底熱水活動、硫黄鳥島

堆、深海曳航式探査装置

［テーマ題目 ］地球観測衛星データの品質管理と高度

化（運営費交付金：戦略予算）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

従来の衛星ビジネスは、何が見えるか、例えば水田面

積等の土地被覆の推定などに、広く使われてきた。しか

し、航空機を用いた空中写真、さらには近年の UAV の

市場と競合する。将来の衛星ビジネスでは、例えばお米

の味のように、物理量の変化を抽出するため衛星小型化

＋大量生産（観測頻度向上）が環境・資源探査の分野で

の拡大が期待される。しかし、これらを実現するにあた

って、商用衛星データの品質管理は未成熟であることが

ビジネス展開阻害要因の一つであろう。物理量（熱分布

やお米の美味しさ等）をスペクトル（画像）情報から推

定するためにはセンサーの校正（品質管理）が必須であ

る。よって、本研究では、地球観測衛星データの品質管

理のための技術開発・高度化を進め、そのデファクト化

で世界をリードすることを目的とし、また、大量化する

小型（商用）衛星データの品質管理ビジネスへの道筋を

つけることを目指す。

本年度は、品質管理にかかる校正技術の一つ、相互校

正において問題点となる地表面ニ方向性反射分布特性

（BRDF）の影響軽減のための技術開発に着手した。地

球観測衛星搭載の光学センサーは、打ち上げ時から時間

の経過と共に劣化する。この劣化把握のため、機上校正

機器による校正、地上観測による代替校正、月観測によ

る月校正、さらに、他の地球観測衛星と比較する相互校

正を行うことが多い。このうち、相互校正は、比較的安

価、かつ、容易に頻度高く行える優位性から、今後、大

量化する（機上校正機器を持たない）小型衛星に対する

校正手法として期待されている。しかし、この相互校正

は、太陽位置や観測角によって地表面反射係数が変化す

る現象（BRDF による現象）に影響されやすく、その手

法利用に制限を与えている。そこで、相互校正のターゲ

ットになり得る地上サイトの BRDF を正確に把握する

ことを目的に、新たな分光放射計測機器を導入し、その

現地観測にむけた改良および実験を実施した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］校正、衛星データ、品質管理

［テーマ題目 ］SI の定義改定にもとづく革新的計測技

術の開発（地質）（運営費交付金：戦略予

算）

［研究代表者］名和 一成（地質情報研究部門）

［研究担当者］名和 一成、伊藤 順一（活断層・火山

研究部門）、篠原 宏志（活断層・火山研

究部門）、加瀬 祐子（活断層・火山研究

部門）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

絶対重力計は原子時計（ルビジウム発振器）の周波数

を基準に重力計測している。信頼できる測定値を得るた

めには、基準としている MHz 信号の周波数をサブミ

リヘルツオーダーで把握しておくことが重要である。そ

こでまず、東京大学宇宙線研究所神岡宇宙素粒子研究施

設坑道内で使用した絶対重力計 FG 用のルビジウム原

子時計の周波数測定を計量標準総合センター周波数校正

室で実施した。次に、野外の重力観測点においても独自

に周波数測定を可能にするため、時間周波数遠隔校正装

置、GNSS 等 PPS 信号同期機能付きルビジウム原子時

計、周波数カウンター等の機器を導入し、地質調査総合

センター 第 事業所 内で周波数測定を実施した。それに

よって、各重力観測点の測定環境に応じた周波数測定が

可能となった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］絶対重力計、原子時計、周波数発振器、

時間周波数、遠隔校正、GPS コモンビュ

ー

［テーマ題目 ］インフラ維持技術の統合的研究開発（運

営費交付金：戦略予算）

［研究代表者］樋口 哲也（イノベーション推進本部）

［研究担当者］小松原 琢、河西 勇二（人工知能研究

センター）、西野 恵理子（人工知能研究

センター）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

従来、地すべり・土石流の早期警戒情報は、主として

地すべり計（伸縮計）、水位計・濁度計などによる計測結

果に基づいて出されていた。しかし、地すべり計は設置

地点以外で生じる地表の変動を検知できないこと、水位

計・濁度計では実際に水位上昇などが始まるまで検知で

きないことから、早期警戒情報を出す上での観測手段と

しては課題が残されていた。そこで、「音」によって前兆

現象を検知し、早期警戒情報の発令につなげるための基

礎研究として、秋田県由利本荘市の地すべり地と、山梨

県早川町の土石流指定河川に騒音計・防水マイクおよび

タイムラプスカメラを設置して連続観測を行った。観測

期間中には土砂移動現象が生じなかったが、騒音計等に

より平常時の音を検知することができた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地すべり、土石流、早期検知、音、人工

知能

［テーマ題目 ］SQUID 顕微鏡による海底鉱物資源と

地球・惑星磁場に関する先端的研究（運

営費交付金：戦略予算）

［研究代表者］小田 啓邦（地質情報研究部門）

［研究担当者］小田 啓邦、佐藤 雅彦、片山 礼子、

野口 敦史、高橋 浩規、河合 淳、

山本 裕二、臼井 朗、臼井 洋一、

中村 教博、城後 香里、Chuang Xuan、
宮城 磯治（活断層・火山研究部門）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、SQUID（超伝導量子干渉素子）顕微鏡を用

いて海底鉱物資源および地球・惑星磁場に関する先端的

研究を推進することを目的とする。特に、年目にあたる

科研費基盤研究(A)「SQUID 顕微鏡による惑星古磁場の

先端的研究の開拓」（平成 ～ 年度）の研究を加速推進

することをもって、研究課題内容を実現することを目的

として戦略的研究課題として本年度下半期に行われたも

のである。上記科研費では金沢工業大学・高知大学・東

北大学・海洋研究開発機構の研究分担者の協力のもとに

推進しているが、今年度はさらに韓国国立極地研究所な

らびに英国サザンプトン大学からも研究協力者として協

力をいただいた。基本的戦略としては、昨年度までに完

成した SQUID 顕微鏡（Kawai et al., として論文発
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表）を用いた地質試料の分析を進めると共に、SQUID
顕微鏡の研究環境整備、ならびに人的資源の活用による

点において推進を行った。まず、ターボ真空ポンプの導

入をはじめとする真空環境改善と SQUID 顕微鏡のオー

バーホールを行うことで断熱状況が改善され、液体ヘリ

ウム リットルで 日間の運用が可能となった（以前は

リットルで 日間の運用）。また、真空槽へのリークがほ

とんど無くなったことで、これまで SQUID チップ先端

部分に形成されていた固体（水あるいは空気）が見られ

なくなり、センサー試料距離が µm から µm に改善

された。また、SQUID 顕微鏡の SN 比向上を目的とし

て、XYZ ステージコントローラ（ソフトウェア）の高度

化をはかった。高度化の内容としては、高度ドリフト補

正を可能とする XY スキャンモードの導入、測点ごとの

スタッキング・フィルタリング、レファレンスセンサー

入力（ ch 目）の追加、補償用温度計入力（ ch, ch 目）

の追加、ノイズ測定モードの追加などである。また、

SQUID 顕微鏡のセンサーとレファレンスセンサーの

チャンネルの処理が可能となる改良版 Flux Locked 
Loop（FLL）電子回路の開発を行った。また、SQUID
顕微鏡は PC パーマロイ 重シールドケースの中で運用

されているが、さらに磁気シールド性能を改善すること

を目的として、磁気シールドフィルムによる 層目、 層

目のシールドの導入を進めた。磁気シールドの消磁のた

めの消磁コイルの試作も行った。さらに、センサー試料

距離の短縮とセンサー装着の効率化を目的としてマイク

ロマニピュレータを導入し、サファイアロッド先端

（ mmφ）へのシリコンチップ装着が改善された。同時

に銀ペースト素材の比較検討による配線状況改善も行っ

た。試料ホルダーに磁気点源を つ配置することによって、

光学画像と磁気画像のマッチングを行った。磁気点源の

位置は磁気ダイポール理論値から計算を行ったが、

µm× µm グリッドスキャンで誤差は µm 以下で

ある。液体ヘリウム リットル分の分析を推進し、湖の

年縞堆積物、地球磁場逆転境界を記録した堆積物、隕石、

鉄マンガンクラスト、川砂ジルコン、衝突残留磁化獲得

試料、断層岩、火山岩などの地質試料分析を行った。特

に鉄マンガンクラストについては、地球磁場逆転境界の

確認を行うことができ、10Be/9Be で求めた成長速度と一

致することが確認された。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］SQUID 素子、レファレンスセンサー、

磁気シールド、XYZ ステージ、岩石薄片

試料、古地磁気学、磁気マッピング、惑

星古磁場、鉄マンガンクラスト、隕石、

衝突残留磁化、川砂ジルコン、断層岩、

堆積物

［テーマ題目 ］【産総研 東北大マッチング研究支援事

業】沿岸域激甚災害後の環境評価技術の

開発－松島湾でのケーススタディー－

（運営費交付金：イノベーション推進）

［研究代表者］長尾 正之（地質情報研究部門）

［研究担当者］田中 裕一郎、鈴木 淳、高橋 暁、

藤原 治（活断層・火山研究部門）、

西村 修（東北大学大学院工学研究科）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

将来予想される沿岸域激甚災害後の沿岸環境評価技術

を、地質学と環境生態工学の融合により確立し、その知

見に基づき環境保全と養殖水産業・観光業とが両立でき

る施策提言を目的とした研究を行った。この目的達成の

ため、宮城県松島湾を対象とした東北大学との共同研究

を本支援事業制度で 年 月に行った。産総研と東北大

学は共同で海底表層堆積物に関する共同現地調査を行

い、産総研は海底表層堆積物中の津波堆積物、微小有殻

生物・遺骸、有機物、環境要因の分析等を担当し、近過

去・津波被災直後・現在までの環境復元を主に行った。

東北大学は、堆積物中のマクロベントス分析、有機脂

肪酸分析を担当し、マクロベントス多様化に対する堆積

物の質の影響評価等を行った。また、産総研では津波襲

来時の湾内の最大流速水平分布図を水理模型実験の結果

から作成したほか、津波襲来前の湾内最大流速水平分布

を求めるための数値流動モデル作成にも首都大学東京の

協力を得て着手した。

また、これまでの松島湾での研究成果を広く発信する

ために、学会での発表を行った。特に、プロジェクトの

成果をとりまとめ、新たな課題を探索するため、汽水域

研究会・東北大学が主催し産総研地質調査総合センター

が後援する汽水域研究会 年（第 回）大会（ 年

月 日～ 日）において、シンポジウム「大津波は松島湾

をどう変えたか ～底質環境・底生生物の変遷が示唆す

る持続可能な沿岸域像～」を企画した。そして、本プロ

ジェクトの成果発表とともに、水産養殖業復興支援の立

場から三陸沿岸域の環境変遷研究を続けている水産総合

研究センター東北区水産研究所、松島湾藻場再生支援を

行っている NPO 法人環境生態工学研究所を招待し講演

を行っていただくことで、来場者を交えた総合討論を充

実させることができた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］津波、環境、地形、環境変動

［テーマ題目 ］平野地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］宮地 良典（平野地質研究グループ）

［研究担当者］宮地 良典、水野 清秀、小松原 琢、

小松原 純子、田邉 晋、納谷 友規、

佐藤 善輝、國本 節子、田中 ゆみ子

（常勤職員 名、他 名）
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表）を用いた地質試料の分析を進めると共に、SQUID
顕微鏡の研究環境整備、ならびに人的資源の活用による

点において推進を行った。まず、ターボ真空ポンプの導

入をはじめとする真空環境改善と SQUID 顕微鏡のオー

バーホールを行うことで断熱状況が改善され、液体ヘリ

ウム リットルで 日間の運用が可能となった（以前は

リットルで 日間の運用）。また、真空槽へのリークがほ

とんど無くなったことで、これまで SQUID チップ先端

部分に形成されていた固体（水あるいは空気）が見られ

なくなり、センサー試料距離が µm から µm に改善

された。また、SQUID 顕微鏡の SN 比向上を目的とし

て、XYZ ステージコントローラ（ソフトウェア）の高度

化をはかった。高度化の内容としては、高度ドリフト補

正を可能とする XY スキャンモードの導入、測点ごとの

スタッキング・フィルタリング、レファレンスセンサー

入力（ ch 目）の追加、補償用温度計入力（ ch, ch 目）

の追加、ノイズ測定モードの追加などである。また、

SQUID 顕微鏡のセンサーとレファレンスセンサーの

チャンネルの処理が可能となる改良版 Flux Locked
Loop（FLL）電子回路の開発を行った。また、SQUID
顕微鏡は PC パーマロイ 重シールドケースの中で運用

されているが、さらに磁気シールド性能を改善すること

を目的として、磁気シールドフィルムによる 層目、 層

目のシールドの導入を進めた。磁気シールドの消磁のた

めの消磁コイルの試作も行った。さらに、センサー試料

距離の短縮とセンサー装着の効率化を目的としてマイク

ロマニピュレータを導入し、サファイアロッド先端

（ mmφ）へのシリコンチップ装着が改善された。同時

に銀ペースト素材の比較検討による配線状況改善も行っ

た。試料ホルダーに磁気点源を つ配置することによって、

光学画像と磁気画像のマッチングを行った。磁気点源の

位置は磁気ダイポール理論値から計算を行ったが、

µm× µm グリッドスキャンで誤差は µm 以下で

ある。液体ヘリウム リットル分の分析を推進し、湖の

年縞堆積物、地球磁場逆転境界を記録した堆積物、隕石、

鉄マンガンクラスト、川砂ジルコン、衝突残留磁化獲得

試料、断層岩、火山岩などの地質試料分析を行った。特

に鉄マンガンクラストについては、地球磁場逆転境界の

確認を行うことができ、10Be/9Be で求めた成長速度と一

致することが確認された。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］SQUID 素子、レファレンスセンサー、

磁気シールド、XYZ ステージ、岩石薄片

試料、古地磁気学、磁気マッピング、惑

星古磁場、鉄マンガンクラスト、隕石、

衝突残留磁化、川砂ジルコン、断層岩、

堆積物

［テーマ題目 ］【産総研 東北大マッチング研究支援事

業】沿岸域激甚災害後の環境評価技術の

開発－松島湾でのケーススタディー－

（運営費交付金：イノベーション推進）

［研究代表者］長尾 正之（地質情報研究部門）

［研究担当者］田中 裕一郎、鈴木 淳、高橋 暁、

藤原 治（活断層・火山研究部門）、

西村 修（東北大学大学院工学研究科）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

将来予想される沿岸域激甚災害後の沿岸環境評価技術

を、地質学と環境生態工学の融合により確立し、その知

見に基づき環境保全と養殖水産業・観光業とが両立でき

る施策提言を目的とした研究を行った。この目的達成の

ため、宮城県松島湾を対象とした東北大学との共同研究

を本支援事業制度で 年 月に行った。産総研と東北大

学は共同で海底表層堆積物に関する共同現地調査を行

い、産総研は海底表層堆積物中の津波堆積物、微小有殻

生物・遺骸、有機物、環境要因の分析等を担当し、近過

去・津波被災直後・現在までの環境復元を主に行った。

東北大学は、堆積物中のマクロベントス分析、有機脂

肪酸分析を担当し、マクロベントス多様化に対する堆積

物の質の影響評価等を行った。また、産総研では津波襲

来時の湾内の最大流速水平分布図を水理模型実験の結果

から作成したほか、津波襲来前の湾内最大流速水平分布

を求めるための数値流動モデル作成にも首都大学東京の

協力を得て着手した。

また、これまでの松島湾での研究成果を広く発信する

ために、学会での発表を行った。特に、プロジェクトの

成果をとりまとめ、新たな課題を探索するため、汽水域

研究会・東北大学が主催し産総研地質調査総合センター

が後援する汽水域研究会 年（第 回）大会（ 年

月 日～ 日）において、シンポジウム「大津波は松島湾

をどう変えたか ～底質環境・底生生物の変遷が示唆す

る持続可能な沿岸域像～」を企画した。そして、本プロ

ジェクトの成果発表とともに、水産養殖業復興支援の立

場から三陸沿岸域の環境変遷研究を続けている水産総合

研究センター東北区水産研究所、松島湾藻場再生支援を

行っている NPO 法人環境生態工学研究所を招待し講演

を行っていただくことで、来場者を交えた総合討論を充

実させることができた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］津波、環境、地形、環境変動

［テーマ題目 ］平野地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］宮地 良典（平野地質研究グループ）

［研究担当者］宮地 良典、水野 清秀、小松原 琢、

小松原 純子、田邉 晋、納谷 友規、

佐藤 善輝、國本 節子、田中 ゆみ子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、平野・盆地内あるいはその周辺の丘陵地・

台地や低地地下を構成する主に第四紀堆積物の堆積プロ

セス、層序、地質構造、あるいは地形の形成プロセス、

環境変動などを明らかにすることを目的としている。

平成 年度は関東平野や会津盆地の第四系の調査を行

うとともに、関東地域の鮮新世以降の地層に挟まる広域

火山灰のうち、その噴出源や岩石学的性質が不明である

ものを採取しカタログの作成を進めるとともに、特に九

州起源と推定される火山灰の対比を行った。南九州に分

布する鮮新世や中期更新世の 枚の火砕流・軽石層につい

て広域対比ができた。

自然災害が発生した場合には関係諸グループと連携を

取り、被害調査を実施し、被害の地質学的要因の究明を

行い、災害復興へ資するデータの提供を行う。 年

月の関東・東北豪雨による常総市の洪水災害について、

その被害と洪水に伴う削剥地形や堆積物の調査を行い、

洪水時の水流の変化やメカニズムの解明を行った。また、

利根川下流域で実施した液状化調査の結果について、定

期的に関係諸研究者との意見交換会を行い、液状化の要

因検討から対策について提言を検討している。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］第四紀、ボーリング調査、広域火山灰、

南九州、常総水害堆積物、液状化現象

［テーマ題目 ］層序構造地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］中江 訓（層序構造地質研究グループ）

［研究担当者］中江 訓、原 英俊、野田 篤、

中島 礼、辻野 匠、工藤 崇、

宇都宮 正志、西田 梢

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

日本列島を構成する活動的島弧と周辺の東・東南アジ

ア諸国を含む大陸縁辺域における様々な地質現象を解明

するための地質調査・研究を実施している。今年度は以

下の調査研究を実施した。 
・タイ国ペルム系－三畳系前弧～背弧海盆堆積物につい

ての砕屑性ジルコン U-Pb 年代分布特性に基づき、島

弧と大陸の両者からの堆積物供給を明らかにした。

・八甲田－十和田火山地域の鮮新世～前期更新世火砕流

堆積物について全岩化学組成を測定し岩石学的対比を

行った結果、未知の火砕流堆積物を複数見出した。

・完新世堆積盆の年代分析の評価のため貝類の放射性炭

素年代を測定し、仙台周辺の貝類には最大で 年の海

洋リザーバー効果があることを明らかにした。

・背弧域（東北～北陸）及び前弧域（常磐・掛川）に分

布する第三紀泥岩について分光測色を実施した結果、

前弧域での色特性が単調であるのに対し、背弧域では

色層序として区分可能であることが判明した。

・北部北上帯ジュラ系を変位させた葛巻断層の活動を見

積もるための調査を実施したところ、調査地域の南北

でジュラ系の巨視的構造が異なることを確認した。

・三浦半島北部の三浦層群中に、約 Ma に形成された

海底地すべり堆積物を認識した。

・四国東部四万十帯付加体にて、砕屑性ジルコン FT・
U-Pb 年代測定及び炭質物のラマン分光分析を行い、

安芸構造線上盤側の熱異常及び活動時期を評価した。

・松山地域の和泉層群について、斜面基部～海底扇状地

の堆積環境を復元するとともに、その土砂供給源が山

陽帯の火成活動である可能性を示した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］層序、構造地質、活動的島弧

［テーマ題目 ］地殻岩石の研究（運営費交付金）

［研究代表者］宮崎 一博（地殻岩石研究グループ）

［研究担当者］宮崎 一博、松浦 浩久、竹内 圭史、

高橋 浩、濱崎 聡志、山崎 徹、

佐藤 大介、遠藤 俊祐、細井 淳､

山下 康平、長田 充弘、鈴木 文枝

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

島弧地殻形成において重要な変形作用・変成作用・火

成作用の進行過程を明らかにするため、日本列島の主要

な変成帯・火成岩体の野外調査、岩石試料の分析・解析、

地質体及び岩石の形成モデリングを行い、以下のような

成果を得た。

九州及び四国の高圧型変成岩中のジルコン U-Pb 年

代測定を行い、フェンジャイトの K-Ar 年代と比較す

ることで、高圧型変成作用の継続時間の推定を行った。

北部九州に分布する高温型変成岩類の U-Pb 年代測

定結果の整理を行い、原岩年代及び変成年代を明らか

にした。

南部阿武隈山地の深成岩類のジルコン U-Pb 年代測

定を行い、東北日本南東部における深成岩類の形成年

代を明らかにした。

棚倉断層沿いの中新世火山岩類の調査を行い、中新

世デイサイト質水中火山体の復元を行った。また、湯

沢市に分布するグリーンタフの調査と年代測定を行い、

従来の層序の再検討が必要なことを明らかにした。

リサーチアシスタントと伴に、共同利用実験室に整

備された LA-ICP-MS における全岩及び微量元素測定

のための分析手法の開発を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地殻、岩石、島弧、沈み込み帯、変成作

用、火成作用

［テーマ題目 ］シームレス地質情報の研究（運営費交

付金）

［研究代表者］西岡 芳晴

（シームレス地質情報研究グループ）
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［研究担当者］西岡 芳晴、巖谷 敏光、坂野 靖行、

長森 英明、内野 隆之、斎藤 眞、

森尻 理恵、宝田 晋治、内藤 一樹、

吉川 敏之、中川 充

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

万分の のシームレス地質図の改訂に必要な基礎的

な野外調査を行う。 万分の 日本シームレス地質図のシ

ステム開発を行うと共に、次世代型 万分の 日本シーム

レス地質図の編集作業を主導する。地質調査の際にデー

タをデジタルデータとして直接収集するシステムの開発

を行う。標準化の国際動向を把握して、シームレス地質

図や地質情報のアジア地域での共通化に関する研究を行

う。

本年度は、 万分の 日本シームレス地質図については、

iOS や Android にも対応した新 D 版及び地理院地図に

対応した新メインビューアを開発・公開し、全国一括の

Shapefile ダウンロードサービスを開始した。地質図

Navi については、TileJSON の取得サービス、地質図ラ

スタータイルの配信サービスを開始したほか、 年度

出版図幅等のデータを追加した。地層名検索データベー

スは対象データを着実に増やすとともに、さらに地質学

会等からの新規データの入力に適合させるためにデータ

ベース構造の見直しを行った。また凡例数 の次世代

型 万分の 日本シームレス地質図の全国のデータ校

正・調整作業を主導した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］シームレス地質図、統合、数値地質図、

標準化、データベース、JIS、地層名、

日本工業標準調査会

［テーマ題目 ］情報地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］中澤 努（情報地質研究グループ）

［研究担当者］中澤 努、尾崎 正紀、中野 司、

長 郁夫、川畑 大作、野々垣 進

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、地層や地質試料から新たな地質情報

を抽出し、それらを高度化・統合化することによって、

新たな地質学的視点を創出する研究を行っている。

平成 年度は、新たに作成したGPGPUで動作するソ

フトウェアを用いて数値地形モデルから島嶼・山体の自

己重力場を計算し、それとブーゲー重力異常の関係を考

察した。また、SPring で開発した新しいX線CT装置用

の画像再構成ソフトウェアを作成し、それを用いた小惑

星探査船「はやぶさ」の回収試料や月のレゴリスの 次元

形状の解析により、地球以外の天体の「地質現象」を解

明した。

常時微動の研究では、微動H/Vスペクトルについて、

観測時間と統計誤差の関係を予測するために、数値シミ

ュレーションを基礎としてH/Vスペクトルの確率密度分

布を確認し、バイアスとばらつきを評価した。また微動

アレイデータに関しては、昨年度までに実施した理論研

究を活用し、関東地方の 地点及びそれとは別に茨

城・千葉県近郊の約 地点で微動アレイデータを取得し

た。さらには潮来市液状化地域の微動アレイデータを用

いて、液状化対策工事と浅部地盤の弾性波速度との関係

を検討した。

次元地質モデルの構築手法に関する研究として、不等

間隔に配置した節点に基づく双 次B－スプラインを用

いて、地層境界面の形状推定を行うアルゴリズムを構築

した。また、形状推定に用いるスプライン基底の定義方

法について研究し、各節点間にデータができるだけ均等

に入るような節点配置を、データ分布から導く方法を考

案した。これにより、データが密集して分布する場合で

も、従来よりも小さい計算量で、高精度の形状推定を行

えるようになった。

地すべり解析のための基礎データとして、四国の 万分

の 地質図 図幅について凡例を整理し、データの統合を

行った。また次年度の地質図JIS規格の改訂に向け、大縮

尺地質図で用いられる現行の「存在確実度」と「位置正

確度」を定義した地質構造の凡例体系について再検討を

行い、課題を明らかにした。

国内産の大理石石材の地質学的な記載を行った。大理

石石材はこれまで地質学の研究対象として扱われること

は少なかったが、採掘を休止して久しい鉱山が多く、産

地及びその地質学的位置づけの特定が難しくなってきて

いる。主要な大理石石材をリストアップし、採掘地の現

地調査により採取した試料をもとに詳細な岩相を記載し、

大理石石材として扱われる石灰岩の特徴について炭酸塩

岩石学的な観点からとりまとめた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］情報地質、 次元解析、地質情報

［テーマ題目 ］リモートセンシングの研究（運営費交

付金）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］岩男 弘毅、浦井 稔、二宮 芳樹、

山本 浩万、小畑 建太、永谷 泉、

堂山 友己子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

衛星情報を用いた地質・資源・防災・環境等のための

研究開発を行った。地質・環境に関する研究としては、

ASTER を用いた Geoscience Map の作成とその結果を

基に風化、堆積と浸食の過程をモニタリングする手法に

ついてまとめ、国際誌に発表した。地質-防災に関した利

用研究としては、ASTER から作成した全球標高データ

(ASTER GDEM)を用いた G-Ever 火山災害予測支援シ

ステム新 GDEM(PNG 版)対応を試作した。これまでの
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［研究担当者］西岡 芳晴、巖谷 敏光、坂野 靖行、

長森 英明、内野 隆之、斎藤 眞、

森尻 理恵、宝田 晋治、内藤 一樹、

吉川 敏之、中川 充

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

万分の のシームレス地質図の改訂に必要な基礎的

な野外調査を行う。 万分の 日本シームレス地質図のシ

ステム開発を行うと共に、次世代型 万分の 日本シーム

レス地質図の編集作業を主導する。地質調査の際にデー

タをデジタルデータとして直接収集するシステムの開発

を行う。標準化の国際動向を把握して、シームレス地質

図や地質情報のアジア地域での共通化に関する研究を行

う。

本年度は、 万分の 日本シームレス地質図については、

iOS や Android にも対応した新 D 版及び地理院地図に

対応した新メインビューアを開発・公開し、全国一括の

Shapefile ダウンロードサービスを開始した。地質図

Navi については、TileJSON の取得サービス、地質図ラ

スタータイルの配信サービスを開始したほか、 年度

出版図幅等のデータを追加した。地層名検索データベー

スは対象データを着実に増やすとともに、さらに地質学

会等からの新規データの入力に適合させるためにデータ

ベース構造の見直しを行った。また凡例数 の次世代

型 万分の 日本シームレス地質図の全国のデータ校

正・調整作業を主導した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］シームレス地質図、統合、数値地質図、

標準化、データベース、JIS、地層名、

日本工業標準調査会

［テーマ題目 ］情報地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］中澤 努（情報地質研究グループ）

［研究担当者］中澤 努、尾崎 正紀、中野 司、

長 郁夫、川畑 大作、野々垣 進

（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、地層や地質試料から新たな地質情報

を抽出し、それらを高度化・統合化することによって、

新たな地質学的視点を創出する研究を行っている。

平成 年度は、新たに作成したGPGPUで動作するソ

フトウェアを用いて数値地形モデルから島嶼・山体の自

己重力場を計算し、それとブーゲー重力異常の関係を考

察した。また、SPring で開発した新しいX線CT装置用

の画像再構成ソフトウェアを作成し、それを用いた小惑

星探査船「はやぶさ」の回収試料や月のレゴリスの 次元

形状の解析により、地球以外の天体の「地質現象」を解

明した。

常時微動の研究では、微動H/Vスペクトルについて、

観測時間と統計誤差の関係を予測するために、数値シミ

ュレーションを基礎としてH/Vスペクトルの確率密度分

布を確認し、バイアスとばらつきを評価した。また微動

アレイデータに関しては、昨年度までに実施した理論研

究を活用し、関東地方の 地点及びそれとは別に茨

城・千葉県近郊の約 地点で微動アレイデータを取得し

た。さらには潮来市液状化地域の微動アレイデータを用

いて、液状化対策工事と浅部地盤の弾性波速度との関係

を検討した。

次元地質モデルの構築手法に関する研究として、不等

間隔に配置した節点に基づく双 次B－スプラインを用

いて、地層境界面の形状推定を行うアルゴリズムを構築

した。また、形状推定に用いるスプライン基底の定義方

法について研究し、各節点間にデータができるだけ均等

に入るような節点配置を、データ分布から導く方法を考

案した。これにより、データが密集して分布する場合で

も、従来よりも小さい計算量で、高精度の形状推定を行

えるようになった。

地すべり解析のための基礎データとして、四国の 万分

の 地質図 図幅について凡例を整理し、データの統合を

行った。また次年度の地質図JIS規格の改訂に向け、大縮

尺地質図で用いられる現行の「存在確実度」と「位置正

確度」を定義した地質構造の凡例体系について再検討を

行い、課題を明らかにした。

国内産の大理石石材の地質学的な記載を行った。大理

石石材はこれまで地質学の研究対象として扱われること

は少なかったが、採掘を休止して久しい鉱山が多く、産

地及びその地質学的位置づけの特定が難しくなってきて

いる。主要な大理石石材をリストアップし、採掘地の現

地調査により採取した試料をもとに詳細な岩相を記載し、

大理石石材として扱われる石灰岩の特徴について炭酸塩

岩石学的な観点からとりまとめた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］情報地質、 次元解析、地質情報

［テーマ題目 ］リモートセンシングの研究（運営費交

付金）

［研究代表者］岩男 弘毅

（リモートセンシング研究グループ）

［研究担当者］岩男 弘毅、浦井 稔、二宮 芳樹、

山本 浩万、小畑 建太、永谷 泉、

堂山 友己子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

衛星情報を用いた地質・資源・防災・環境等のための

研究開発を行った。地質・環境に関する研究としては、

ASTER を用いた Geoscience Map の作成とその結果を

基に風化、堆積と浸食の過程をモニタリングする手法に

ついてまとめ、国際誌に発表した。地質-防災に関した利

用研究としては、ASTER から作成した全球標高データ

(ASTER GDEM)を用いた G-Ever 火山災害予測支援シ

ステム新 GDEM(PNG 版)対応を試作した。これまでの

G-Ever は、特定の火山に対応していたが、今回の拡張

により、今後 ASTER GDEM が存在する任意の地点にお

ける火山災害予測が可能となる。防災・環境に関する利

用研究としては、同じく ASTER GDEM を用いた全球浸

水シミュレーションシステムの開発を行った。このシス

テムは GSJ で考案した標高データの高速処理技術を適

用し、クライアント処理により、オンデマンドで高速に

海面上昇をシミュレートして描画するシステムである。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ASTER、衛星、GDEM、G-Ever

［テーマ題目 ］海洋地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］片山 肇（海洋地質研究グループ）

［研究担当者］片山 肇、板木 拓也、井上 卓彦、

天野 敦子、佐藤 智之、西田 尚央

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

日本周辺海域の海洋地質情報を整備公開するとともに、

日本周辺海域の地質構造発達史、活断層評価、堆積作用、

古環境変動、海底火山や熱水活動等に伴う地質現象の解

明を目指している。今年度は以下のような成果を得た。

日本周辺海域の地質構造発達史に関する研究では、奄

美大島西方海域および房総半島沿岸海域の音波探査から、

これらの海域の層序や地質構造に関する解析を行った。

また、沿岸海域と陸域との連続性について検討を進めた。

さらに、沖縄トラフ東縁海域において海底鉱物資源ポテ

ンシャルに関わる地質構造探査を行った。堆積作用の研

究では、徳之島〜奄美大島東方海域の調査を行い表層堆

積物の分布を明らかにした。この海域の特徴として底層

流の影響が水深 m 付近にまで広く及んでいること

が明らかとなった。また、房総半島沿岸域において柱状

堆積物調査を行い、最終氷期以降の堆積作用変遷の解明

を進めた。古環境変動の研究では、沖縄周辺のコア試料、

日本海および東シナ海で採取されたボーリング試料およ

び表層堆積物試料を用い、微化石および元素組成の分析

結果などを基に海洋環境の変遷およびその原因となった

海水準変動や海流の変動との関係について検討した。ま

た、これまでに採取された試料の光ルミネッセンス年代

を測定し、年代データの高精度化および他の手法との整

合性の検討を行った。さらに、これまでの海洋調査で取

得された音波探査記録のデータベース化を進めた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋地質、日本周辺海域、海底地質構造、

海域活断層、堆積作用、古環境

 
［テーマ題目 ］地球変動史の研究（運営費交付金）

［研究代表者］渡辺 真人（地球変動史研究グループ）

［研究担当者］渡辺 真人、七山 太、小田 啓邦、

兼子 尚知、佐藤 雅彦（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

新生代統合高分解能タイムスケールの研究

微化石・古地磁気・火山灰層序および放射年代の年

代層序の精度と確度を向上させ、複数の年代層序を複

合して複合年代尺度の高精度化と標準化を行うことと

ともに、その地質学的研究への活用を図る。本年度は、

網走地域を中心とした北海道東部で採取した試料を分

析し、複合年代尺度に基づく北海道東部の新第三系年

代層序の改訂に着手した。

古地磁気変動と岩石磁気に関する研究

過去の地磁気変動の解明、特に、数千年～数十万年

の時間スケールを持つ古地磁気強度・方位の永年変動

および地球磁場逆転・地磁気エクスカーションの実態

解明を進めるとともに、これらの基礎となる磁気顕微

鏡に関する基礎技術開発、岩石磁気学研究及び、岩石

磁気手法の古環境研究への応用も行う。本年度は、マ

ンガンクラストを用いて SQUID 顕微鏡で地磁気縞模

様の同定に成功するとともに、川砂ジルコンを用いた

古地磁気強度復元の研究として丹沢ジルコンの予察的

な古地磁気強度測定を行った。

プレート運動に基づく日本列島の新生代テクトニク

スの研究

日本列島に沈み込む海洋プレートのうち、フィリピ

ン海プレートの過去 万年間の運動について、オイ

ラー極の移動と三重会合点の西向き移動速度を再計算

した。とくに、日本列島の第四紀の東西、オイラー極

の移動だけではなく回転角速度を徐々に増加させて計

算を行った。その結果、第四紀の圧縮応力場の増加を

再現することは可能となったが、北海道中軸部の東西

短縮地殻変動を再現することができず、他の可能性を

検討する必要性が明らかとなった。

堆積物の分析手法に関する基礎的研究

堆積物の採取方法、非破壊イメージング、粒度分析

等の基礎研究を目的とする。本年度はデジタル画像解

析式粒子径測定装置およびレーザー回折 散乱式粒子

径測定装置による砂泥や火山灰試料の分析手法に関す

る研究を行った。

地球物理探査の研究

海底地球物理マッピング技術の研究および有人・無

人潜水艇を用いた海底近傍物理探査の研究を行い、海

底構造探査の高分解能化をはかる。また、地中レーダ

ーや高分解能地層探査装置を用いた沿岸堆積物のイメ

ージング技術の開発と、その基礎となる堆積学的研究

を行う。本年度は、沖縄周辺海域の調査航海に参加し、

地球物理図作成のためのデータを取得し報告書を作成

するとともに、磁気異常データの解析に関する基礎的

なプログラム開発を行った。また、野付半島地域にお

いて沿岸域堆積物の調査を行った。

大型化石による古環境解析に関する研究

大型化石の記載分類学的研究に基づく古環境指標ポ
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テンシャルの評価と、化石炭酸塩骨格を対象とした同

位体測定による古海水温推定を通じて、過去の地球環

境のより高精度な復元を目指す。本年度は沖縄周辺海

域の調査航海に参加し、得られたコケムシ試料の分析

を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］複合年代層序、タイムスケール、テクト

ニクス、物理探査、地球物理マッピング、

古地磁気、岩石磁気、沿岸堆積物、地中

レーダー、粒度分析、大型化石、古環境

解析

［テーマ題目 ］海洋環境地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］鈴木 淳（海洋環境地質研究グループ）

［研究担当者］鈴木 淳、高橋 暁、長尾 正之、

田村 亨、山岡 香子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

人類活動により影響を受ける将来の環境を考えるため、

都市沿岸域の環境および地球環境について、環境変動幅

と変動要因を明らかにすべく、安定同位体比分析法およ

び光ルミネッセンス（OSL）年代測定法の高度化を進め

ると共に、海洋環境地質に関する研究を実施した。

海洋酸性化が炭酸塩殻生物に与える影響に関する研究

の一環として、サンゴ礁棲有孔虫殻の酸素・炭素同位体

比の分析を実施し、サンゴ礁棲有孔虫の石灰化機構に大

きく つのタイプがあること、そして、酸性化海水に対す

る耐性が異なることを明らかにした。また、高マグネシ

ム方解石殻の酸素同位体比が水温のよい指標となってい

ることを見出した。

砂質沿岸域の古環境復元に関する研究については、オ

ーストラリアや南米における海外調査のほか、国内数カ

所の沿岸域において野外調査を行い、また採取した試料

について OSL 年代測定を行うことにより、環境の詳細

な変遷を解明した。

海底鉱物資源の環境影響評価に係わる研究として、コ

バルトリッチクラストを対象にして、国際海底機構の定

める環境ガイドラインの適用を想定したベースライン情

報の収集に向け、生物地球化学及び海洋生態学的手法を

用いた基礎的な調査手法についての基礎調査を実施した。

この他、地質調査関連技術の高度化と普及を進めた。

沿岸観測手法として、音響反射強度から底質判別を行う

方法の高度化を進め、また、土壌を対象とした同位体を

用いた環境汚染評価手法の検討を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球温暖化、海洋酸性化、海面上昇、沿

岸、炭素循環、気候変動、古海洋学、サ

ンゴ礁、デルタ、酸素同位体比、土壌、

光ルミネッセンス年代測定法

［テーマ題目 ］資源テクトニクスの研究（運営費交付

金）

［研究代表者］下田 玄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］下田 玄、大熊 茂雄、針金 由美子、

佐藤 太一、後藤 孝介、田中 弓、

佐久間 仁美、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

海底鉱物資源探査指標の確立のため、高精度化学分析

に適した実験室環境の構築をしつつある。これにより、

海底熱水鉱床、マンガンクラスト、海底噴出熱水、海底

堆積物などの元素・同位体分析の為の環境を整え、海底

鉱物資源の形成プロセスに基づいた探査手法の開発に着

手し始めた。特に今年度は、安定同位体分析の高感度化

を重点的に行った。また、海底鉱物資源に関連する様々

な試料の元素分析や同位体分析を行い、地球化学的指標

の検討を引き続き行った。海底鉱物資源探査指標の確立

には、海底岩石中に、どのような種類の有用元素が分布

しているのかを解明することが求められる。なぜなら、

鉱床の成因や規模を特定することが期待できるからであ

る。これらの手法を陸域の塊状硫化物鉱床に適用して有

用性を検証すれば、海域の鉱化作用の分布と規模の評価

への応用が可能になると考えているので、画像解析に関

する研究も行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、テクトニクス、沖縄トラ

フ、フィリピン海プレート、地球化学、

岩石学

［テーマ題目 ］地球化学の研究（運営費交付金）

［研究代表者］岡井 貴司（地球化学研究グループ）

［研究担当者］岡井 貴司、金井 豊、御子柴 真澄、

太田 充恒、久保田 蘭（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

地殻における元素の地球化学的挙動解明の研究として、

炭酸塩中の元素の挙動と分析法の研究、放射性核種の地

球科学的挙動の研究、火成岩の地球化学的研究、鉱物・

土壌・堆積物等における微量元素の挙動及び存在形態解

析の研究を行った。

炭酸塩中の元素の挙動と分析法の研究では、サンゴ中

の Sr/Ca 比及び Mg/Ca 比を用いた環境変動の解明につ

いて、天然及び飼育サンゴを用いて検討するとともに、

ストロンチウム、マンガン含有量等による現世炭酸塩の

アラゴナイトからカルサイトへの続成変質の検討を行っ

た。放射性核種の地球科学的挙動の研究では、 年

月末から昨年度まで継続した産総研敷地内におけるエア

ロゾル試料の人工及び天然放射性核種の長期にわたる観

測結果を総括し、濃度変動の影響因子、特に再飛散につ

いての検討結果を報告した。また、ブラジルのカーボナ
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テンシャルの評価と、化石炭酸塩骨格を対象とした同

位体測定による古海水温推定を通じて、過去の地球環

境のより高精度な復元を目指す。本年度は沖縄周辺海

域の調査航海に参加し、得られたコケムシ試料の分析

を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］複合年代層序、タイムスケール、テクト

ニクス、物理探査、地球物理マッピング、

古地磁気、岩石磁気、沿岸堆積物、地中

レーダー、粒度分析、大型化石、古環境

解析

［テーマ題目 ］海洋環境地質の研究（運営費交付金）

［研究代表者］鈴木 淳（海洋環境地質研究グループ）

［研究担当者］鈴木 淳、高橋 暁、長尾 正之、

田村 亨、山岡 香子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

人類活動により影響を受ける将来の環境を考えるため、

都市沿岸域の環境および地球環境について、環境変動幅

と変動要因を明らかにすべく、安定同位体比分析法およ

び光ルミネッセンス（OSL）年代測定法の高度化を進め

ると共に、海洋環境地質に関する研究を実施した。

海洋酸性化が炭酸塩殻生物に与える影響に関する研究

の一環として、サンゴ礁棲有孔虫殻の酸素・炭素同位体

比の分析を実施し、サンゴ礁棲有孔虫の石灰化機構に大

きく つのタイプがあること、そして、酸性化海水に対す

る耐性が異なることを明らかにした。また、高マグネシ

ム方解石殻の酸素同位体比が水温のよい指標となってい

ることを見出した。

砂質沿岸域の古環境復元に関する研究については、オ

ーストラリアや南米における海外調査のほか、国内数カ

所の沿岸域において野外調査を行い、また採取した試料

について OSL 年代測定を行うことにより、環境の詳細

な変遷を解明した。

海底鉱物資源の環境影響評価に係わる研究として、コ

バルトリッチクラストを対象にして、国際海底機構の定

める環境ガイドラインの適用を想定したベースライン情

報の収集に向け、生物地球化学及び海洋生態学的手法を

用いた基礎的な調査手法についての基礎調査を実施した。

この他、地質調査関連技術の高度化と普及を進めた。

沿岸観測手法として、音響反射強度から底質判別を行う

方法の高度化を進め、また、土壌を対象とした同位体を

用いた環境汚染評価手法の検討を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球温暖化、海洋酸性化、海面上昇、沿

岸、炭素循環、気候変動、古海洋学、サ

ンゴ礁、デルタ、酸素同位体比、土壌、

光ルミネッセンス年代測定法

［テーマ題目 ］資源テクトニクスの研究（運営費交付

金）

［研究代表者］下田 玄

（資源テクトニクス研究グループ）

［研究担当者］下田 玄、大熊 茂雄、針金 由美子、

佐藤 太一、後藤 孝介、田中 弓、

佐久間 仁美、中塚 正

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

海底鉱物資源探査指標の確立のため、高精度化学分析

に適した実験室環境の構築をしつつある。これにより、

海底熱水鉱床、マンガンクラスト、海底噴出熱水、海底

堆積物などの元素・同位体分析の為の環境を整え、海底

鉱物資源の形成プロセスに基づいた探査手法の開発に着

手し始めた。特に今年度は、安定同位体分析の高感度化

を重点的に行った。また、海底鉱物資源に関連する様々

な試料の元素分析や同位体分析を行い、地球化学的指標

の検討を引き続き行った。海底鉱物資源探査指標の確立

には、海底岩石中に、どのような種類の有用元素が分布

しているのかを解明することが求められる。なぜなら、

鉱床の成因や規模を特定することが期待できるからであ

る。これらの手法を陸域の塊状硫化物鉱床に適用して有

用性を検証すれば、海域の鉱化作用の分布と規模の評価

への応用が可能になると考えているので、画像解析に関

する研究も行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、テクトニクス、沖縄トラ

フ、フィリピン海プレート、地球化学、

岩石学

［テーマ題目 ］地球化学の研究（運営費交付金）

［研究代表者］岡井 貴司（地球化学研究グループ）

［研究担当者］岡井 貴司、金井 豊、御子柴 真澄、

太田 充恒、久保田 蘭（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

地殻における元素の地球化学的挙動解明の研究として、

炭酸塩中の元素の挙動と分析法の研究、放射性核種の地

球科学的挙動の研究、火成岩の地球化学的研究、鉱物・

土壌・堆積物等における微量元素の挙動及び存在形態解

析の研究を行った。

炭酸塩中の元素の挙動と分析法の研究では、サンゴ中

の Sr/Ca 比及び Mg/Ca 比を用いた環境変動の解明につ

いて、天然及び飼育サンゴを用いて検討するとともに、

ストロンチウム、マンガン含有量等による現世炭酸塩の

アラゴナイトからカルサイトへの続成変質の検討を行っ

た。放射性核種の地球科学的挙動の研究では、 年

月末から昨年度まで継続した産総研敷地内におけるエア

ロゾル試料の人工及び天然放射性核種の長期にわたる観

測結果を総括し、濃度変動の影響因子、特に再飛散につ

いての検討結果を報告した。また、ブラジルのカーボナ

タイト鉱床における風化土壌中のウランの定量分析法に

ついて検討し、岩石中のウラン分析に用いる水酸化カリ

ウム融解法が、風化カーボナタイトの分解に適用可能で

あることを報告するとともに、サリトレ鉱床における風

化カーボナイト試料中のウランについて、風化過程での

ウランの挙動を解明した。放射性核種を用いた堆積速度

の算出については、算出法と算出法毎に仮定された堆積

モデルについて検討し、堆積状況に応じた適用が望まし

いことを報告した。火成岩の地球化学的研究では、東北

地方南部及び北関東地域の代表的な基盤岩及び河川堆積

物について化学分析を行い地球化学的特徴について取り

まとめた。また東日本地域における深成岩の調査と主・

微量成分分析を行い、深成岩の地球化学データ・岩石学

的データをとりまとめるとともに、蛍光 X 線分析による

分析法のとりまとめを行った。鉱物・土壌・堆積物等に

おける微量元素の挙動及び存在形態解析の研究では、堆

積物中の元素存在形態の長期安定性評価のために、X 線

吸収分光法及び国際的に規定された逐次溶解法である

BCR 法用いて前処理及び保管条件による違いの検討を

行い、銅及び亜鉛の X 線吸収分光法で、乾燥条件による

スペクトルの違いが見られる等、条件による有意な測定

結果を得た。また、瀬戸内海～土佐沖の表層堆積物中の

元素の挙動について陸域からの影響も含めて検討して取

りまとめるとともに、秋吉台、豊田市、松山市周辺のス

トロンチウム同位体分布について取りまとめた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球化学、土壌、堆積物、炭酸塩、放射

性核種、火成岩、存在形態

［テーマ題目 ］地球物理の研究（運営費交付金）

［研究代表者］名和 一成（地球物理研究グループ）

［研究担当者］名和 一成、伊藤 忍、山口 和雄、

大滝 壽樹、大谷 竜、住田 達哉、

宮川 歩夢、村田 泰章、横倉 隆伸、

木下 佐和子、駒澤 正夫、稲崎 富士

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

重力、地震波、変位、歪、物性など様々な地球物理学

的データを活用し、地球内部の構造・現象を解明する研

究を進めている。従来から実施している探査手法を駆使

する他、新規の機器導入や各種物理探査手法の融合等に

取り組んでいる。現在の地球の姿の解明に留まらず、過

去から未来への変動予測に関わる研究にも取り組んでい

る。

地震学的研究において、平成 年度に本格運用を開始

した可搬型バイブレーター震源を会津地域の地下構造調

査に適用した。独立型地震探査システムの本格運用を開

始し、大分平野と石垣島の地下構造調査に適用した。地

下浅部 S 波速度構造について検討を進めるとともに、多

点高密度の十字型反射法測線に記録された 年宮城県

北部地震の余震記録の解析から震源下の高速度層の傾斜

構造を求めた。高圧物性研究においては、NaCl の状態

方程式に関する研究を進展させた。重力研究において、

岐阜県の超伝導重力計観測点で絶対重力測定を共同利用

の一環として 年ぶりに実施した。北海道苫小牧市の

CCS 実証サイトで連続観測中の超伝導重力計から周辺

海域の海面振動に伴う重力変化を検出した。また、東北

大学が進める仙台平野南部の重力探査に協力した。さら

に、重力データの環境補正のための灌漑による地下水の

影響評価手法の検討し、重力異常データを使った密度異

常岩体の検出を試みた。変動予測に関連して、断層活動

性評価手法の適用性の検討を行い、その結果に基づく東

北から近畿地方の断層活動場の時間発展について明らか

にした。同手法を海溝型地震発生域の断層へ適用するた

めに、数値シミュレーションを行った。また、地球科学

情報の不確実性について、特にベイズ理論を用いた評価

手法に関する理論的背景と先行研究の包括的レビューを

実施し、地球科学情報等への適用可能性および問題点に

ついて課題を整理した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球物理、地殻構造、地球ダイナミクス、

地球科学情報、重力探査、重力モニタリ

ング、地震探査、地震波解析、高圧物性

［テーマ題目 ］地球化学標準試料 ISO（地質分野特定

事業費）（成果普及品自己財源）

［研究代表者］岡井 貴司（地球化学研究グループ）

［研究担当者］岡井 貴司、今井 登、金井 豊、

御子柴 真澄、太田 充恒、久保田 蘭、

立花 好子（常勤職員5名、他2名）

［研 究 内 容］

地質試料は多種・多様な成分で構成され、化学分析の

際には各成分が互いに影響しあうため、正確な分析を行

うためには、目的とする試料と主要な化学組成が良く似

た、目的成分の濃度が決められている標準試料が必要不

可欠である。地質情報研究部門は化学分析用岩石標準試

料の国内唯一の発行機関として、 年以来 年以上に

わたって地質関連試料の標準試料を作製し、世界各国の

研究機関との共同研究により、化学組成や同位体組成、

年代値の信頼性の高いデータを定め公表してきた。この

標準試料は世界中で活用されており、分析精度を高める

標準として世界的に大きな貢献をしている。しかしなが

ら、近年の国際化の動きの中で、標準物質は国際的な標

準である ISO のガイドラインに対応することが必要と

されるようになってきたため、当部門発行の岩石標準試

料についても、NITE 認定センターより、ISO に対応し

た標準物質生産者としての認定（ASNITE 認定）を取得

し、ISO の規定に則った認証標準物質（地球化学標準物

質）とした。

本年度は、昨年度で都市ガスの使用が終了したため、
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まず、都市ガスを使用しない精密分析法の検討を行った。

岩石中の最大の主成分である二酸化ケイ素の精密分析に

ついて、都市ガスを用いたメッケルバーナーの代わりに、

カートリッジボンベ式のブンゼンバーナー及び電気炉を

使うことで、従来と同等の精度で分析できることを確認

した。この確認した方法等を用いて昨年度作製した花崗

岩標準試料 JG- a について初期分析を行うとともに、均

質性の確認及び共同分析を行った。初期分析の結果は、

既存の JG- 試料と比べ、二酸化ケイ素含有量は若干少な

めで、その他の主成分含有量は、ほぼ同等か若干多めで

あった。均質性の確認は、主要な 成分について、試料作

製時に つに分割した各スプリットからランダムに各 本

ずつ抜き取り、計 本を用いて行った。また、スプリッ

ト については同一スプリット内から 本を抜き取り、ス

プリット内での不均質を確認するとともに、特定の瓶に

ついて瓶の上部から 分割し、瓶内の不均質を確認した。

共同分析は、外部 機関及び地球化学研究グループの計

機関で、主成分（ 成分）について行う予定であったが、

外部 機関については分析が来年度になったため、仮認証

値の設定は 機関分のデータがそろう来年度とした。

標準試料の各種情報はデータベースとしてインターネ

ット上で公開しており、認証書の見本や、これまでに報

告された各試料および成分毎の個別の分析データ等を見

ることができる。今年度はデータ検索時の元素表示を改

善し、より検索しやすいように改修した。

標準物質生産者としての ISO 認定の維持に必要な各

種文書やデータ類の管理においては、マニュアル・記録

類の維持・管理を行うとともに、文書の改善を行い、

NITE 認定センターによる認定継続のための定期検査を

受審し、認定の継続を認められた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］国際標準、標準物質、地球化学、岩石、

土壌、化学組成

［テーマ題目 ］アジアの海岸沿岸域における基礎地質

情報と環境保全に関する研究（運営費交

付金）

［研究代表者］齋藤 文紀（地質情報研究部門）

［研究担当者］齋藤 文紀（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

アジアの海岸沿岸域における基礎地質情報と環境保全

に資するため、中国地質調査局青島海洋研究所、華東師

範大学、アンドラ大学等と共同研究を行った。青島海洋

研究所との共同研究では、黄河河口周辺海域の渤海から

採取した堆積物柱状試料を分析し、河道変遷による河口

位置の変化が堆積物試料に記録されていることを示した。

インド半島東部のゴダバリデルタについては、採取した

ボーリング試料の解析から完新世における海水準変動、

古地理変遷と土砂堆積量の変遷を明らかにした。華東師

範大学との共同研究では、長江デルタの過去 千年間の堆

積量の変化をとりまとめて国際学術誌に投稿した。日本

周辺の研究では、日本の沿岸地質に関してその概要をと

りまとめて、ロンドン地質学会からの出版物「日本の地

質」で報告した。また日本における第四紀研究の論文

本を編集責任者としてとりまとめて国際学術誌の特集号

で出版した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アジア、デルタ、沿岸、平野、地球環境
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まず、都市ガスを使用しない精密分析法の検討を行った。

岩石中の最大の主成分である二酸化ケイ素の精密分析に

ついて、都市ガスを用いたメッケルバーナーの代わりに、

カートリッジボンベ式のブンゼンバーナー及び電気炉を

使うことで、従来と同等の精度で分析できることを確認

した。この確認した方法等を用いて昨年度作製した花崗

岩標準試料 JG- a について初期分析を行うとともに、均

質性の確認及び共同分析を行った。初期分析の結果は、

既存の JG- 試料と比べ、二酸化ケイ素含有量は若干少な

めで、その他の主成分含有量は、ほぼ同等か若干多めで

あった。均質性の確認は、主要な 成分について、試料作

製時に つに分割した各スプリットからランダムに各 本

ずつ抜き取り、計 本を用いて行った。また、スプリッ

ト については同一スプリット内から 本を抜き取り、ス

プリット内での不均質を確認するとともに、特定の瓶に

ついて瓶の上部から 分割し、瓶内の不均質を確認した。

共同分析は、外部 機関及び地球化学研究グループの計

機関で、主成分（ 成分）について行う予定であったが、

外部 機関については分析が来年度になったため、仮認証

値の設定は 機関分のデータがそろう来年度とした。

標準試料の各種情報はデータベースとしてインターネ

ット上で公開しており、認証書の見本や、これまでに報

告された各試料および成分毎の個別の分析データ等を見

ることができる。今年度はデータ検索時の元素表示を改

善し、より検索しやすいように改修した。

標準物質生産者としての ISO 認定の維持に必要な各

種文書やデータ類の管理においては、マニュアル・記録

類の維持・管理を行うとともに、文書の改善を行い、

NITE 認定センターによる認定継続のための定期検査を

受審し、認定の継続を認められた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］国際標準、標準物質、地球化学、岩石、

土壌、化学組成

［テーマ題目 ］アジアの海岸沿岸域における基礎地質

情報と環境保全に関する研究（運営費交

付金）

［研究代表者］齋藤 文紀（地質情報研究部門）

［研究担当者］齋藤 文紀（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

アジアの海岸沿岸域における基礎地質情報と環境保全

に資するため、中国地質調査局青島海洋研究所、華東師

範大学、アンドラ大学等と共同研究を行った。青島海洋

研究所との共同研究では、黄河河口周辺海域の渤海から

採取した堆積物柱状試料を分析し、河道変遷による河口

位置の変化が堆積物試料に記録されていることを示した。

インド半島東部のゴダバリデルタについては、採取した

ボーリング試料の解析から完新世における海水準変動、

古地理変遷と土砂堆積量の変遷を明らかにした。華東師

範大学との共同研究では、長江デルタの過去 千年間の堆

積量の変化をとりまとめて国際学術誌に投稿した。日本

周辺の研究では、日本の沿岸地質に関してその概要をと

りまとめて、ロンドン地質学会からの出版物「日本の地

質」で報告した。また日本における第四紀研究の論文

本を編集責任者としてとりまとめて国際学術誌の特集号

で出版した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アジア、デルタ、沿岸、平野、地球環境

外部資金による研究

ハイパースペクトルセンサーの校正・データ処理等

に係る研究開発

ハイパースペクトルセンサー・データの高度利用等

に係る研究開発

生態系ネットワーク修復による持続的な沿岸漁業生

産技術の開発

平成 年度延伸大陸棚等資源開発促進事業に係る海

洋地質サンプリング調査研究

平成 年度深海底資源基礎調査に係るコバルトリッ

チクラスト鉱区における環境調査既存データの取り

まとめ

平成 年度国際共同研究事業 多国間国際研究協力

事業（DELTAS： Catalyzing action towards 
sustainability of deltaic systems with an 
integrated modeling framework for risk 
assessment）
海洋資源の成因に関する科学的研究

南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト

 Exp 中新世以降のアジアモンスーンに対する日

本海の応答

SQUID 顕微鏡による惑星古磁場の先端的研究の開

拓

オフィオライト海洋地殻を用いた熱水変質に伴う元

素移動モデルの確立

温帯性サンゴ骨格から検証する日本周辺の地球環境

変動

強制海退によって規定されたバリアースピットの堆

積様式の解明

砂丘堆積物を用いた中世以降の東アジア冬季モンス

ーン変動の検出

砕屑岩岩石学から復元する黒瀬川帯ペルム紀島弧の

進化過程

重力・地震波の同時観測によるスロースリップ発生

域の浅層地下水モニタリング

世界規模の気候変動と地域的な構造運動に関連した

日本海の海洋循環の成立と進化

川砂ジルコンを用いた新手法による過去 億年間の

古地磁気強度記録の復元

前期ペルム紀巨大オンコイドの形成とパンサラッサ

スーパープルームの影響に関する研究

第三紀泥岩の分類：分光測色による「色層序学」の構

築

地質アナログ模型の開発と地学教育における活用と

検証

放散虫群集にもとづく黒潮海域の鉛直水塊構造の復

元

「弥生の小海退」の確証による沖積低地における河川

地形の発達過程の解明

同位体から制約する核－マントルの共進化

核－マントルの地震・電磁気観測

海洋酸性化の沿岸生物と生態系への影響評価実験

完新世における東アジア水循環変動とグローバルモ

ンスーン

西部北極海の海氷減少と海洋渦が生物ポンプに与え

る影響評価

マルチビーム測深技術を用いた浅海底地形学の開拓

と防災・環境科学への応用

水月湖と日本海の精密対比：ダンスガード・オシュ

ガーイベントの原因論をめざして

複数核種と複数原理に基づく宇宙線年代決定法の新

展開

水環境モニタリングからみる紅河流域都市の変容と

持続可能性－ハノイを中心として－

日本内湾の堆積物を用いた高時間解像度の環境復元

と人間社会への影響評価

地球史海洋底断面復元プロジェクト：太古代から原

生代への環境大変動解明

ターミナル海盆の堆積記録を用いた南海トラフの地

震発生履歴の高精度化

国内古生物標本ネットワークの構築とキュレーティ

ング支援方法の確立

アラスカ湾堆積物から探る北米氷床の消長と海洋環

境動態

パレオテチス収束域における島弧－縁海系の発達・

崩壊過程に関する地質学的検証

沈降域の沖積層を用いた最終氷期最盛期以降の海水

準変動復元

深海における地磁気異常が明らかにする古地磁気変

動

中央海嶺下マントルの再考：マントルの均質／不均

質化と海洋プレートの物質科学的実体

生物源マグネタイトの役割の解明による古地磁気・

岩石磁気研究の刷新

タイ国産腕足動物化石の炭素・酸素同位体組成を用

いた石炭紀～ペルム紀の古環境復元

南鳥島 EEZ に眠るマンガンノジュールとレアアー

ス泥の成因と資源ポテンシャル

現代リスク社会の変容における公共政策の役割：公

共政策と「不確実性」

信頼度を含む高分解能地質情報を発信するための

Web-GIS 次元地質モデラーの開発

低圧変成帯の温度圧力構造と島弧地殻のダイナミク

スの解明

有孔虫安定同位体組成のバラツキを活かす：海洋底

層環境指標の時空間評価へ向けた試み

東海地震に関する防災政策の経済的インパクトの研

究
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ハイパースペクトルセンサーの校正・データ処理等

に係る研究開発

［研究代表者］土田 聡（地質情報研究部門）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地球観測の中で高波長分解能を有するハイパースペク

トルセンサーは、高波長分解能のデータを取得することが

できるため従来センサーに比較し、より詳細な対象物の性

質分析が期待される。このハイパースペクトルセンサーを

活用するためにはデータ処理技術の開発が不可欠である。

このため、当部門では、ハイパースペクトルセンサー及び

マルチスペクトルセンサーで取得されるデータの処理ア

ルゴリズム、特に大気補正プロダクトに係る作成処理技術

の研究開発を実施した。

ハイパースペクトルセンサーのテストデータとして

EO- 搭載 Hyperion を、マルチスペクトルセンサーとし

ては LANDSAT 号搭載 OLI を対象に、開発した暗画素

法に基づく大気補正、地形効果補正をテストサーバに実装

した。マルチスペクトル（OLI）用では、OLI バンド デ

ータと標高データを用い MODTRAN によりエアロゾル

量を推定、その上で各種大気補正用パラメータを標高ごと

に得られるように設定、大気補正と同時に地形効果補正も

実施できるものとした。Hyperion も、ほぼ同一の処理手

順となるが、エアロゾル量推定において、波長方向に重み

付き積分した疑似的な OLI バンド データ作成してから

処理を実施する点が異なった。また、これら処理を操作す

る（大気補正プロダクト作成の）ための web ポータル（プ

ロトタイプ）を構築、さらに、その上で産総研が過去同期

観測を行った地上観測値を基に、他の大気補正アルゴリズ

ムとの比較を実施、開発したアルゴリズムの検証を行った。 
［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］衛星画像、画像補正、ハイパースペクトル

センサー

ハイパースペクトルセンサー・データの高度利用等

に係る研究開発

［研究代表者］土田 聡（地質情報研究部門）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地球観測の中で高波長分解能を有するハイパースペク

トルセンサーは、高波長分解能のデータを取得することが

できるため従来センサーに比較し、より詳細な対象物の性

質分析が期待される。経済産業省が現在開発中の ISS 搭

載センサーは、ハイパースペクトルセンサーであり（以下、

ISS ハイパー）、これを活用するためには、校正・検証の

技術開発が不可欠である。当部門では、代替校正、相互校

正、校正アーカイブシステムの開発を実施した。

代替校正については、ISS ハイパー用に代替校正情報の

仕様・設計の改良・改善を実施、また、野外利用反射板を

高精度化する校正機器の改良・改善も実施した上で、代替

校正野外実験（ISS 搭載としたことによって生じる課題を

明確化、新たな観測手法提案）を進めた。相互校正につい

ては、ISS ハイパーと同じく ISS に搭載予定の類似セン

サー（DESIS（独）および CLARREO（米））との相互校

正を想定、センサー間のバンド中心波長や半値幅のずれに

起因する大気上端放射輝度の系統誤差（波長依存性）の評

価を行った。校正アーカイブシステムについてはシステム

設計および開発環境の整備を進めた。各機能に必要な入出

力インターフェース仕様を検討・提案、格納されたサンプ

ルデータの内容とフォーマットを確認、ラジオメトリック

DB の仕様にもとづきスマイル補正後の波長並びに対応

する太陽照度モデル値とスマイル補正開始位置のサンプ

ルデータを準備した。また、ラジオメトリック DB 操作の

ためのコマンド（作成用、データ入力用、値表示用、ファ

イル評価用）を試作した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］衛星画像、校正・検証、ハイパースペク

トルセンサー、ISS 

生態系ネットワーク修復による持続的な沿岸漁業生

産技術の開発

［研究代表者］首藤 宏幸（瀬戸内海区水産研究所）

［研究担当者］高橋 暁、長尾 正之、安永 恵三子、

吉永 弓子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

瀬戸内海において漁獲量が激減しているアサリの資源

量回復を目的に、その原因であると考えられるアサリ生態

系ネットワークの分断箇所の特定を目指す。このために、

広島湾と松永湾を対象海域として、浮遊幼生分布調査や流

況調査、数値モデルによるアサリ浮遊幼生の移流･拡散実

験を行い、これらの結果の相互対比による総合的な解析を

行う。

昨年度までに、広島湾においては春季と秋季で浮遊幼生

の輸送過程に違いがあること、近年では春の幼生発生が秋

に比べ非常に少なくなっていること等が明らかとなり、こ

のことがアサリの生息域が広島湾の北部海域に限定され

るようになった原因ではないかと類推されるまでに至っ

ている。

今年度は、松永湾の潮汐・風・海面熱収支・河川流入を

考慮した流動モデルを作成し、同湾の潮流・吹送流・密度

流を精度良く再現することに成功した。また、このモデル

を用いてアサリ浮遊幼生に見立てた粒子の移流拡散数値

実験を行った結果、松永湾は周辺海域の幼生供給地である

こと、湾内に建設された堤防が幼生の湾内における輸送特

性に大きな影響を与えたこと等が明らかとなった。

［領 域 名］地質調査総合センター
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ハイパースペクトルセンサーの校正・データ処理等

に係る研究開発

［研究代表者］土田 聡（地質情報研究部門）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地球観測の中で高波長分解能を有するハイパースペク

トルセンサーは、高波長分解能のデータを取得することが

できるため従来センサーに比較し、より詳細な対象物の性

質分析が期待される。このハイパースペクトルセンサーを

活用するためにはデータ処理技術の開発が不可欠である。

このため、当部門では、ハイパースペクトルセンサー及び

マルチスペクトルセンサーで取得されるデータの処理ア

ルゴリズム、特に大気補正プロダクトに係る作成処理技術

の研究開発を実施した。

ハイパースペクトルセンサーのテストデータとして

EO- 搭載 Hyperion を、マルチスペクトルセンサーとし

ては LANDSAT 号搭載 OLI を対象に、開発した暗画素

法に基づく大気補正、地形効果補正をテストサーバに実装

した。マルチスペクトル（OLI）用では、OLI バンド デ

ータと標高データを用い MODTRAN によりエアロゾル

量を推定、その上で各種大気補正用パラメータを標高ごと

に得られるように設定、大気補正と同時に地形効果補正も

実施できるものとした。Hyperion も、ほぼ同一の処理手

順となるが、エアロゾル量推定において、波長方向に重み

付き積分した疑似的な OLI バンド データ作成してから

処理を実施する点が異なった。また、これら処理を操作す

る（大気補正プロダクト作成の）ための web ポータル（プ

ロトタイプ）を構築、さらに、その上で産総研が過去同期

観測を行った地上観測値を基に、他の大気補正アルゴリズ

ムとの比較を実施、開発したアルゴリズムの検証を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］衛星画像、画像補正、ハイパースペクトル

センサー

ハイパースペクトルセンサー・データの高度利用等

に係る研究開発

［研究代表者］土田 聡（地質情報研究部門）

［研究担当者］土田 聡、岩男 弘毅、山本 浩万、

小畑 建太、永谷 泉、堂山 友己子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

地球観測の中で高波長分解能を有するハイパースペク

トルセンサーは、高波長分解能のデータを取得することが

できるため従来センサーに比較し、より詳細な対象物の性

質分析が期待される。経済産業省が現在開発中の ISS 搭

載センサーは、ハイパースペクトルセンサーであり（以下、

ISS ハイパー）、これを活用するためには、校正・検証の

技術開発が不可欠である。当部門では、代替校正、相互校

正、校正アーカイブシステムの開発を実施した。

代替校正については、ISS ハイパー用に代替校正情報の

仕様・設計の改良・改善を実施、また、野外利用反射板を

高精度化する校正機器の改良・改善も実施した上で、代替

校正野外実験（ISS 搭載としたことによって生じる課題を

明確化、新たな観測手法提案）を進めた。相互校正につい

ては、ISS ハイパーと同じく ISS に搭載予定の類似セン

サー（DESIS（独）および CLARREO（米））との相互校

正を想定、センサー間のバンド中心波長や半値幅のずれに

起因する大気上端放射輝度の系統誤差（波長依存性）の評

価を行った。校正アーカイブシステムについてはシステム

設計および開発環境の整備を進めた。各機能に必要な入出

力インターフェース仕様を検討・提案、格納されたサンプ

ルデータの内容とフォーマットを確認、ラジオメトリック

DB の仕様にもとづきスマイル補正後の波長並びに対応

する太陽照度モデル値とスマイル補正開始位置のサンプ

ルデータを準備した。また、ラジオメトリック DB 操作の

ためのコマンド（作成用、データ入力用、値表示用、ファ

イル評価用）を試作した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］衛星画像、校正・検証、ハイパースペク

トルセンサー、ISS

生態系ネットワーク修復による持続的な沿岸漁業生

産技術の開発

［研究代表者］首藤 宏幸（瀬戸内海区水産研究所）

［研究担当者］高橋 暁、長尾 正之、安永 恵三子、

吉永 弓子（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

瀬戸内海において漁獲量が激減しているアサリの資源

量回復を目的に、その原因であると考えられるアサリ生態

系ネットワークの分断箇所の特定を目指す。このために、

広島湾と松永湾を対象海域として、浮遊幼生分布調査や流

況調査、数値モデルによるアサリ浮遊幼生の移流･拡散実

験を行い、これらの結果の相互対比による総合的な解析を

行う。

昨年度までに、広島湾においては春季と秋季で浮遊幼生

の輸送過程に違いがあること、近年では春の幼生発生が秋

に比べ非常に少なくなっていること等が明らかとなり、こ

のことがアサリの生息域が広島湾の北部海域に限定され

るようになった原因ではないかと類推されるまでに至っ

ている。

今年度は、松永湾の潮汐・風・海面熱収支・河川流入を

考慮した流動モデルを作成し、同湾の潮流・吹送流・密度

流を精度良く再現することに成功した。また、このモデル

を用いてアサリ浮遊幼生に見立てた粒子の移流拡散数値

実験を行った結果、松永湾は周辺海域の幼生供給地である

こと、湾内に建設された堤防が幼生の湾内における輸送特

性に大きな影響を与えたこと等が明らかとなった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アサリ、浮遊幼生、生態系ネットワーク、

移流･拡散数値モデル実験 

4.4 平成26年度延伸大陸棚等資源開発促進事業に係る海 

洋地質サンプリング調査研究 

［研究代表者］下田 玄（地質情報研究部門） 

［研究担当者］下田 玄、針金 由美子、佐藤 太一、

後藤 孝介、片山 肇、井上 卓彦、

佐藤 智之、山崎 徹、池原 研、

石塚 治（活断層・火山研究部門）、

田中 弓、山邉 希世

（常勤職員10名、他2名）

［研 究 内 容］

我が国の排他的経済水域及び延伸大陸棚海域において、

海底鉱物資源の賦存が期待できる有望海域を抽出するこ

とを目的に調査を実施した。我が国周辺海域で海底鉱床の

存在が期待できる海域は、プレートテクトニクスの観点か

ら3海域に限定される。すなわち、活動的な島弧である琉

球弧（沖縄海域）と伊豆－小笠原弧（伊豆海域）及び、非

活動的島弧である九州－パラオ海嶺（四国海盆海域）であ

る。本研究では、昨年度実施された受託研究の結果を考慮

に入れながら、上記の3海域から調査に最適なエリアを選

定し、それらについて海洋地質調査・物理探査を行った。

各エリアの調査目的は、これまでの成果を踏まえて適切に

設定した。すなわち、沖縄海域では熱水活動域の地球物理

学的指標開発を目的として調査を行った。伊豆海域では新

たな熱水活動域の発見を目指して地質学的調査を実施し

た。さらに、四国海盆海域では、今後の延伸大陸棚におけ

る海底鉱物資源の広域ポテンシャル調査に不可欠な基礎

データを取得するための調査を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底鉱物資源、海洋地質学、テクトニクス、

沖縄トラフ、フィリピン海プレート、地球

化学、岩石学

4.5 平成27年度深海底資源基礎調査に係るコバルトリッ

チクラスト鉱区における環境調査既存データの取り 

まとめ 

［研究代表者］田中 裕一郎（地質情報研究部門） 

［研究担当者］田中 裕一郎、鈴木 淳、高橋 暁、 

長尾 正之、山岡 香子、西村 昭、 

臼井 朗、高杉 由夫、岩崎 望、 

井口 亮、鈴村 昌弘（環境管理研究部門）、

塚崎 あゆみ（環境管理研究部門）、   

鶴島 修夫（環境管理研究部門）、 

山田 奈海葉（環境管理研究部門） 

（常勤職員9名、他5名）

［研 究 内 容］ 

 独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構は、経済

産業省の委託を受けて、日本周辺海域の経済水域（EEZ）

及びその周辺の公海域においてコバルトリッチクラスト

に係る資源量調査、環境調査及び生産技術調査の検討を実

施している。また、2014年1月には、国際海底機構（ISA）

とコバルトリッチクラストが賦存する公海域の複数の海

山を鉱区とする契約を締結し、今後は鉱区内における資源

探査を重点的に行う方針である。コバルトリッチクラスト

は、数 cm から数十 cm のアスファルト状のマンガン酸化

物が岩石を被覆する産状を呈して分布しており、現状では

このような産状の鉱石を安全かつ環境に配慮しつつ採掘

する技術は、世界的にもまだ確立されていないため、将来

的な商業採鉱に向けて、採鉱活動が海洋生態系に与える影

響を予測・評価することが必要である。そのためには、当

該海域において環境ベースライン調査を実施し、基礎的な

環境情報を得る必要がある。平成27年度事業では、平成28

年度以降にコバルトリッチクラストの契約鉱区において、

実施が予定されている環境ベースライン調査に向け、鉱区

契約前に実施した調査結果を整理し、既存文献等から、鉱

区内で今後実施すべき調査内容と取得すべき試料項目を

検討し、今後、中長期的な視点での調査計画策定に向けた

検討材料を収集した。

［領 域 名］地質調査総合センター、エネルギー環境領

域

［キーワード］ コバルトリッチクラスト、国際海底機構、

環境影響評価

4.6 平成27年度国際共同研究事業 多国間国際研究協力 

事業（DELTAS: Catalyzing action towards 
sustainability of deltaic systems with an integrated 
modeling framework for risk assessment）

［研究代表者］齋藤 文紀（地質情報研究部門） 

［研究担当者］齋藤 文紀、田中 明子（活断層・火山研

究部門）、田村 亨、金井 豊、 

上原 克人（九州大学）、堀 和明（名古

屋大学）（常勤職員4名、他2名）

［研 究 内 容］

河川から運ばれた土砂によって河口域に形成されるデ

ルタ（三角州）は、地形的に低平であること、生物生産が

高く、豊かな生物多様性を示し、多くの水路網やダイナミ

ックに変化する海岸線によって特徴付けられる。デルタは、

居住としての場に加えて多くの国々において農業や工業

の中心となっており、国内総生産の多くを占めることから

戦略的にも重要な地帯となっている。しかしながら現在世

界の多くのデルタで地球環境の変化や人間活動の影響に

応答して、デルタは自然機能が劣化し、脆弱性が増大する

傾向にあり、今後更に状況が悪化することが懸念されてい

る。本来デルタは、自然の機能によって自然災害などに対

して復元力をもち応答してきたが、近年急速に増大する人

間活動によって、脆弱な環境へと変化してきている。将来

に向けて持続的なデルタの利活用、デルタとの共生を行う

ためにはどうすれば良いか。世界のデルタの脆弱性を評価
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し、デルタの復元力を活用したデルタの管理と意思決定を

支援するツールの開発が緊急に必要とされている。本研究

の目的は、以上のようなデルタにおける沿岸環境変化を背

景に、個々のデルタに関して特徴的な機能や決定的な要因

の更なる理解と、脆弱性を定量的に評価するための地域レ

ベルで活用できる多様なモデリング構成を構築すること

にある。国際プロジェクトである本研究の中で日本チーム

は、メコン河デルタを主対象に地球科学的・自然地理学的

な手法によりデルタの特性や自然機能を明らかにするこ

と、モデル構築に必要な基礎データの確定や取得方法の確

立を目的とする。平成27年度は、メコンデルタのベトナム

における河道の堆積物を対象に、5月に乾季において河床

堆積物の調査を実施し、10月の雨季に CTD を用いてコッ

チン河において堆積物と塩分と水温の現地調査を実施し

た。この結果、平成26年度の成果と合わせて乾季における

デルタ全域の堆積物分布が明らかになるとともに、雨季に

おいては河口近くまで淡水によって占められ、河口から約

100km までは淡水環境で潮汐堆積物が堆積していること

が明らかになった。これらの成果は、12月にサンフランシ

スコで開催された米国地球物理学連合2015年秋季大会、国

際潮汐堆積物会議、第19回国際第四紀学連合大会などで発

表した。 

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］持続的成長、メコンデルタ、人間活動、デ

ルタ

4.7 海洋資源の成因に関する科学的研究

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、山崎 徹、下田 玄、

針金 由美子、後藤 孝介、石塚 治（活

断層・火山研究部門）、佐藤 太一、

井上 卓彦、片山 肇、板木 拓也、

佐藤 智之、天野 敦子、西田 尚央、

小森 省吾（地圏資源環境研究部門）

（常勤職員14名）

［研 究 内 容］

 本研究では、海底熱水鉱床とコバルトリッチクラストの

海底鉱物資源の成因に関して地質学的観点からテクトニ

ック・セッティング及び成因に由来する地形的・地球物理

学的情報や岩石学的・地球化学的情報を取得・解析し、新

たな有望海域の抽出に資する各種地球科学的指標の特定

と有用元素農集域形成を伴う造構モデルの構築を行うこ

とを最終目標とする。本年度はこのため、沖縄トラフ伊平

屋北海丘、伊平屋小海嶺での「ちきゅう」による掘削航海

に参加し、資試料を得た。また、伊平屋北海丘から平成26

年度に得られた岩石試料に加えて、過去の科学掘削によっ

て得られた試料の全岩主成分・微量成分化学組成分析を行

った。これにより、熱源の実体と火成岩-熱水反応の実態

についてのプロトモデルを構築した。コバルトリッチクラ

ストについては、モデル海山として調査・検討を進めてい

る拓洋第5海山において採取されたクラスト試料の化学分

析と解析を進めた。

［領 域 名］地質調査総合センター 

［キーワード］海洋資源、海底熱水鉱床、コバルトリッチ

クラスト、調査手法、民間連携

4.8 南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト

［研究代表者］金田 義行（海洋研究開発機構） 

［研究担当者］池原 研、板木 拓也、宇佐見 和子、

岩井 雅夫、金松 敏也（海洋研究開発機

構）（常勤職員2名、他3名）

［研 究 内 容］

本研究では、南海トラフ沿いを中心に関東から琉球諸島

沖の海域において、海底堆積物に残された地震発生記録か

ら過去の巨大地震・津波の発生履歴を解明することを目標

とする。本年度は海洋研究開発機構の「かいれい」による

調査航海を沖縄八重山周辺海域で実施し、海底地形、表層

堆積構造と海底堆積物試料を得た。これらの結果から西表

島南西方前弧域では台湾側からの細粒砕屑物の供給と琉

球弧側からの粗粒炭酸塩砕屑物の供給があることが分か

った。また、平成26年度の採取試料の年代測定結果から石

垣島南西方前弧域の海底扇状地には400～1,000年程度の

間隔でタービダイトが堆積していることが明らかとなっ

た。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底堆積物、タービダイト、地震、津波、

八重山前弧域

4.9 Exp.346中新世以降のアジアモンスーンに対する日本

海の応答

［研究代表者］多田 隆治（東京大学）

［研究担当者］池原 研、板木 拓也、杉崎 彩子

（常勤職員2名、他1名）

［研 究 内 容］

本研究では、IODP Expedition 346で日本海及び北部東

シナ海から採取された掘削試料の層序対比を完成させ、年

代モデルを構築するとともに、各種表の変動の相互関係及

び日本海の表層・深層循環の変動との関係を調べて、中新

世以降の東アジアの偏西風軸位置と夏季モンスーンや冬

季モンスーンの強度、空間分布、アジアモンスーンに対す

る日本海の応答の変遷を明らかにすることを目標とする。

本年度は東シナ海と日本海南部の浅海のサイトを除くサ

イトの1.5Maまでのサイト間対比の一次版を完成させた。

また、この作業に応じて、各年代モデルの再検討を行った。

また、OSL年代測定、放散虫群集解析、IRD解析やタービ

ダイトの分析を行い、環境復元のための基礎データを得た。 
［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］日本海、アジアモンスーン、IODP、古環

境
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し、デルタの復元力を活用したデルタの管理と意思決定を

支援するツールの開発が緊急に必要とされている。本研究

の目的は、以上のようなデルタにおける沿岸環境変化を背

景に、個々のデルタに関して特徴的な機能や決定的な要因

の更なる理解と、脆弱性を定量的に評価するための地域レ

ベルで活用できる多様なモデリング構成を構築すること

にある。国際プロジェクトである本研究の中で日本チーム

は、メコン河デルタを主対象に地球科学的・自然地理学的

な手法によりデルタの特性や自然機能を明らかにするこ

と、モデル構築に必要な基礎データの確定や取得方法の確

立を目的とする。平成27年度は、メコンデルタのベトナム

における河道の堆積物を対象に、5月に乾季において河床

堆積物の調査を実施し、10月の雨季に CTD を用いてコッ

チン河において堆積物と塩分と水温の現地調査を実施し

た。この結果、平成26年度の成果と合わせて乾季における

デルタ全域の堆積物分布が明らかになるとともに、雨季に

おいては河口近くまで淡水によって占められ、河口から約

100km までは淡水環境で潮汐堆積物が堆積していること

が明らかになった。これらの成果は、12月にサンフランシ

スコで開催された米国地球物理学連合2015年秋季大会、国

際潮汐堆積物会議、第19回国際第四紀学連合大会などで発

表した。 

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］持続的成長、メコンデルタ、人間活動、デ

ルタ

4.7 海洋資源の成因に関する科学的研究

［研究代表者］池原 研（地質情報研究部門）

［研究担当者］池原 研、山崎 徹、下田 玄、

針金 由美子、後藤 孝介、石塚 治（活

断層・火山研究部門）、佐藤 太一、

井上 卓彦、片山 肇、板木 拓也、

佐藤 智之、天野 敦子、西田 尚央、

小森 省吾（地圏資源環境研究部門）

（常勤職員14名）

［研 究 内 容］

本研究では、海底熱水鉱床とコバルトリッチクラストの

海底鉱物資源の成因に関して地質学的観点からテクトニ

ック・セッティング及び成因に由来する地形的・地球物理

学的情報や岩石学的・地球化学的情報を取得・解析し、新

たな有望海域の抽出に資する各種地球科学的指標の特定

と有用元素農集域形成を伴う造構モデルの構築を行うこ

とを最終目標とする。本年度はこのため、沖縄トラフ伊平

屋北海丘、伊平屋小海嶺での「ちきゅう」による掘削航海

に参加し、資試料を得た。また、伊平屋北海丘から平成26

年度に得られた岩石試料に加えて、過去の科学掘削によっ

て得られた試料の全岩主成分・微量成分化学組成分析を行

った。これにより、熱源の実体と火成岩-熱水反応の実態

についてのプロトモデルを構築した。コバルトリッチクラ

ストについては、モデル海山として調査・検討を進めてい

る拓洋第5海山において採取されたクラスト試料の化学分

析と解析を進めた。

［領 域 名］地質調査総合センター 

［キーワード］海洋資源、海底熱水鉱床、コバルトリッチ

クラスト、調査手法、民間連携

4.8 南海トラフ広域地震防災研究プロジェクト

［研究代表者］金田 義行（海洋研究開発機構） 

［研究担当者］池原 研、板木 拓也、宇佐見 和子、

岩井 雅夫、金松 敏也（海洋研究開発機

構）（常勤職員2名、他3名）

［研 究 内 容］

本研究では、南海トラフ沿いを中心に関東から琉球諸島

沖の海域において、海底堆積物に残された地震発生記録か

ら過去の巨大地震・津波の発生履歴を解明することを目標

とする。本年度は海洋研究開発機構の「かいれい」による

調査航海を沖縄八重山周辺海域で実施し、海底地形、表層

堆積構造と海底堆積物試料を得た。これらの結果から西表

島南西方前弧域では台湾側からの細粒砕屑物の供給と琉

球弧側からの粗粒炭酸塩砕屑物の供給があることが分か

った。また、平成26年度の採取試料の年代測定結果から石

垣島南西方前弧域の海底扇状地には400～1,000年程度の

間隔でタービダイトが堆積していることが明らかとなっ

た。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底堆積物、タービダイト、地震、津波、

八重山前弧域

4.9 Exp.346中新世以降のアジアモンスーンに対する日本 

海の応答

［研究代表者］多田 隆治（東京大学）

［研究担当者］池原 研、板木 拓也、杉崎 彩子

（常勤職員2名、他1名）

［研 究 内 容］

本研究では、IODP Expedition 346で日本海及び北部東

シナ海から採取された掘削試料の層序対比を完成させ、年

代モデルを構築するとともに、各種表の変動の相互関係及

び日本海の表層・深層循環の変動との関係を調べて、中新

世以降の東アジアの偏西風軸位置と夏季モンスーンや冬

季モンスーンの強度、空間分布、アジアモンスーンに対す

る日本海の応答の変遷を明らかにすることを目標とする。

本年度は東シナ海と日本海南部の浅海のサイトを除くサ

イトの1.5Maまでのサイト間対比の一次版を完成させた。

また、この作業に応じて、各年代モデルの再検討を行った。

また、OSL年代測定、放散虫群集解析、IRD解析やタービ

ダイトの分析を行い、環境復元のための基礎データを得た。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］日本海、アジアモンスーン、IODP、古環

境

SQUID 顕微鏡による惑星古磁場の先端的研究の開

拓

［研究代表者］小田 啓邦（地質情報研究部門）

［研究担当者］小田 啓邦、佐藤 雅彦、片山 礼子、

野口 敦史、河合 淳、山本 裕二、

臼井 朗、臼井 洋一、中村 教博、

宮城 磯治（活断層・火山研究部門）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、SQUID（超伝導量子干渉素子）顕微鏡を用

いて惑星古磁場の基礎的研究を開拓することを目的とし、

金沢工業大学・高知大学・東北大学・海洋研究開発機構の

研究分担者の協力のもとに推進している。本年度は昨年度

までに完成したSQUID顕微鏡（Kawai et al., として

論文発表）を用いた地質試料の分析を進めると共に、ノイ

ズ低減のためのレファレンスセンサーの導入、XYZステー

ジの高度化を行い、磁気シールドの性能アップ、センサー

試料距離の短縮を試みた。FRPロッドの先端にレファレ

ンス用のSQUIDセンサーを装着し、SQUID顕微鏡の液体

ヘリウムデュワーのトランスファーポートから挿入を行

い、SQUID顕微鏡のセンサーと同時測定を行い、レファ

レンスセンサーとの差分から環境磁場低減可能であると

わかった。また、XYZステージの高度化を行い、レファレ

ンスセンサーを含めて チャンネルの入力可能なADコン

バーターを導入した。XYZステージの測定ソフトウェアを

改良し、各測定点で Hzで 点連続データ取得を可能と

し、X-Y方向にクロススキャンするモードを設定した。磁

気シールドの性能アップのために、PCパーマロイ 重磁気

シールドの外側、XYZモーター関口部および内側に追加の

磁気シールドを構築途中である。SQUIDチップ装着につ

いては、サファイアウインドウとシリコンチップの平行度

確保、シルバーペイントの配線状況改良などを行って、セ

ンサー試料距離を µmまで短縮できたが、さらなる努力

が必要である。試料ホルダーに磁気点源を つ配置するこ

とによって、光学画像と磁気画像のマッチングを行った。

磁気点源の位置は磁気ダイポール理論値から計算を行っ

たが、 µm × µmグリッドスキャンで誤差は µm以下

である。湖の年縞堆積物、地球磁場逆転境界を記録した堆

積物、隕石、鉄マンガンクラスト、川砂ジルコン、衝突残

留磁化獲得試料、断層岩、火山岩などの地質試料分析を行

った。特に鉄マンガンクラストについては、地球磁場逆転

境界の確認を行うことができ、10Be/9Beで求めた成長速度

と一致することが確認された。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］SQUID 素子、レファレンスセンサー、磁

気シールド、XYZ ステージ、岩石薄片試

料、古地磁気学、磁気マッピング、惑星古

磁場、鉄マンガンクラスト、隕石、衝突残

留磁化、川砂ジルコン、断層岩、堆積物

オフィオライト海洋地殻を用いた熱水変質に伴う元

素移動モデルの確立

［研究代表者］山岡 香子（地質情報研究部門）

［研究担当者］山岡 香子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

熱水変質した海洋地殻の化学組成は、海洋及び固体地球

の化学進化を理解するために不可欠である。まだ実際の海

洋地殻を連続的に掘り抜いた例は無いため、オフィオライ

トは、海洋地殻層序全体の首尾一貫した情報が得られる現

在唯一の研究対象である。本研究課題では、高速拡大海嶺

で生成した過去の海洋地殻であるオマーンオフィオライ

トを用い、海底からモホ面に至る海洋地殻断面の総括的な

化学組成プロファイルを完成させる。未変質玄武岩の新規

分析データとの比較により、各元素・同位体の挙動を詳細

に明らかにし、海洋地殻の熱水変質における物質収支を定

量的に見積もることを目的とする。

本年度は研究計画の初年度であるが、産休・育休の取得

に伴い、 月末まで内定を留保した。そのため本年度は、

物品や試薬の購入、クリーンルームの整備、分析機器の調

整など、来年度の本格的な作業開始に向けた準備を行った。

各種同位体の分析については、イオンクロマトグラフィー

を用いた化学分離法の確立に向けた予備実験を行い、概ね

良好な結果を得た。また、マルチコレクタ型 ICP 質量分

析計を用いて、標準試料の繰り返し測定による分析精度の

検証を行い、十分な精度での測定が可能であることを確認

した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底熱水系、同位体

 温帯性サンゴ骨格から検証する日本周辺の地球環境

変動

［研究代表者］鈴木 淳（地質情報研究部門）

［研究担当者］鈴木 淳、岡井 貴司、中島 礼、

高田 徳幸（機能化学研究部門）

（常勤職員4名） 
［研 究 内 容］

日本周辺海域では、サンゴの北上が進行するなど、地

球温暖化の影響による環境変動が顕在化している。本研

究課題では、亜熱帯海域については、明瞭な年輪を持つ

ハマサンゴ属のサンゴ骨格を用い、本州南方など温帯域

では、卓越する枝状群体のミドリイシ類の骨格について、

水温計としての利用法を開発し、環境変遷の復元にあた

る。ミドリイシ水温計開発には、水産分野の専門技術の

助けにより、従来に比べ格段に良好な状態でサンゴを飼

育して、精密な環境制御下で形成された骨格を用いて、

気候プロキシの検討を行い、気候変動研究の確度・精度向

上を図る。

段階（ ℃～ ℃）の調温水の掛け流しによる恒温水

温を用いた温帯性ミドリイシ類の飼育実験が、 年に海
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洋生物環境研究所において実施されており、研究課題の初

年度は、この骨格分析から着手した。対象生物を養生水温

℃から、 日 ℃のゆっくりとした昇温/降温による馴化

が行なわれた。サンゴ類の光条件は、  µmol m-2s-1の昼

夜 時間サイクルとして、対象生物へのストレスは十分に

低いと考えられる。約 週間の飼育によって、スギノキミ

ドリイシ（Acropora muricata）などの温帯サンゴ類でも

約 %の骨格重量の増加が認められ、同位体比および元素

分析に十分な試料が得られた。この試料について、骨格

の酸素同位体比及び Sr/Ca 比に、明瞭な温度依存性が認

められた。これらは、温帯性サンゴの水温計としての高

い利用可能性を示すものである。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］酸素同位体比、ストロンチウム／カルシウ

ム比、炭素同位体比

 強制海退によって規定されたバリアースピットの堆

積様式の解明

［研究代表者］七山 太（地質情報研究部門）

［研究担当者］七山 太、渡辺 和明（地質情報基盤セン

ター）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

北海道東部、野付湾周辺には、現在も活動的なバリアー

システムが認められており、野付崎バリアースピット

（NBS）と呼ばれている。NBS には 列の分岐砂嘴（NBS
～NBS ）が認識され、それらの分岐関係によって地形発

達史が解読できる。 ヶ年計画の初年度の調査の結果、上

位から 層の完新世テフラ、Ta-a および Ko-c 、Ma-b、Ta-
c、Ma-d が見いだされ、これらを時間面として、約

年オーダーでの地形発達史を読み解くことが出来た。

NBS が成立しバックバリアーに湿原が成立したのは、

年前であり、当時の汀線高度は- m となっており、

若干沈降していたことが解る。その当時の古いバリアーは

既に浸食されて、現地形としては残されていない。NBS
は 世紀以降、NBS は Ta-a、Ko-c に直接被覆されるこ

とから 世紀に、NBS はオンニクルのみに分布し、付近

に擦文時代の竪穴式住居跡も見つかっていることから、

～ 世紀に離水したと推定される。NBS3は一本松の岬か

ら竜神崎を経て茶志骨に連続し、おそらく ～ 世紀に離

水したと予測される。南千島海溝沿岸域では 年間隔で

発生した巨大地震（Mw ~）の存在が明確になり、特に

この地の地盤は 世紀巨大地震時（もしくはその後）には

～ m 隆起し、逆に地震以降現在まで  cm/年の速さで

沈降し続けてきたゆえに、少なくとも NBS よりも若い分

岐砂嘴の出現には、地震性地殻変動が関わっていた可能性

が示唆される。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地形発達史、野付崎バリアスピッツ、地震

テクトニクス、南千島海溝、東北海道、北

部日本

 砂丘堆積物を用いた中世以降の東アジア冬季モンス

ーン変動の検出

［研究代表者］田村 亨（地質情報研究部門）

［研究担当者］田村 亨、伊藤 一充（活断層・火山研究

部門）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、過去の風成作用を高時間分解能で記

録する砂丘堆積物の詳細な解読から東・東南アジアの冬

季モンスーンにおける中世以降の数十～数百年スケール

の変動を明らかにすることである。地中探査レーダにより

砂丘堆積物の内部構造を連続的に明らかにし、それに基づ

いて採取したオーガーボーリングによる地下試料に対し

て光ルミネッセンス年代測定を適用することで、砂丘の発

達過程を復元する。研究対象とする砂丘は、日本海の海岸

砂丘のほか、ベトナム南東部の Mui Ne 砂丘である。 
本年度は、Mui Ne 砂丘、青森県屏風山砂丘、鳥取県弓

ヶ浜半島での現地調査と採取試料の年代測定を行った。弓

ヶ浜では石英 OSL 法が有効ではなく長石 pIRIR 法が有

効であることが明らかになり、その適用から過去 年間

の中国山地での鉄穴流しによる土砂急増に伴い砂丘列平

野が急拡大したこと、それ以前は一定の速度で拡大してい

たことが明らかになった。この急拡大には土砂の粒度や鉱

物の急変も伴うため、鳥取砂丘で明らかになっている過去

年間の砂丘活動の活発化とは直接の関連は認められな

い。屏風山ではクロスナ層の C- 年代と砂丘砂の長石

IRSL 年代を総合すると、 ～ 世紀（平安末期）の砂丘

活動期、 ～ 世紀の不活発期、それ以降の活動期という、

鳥取砂丘での復元結果をよく一致した。この変動は内湾堆

積物から復元された日本の夏季気温の変動とよく関連し

ており、冬季モンスーンを含めた広域的な気候変動の結果

であることが示唆される。Mui Ne 砂丘では夏季モンスー

ンによる砂丘地形の変形を観察したが、地中レーダ断面に

は、冬季モンスーンの作用が記録され、夏季の風向きの反

転は再移動面に反映されることが明らかになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海岸、砂丘、アジア、環境変動、小氷期、

山陰、日本海

 砕屑岩岩石学から復元する黒瀬川帯ペルム紀島弧の

進化過程

［研究代表者］原 英俊（地質情報研究部門）

［研究担当者］原 英俊（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

アジア大陸東縁におけるパンサラッサ海の海洋プレー

ト沈み込みによるペルム紀島弧発達過程を解明するため、

ペルム系砕屑岩に着目する。このペルム紀島弧は、日本列

島の原型をもたらした初期に当たると考えられるが、現在

の日本列島には島弧の主部をなした火山岩や花崗岩の多

くは、すでに削剥され失われている。そこで黒瀬川帯に分

布するペルム系砕屑岩に着目し、砕屑岩に砕屑粒子として
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洋生物環境研究所において実施されており、研究課題の初

年度は、この骨格分析から着手した。対象生物を養生水温

℃から、 日 ℃のゆっくりとした昇温/降温による馴化

が行なわれた。サンゴ類の光条件は、 µmol m-2s-1の昼

夜 時間サイクルとして、対象生物へのストレスは十分に

低いと考えられる。約 週間の飼育によって、スギノキミ

ドリイシ（Acropora muricata）などの温帯サンゴ類でも

約 %の骨格重量の増加が認められ、同位体比および元素

分析に十分な試料が得られた。この試料について、骨格

の酸素同位体比及び Sr/Ca 比に、明瞭な温度依存性が認

められた。これらは、温帯性サンゴの水温計としての高

い利用可能性を示すものである。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］酸素同位体比、ストロンチウム／カルシウ

ム比、炭素同位体比

強制海退によって規定されたバリアースピットの堆

積様式の解明

［研究代表者］七山 太（地質情報研究部門）

［研究担当者］七山 太、渡辺 和明（地質情報基盤セン

ター）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

北海道東部、野付湾周辺には、現在も活動的なバリアー

システムが認められており、野付崎バリアースピット

（NBS）と呼ばれている。NBS には 列の分岐砂嘴（NBS
～NBS ）が認識され、それらの分岐関係によって地形発

達史が解読できる。 ヶ年計画の初年度の調査の結果、上

位から 層の完新世テフラ、Ta-a および Ko-c 、Ma-b、Ta-
c、Ma-d が見いだされ、これらを時間面として、約

年オーダーでの地形発達史を読み解くことが出来た。

NBS が成立しバックバリアーに湿原が成立したのは、

年前であり、当時の汀線高度は- m となっており、

若干沈降していたことが解る。その当時の古いバリアーは

既に浸食されて、現地形としては残されていない。NBS
は 世紀以降、NBS は Ta-a、Ko-c に直接被覆されるこ

とから 世紀に、NBS はオンニクルのみに分布し、付近

に擦文時代の竪穴式住居跡も見つかっていることから、

～ 世紀に離水したと推定される。NBS3は一本松の岬か

ら竜神崎を経て茶志骨に連続し、おそらく ～ 世紀に離

水したと予測される。南千島海溝沿岸域では 年間隔で

発生した巨大地震（Mw ~）の存在が明確になり、特に

この地の地盤は 世紀巨大地震時（もしくはその後）には

～ m 隆起し、逆に地震以降現在まで cm/年の速さで

沈降し続けてきたゆえに、少なくとも NBS よりも若い分

岐砂嘴の出現には、地震性地殻変動が関わっていた可能性

が示唆される。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地形発達史、野付崎バリアスピッツ、地震

テクトニクス、南千島海溝、東北海道、北

部日本

砂丘堆積物を用いた中世以降の東アジア冬季モンス

ーン変動の検出

［研究代表者］田村 亨（地質情報研究部門）

［研究担当者］田村 亨、伊藤 一充（活断層・火山研究

部門）（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、過去の風成作用を高時間分解能で記

録する砂丘堆積物の詳細な解読から東・東南アジアの冬

季モンスーンにおける中世以降の数十～数百年スケール

の変動を明らかにすることである。地中探査レーダにより

砂丘堆積物の内部構造を連続的に明らかにし、それに基づ

いて採取したオーガーボーリングによる地下試料に対し

て光ルミネッセンス年代測定を適用することで、砂丘の発

達過程を復元する。研究対象とする砂丘は、日本海の海岸

砂丘のほか、ベトナム南東部の Mui Ne 砂丘である。

本年度は、Mui Ne 砂丘、青森県屏風山砂丘、鳥取県弓

ヶ浜半島での現地調査と採取試料の年代測定を行った。弓

ヶ浜では石英 OSL 法が有効ではなく長石 pIRIR 法が有

効であることが明らかになり、その適用から過去 年間

の中国山地での鉄穴流しによる土砂急増に伴い砂丘列平

野が急拡大したこと、それ以前は一定の速度で拡大してい

たことが明らかになった。この急拡大には土砂の粒度や鉱

物の急変も伴うため、鳥取砂丘で明らかになっている過去

年間の砂丘活動の活発化とは直接の関連は認められな

い。屏風山ではクロスナ層の C- 年代と砂丘砂の長石

IRSL 年代を総合すると、 ～ 世紀（平安末期）の砂丘

活動期、 ～ 世紀の不活発期、それ以降の活動期という、

鳥取砂丘での復元結果をよく一致した。この変動は内湾堆

積物から復元された日本の夏季気温の変動とよく関連し

ており、冬季モンスーンを含めた広域的な気候変動の結果

であることが示唆される。Mui Ne 砂丘では夏季モンスー

ンによる砂丘地形の変形を観察したが、地中レーダ断面に

は、冬季モンスーンの作用が記録され、夏季の風向きの反

転は再移動面に反映されることが明らかになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海岸、砂丘、アジア、環境変動、小氷期、

山陰、日本海

砕屑岩岩石学から復元する黒瀬川帯ペルム紀島弧の

進化過程

［研究代表者］原 英俊（地質情報研究部門）

［研究担当者］原 英俊（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

アジア大陸東縁におけるパンサラッサ海の海洋プレー

ト沈み込みによるペルム紀島弧発達過程を解明するため、

ペルム系砕屑岩に着目する。このペルム紀島弧は、日本列

島の原型をもたらした初期に当たると考えられるが、現在

の日本列島には島弧の主部をなした火山岩や花崗岩の多

くは、すでに削剥され失われている。そこで黒瀬川帯に分

布するペルム系砕屑岩に着目し、砕屑岩に砕屑粒子として

保存されている後背地の情報から、島弧の発達及び変遷過

程を復元することを目的とした。本年度は、四国東部北川

地域及び中央部伊野地域周辺から採取した砕屑岩につい

て、岩石学的記載・全岩化学分析・砕屑性ジルコン U-Pb
年代測定を行った。その結果、時代未詳地質体の年代決定

及び地質年代の整理、中期〜後期ペルム紀にかけた島弧火

成活動の低下とその開析が推定された。またペルム紀島弧

海溝系について、浅海成層・付加体・弱変成岩の識別を行

い、それらのテクトニクスを取りまとめた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］黒瀬川帯、ペルム紀、沈み込み帯、島弧、

砂岩組成

重力・地震波の同時観測によるスロースリップ発生

域の浅層地下水モニタリング

［研究代表者］名和 一成（地質情報研究部門）

［研究担当者］名和 一成、伊藤 忍、宮川 歩夢、

山谷 祐介（再生可能エネルギーセンタ

ー）、奥田 隆、田村 良明、池田 博

（常勤職員4名、他3名） 
［研 究 内 容］

超伝導重力計連続観測による重力データと地震計連続

観測による地震波データを組み合わせて、 次元的な地下

水分布の変化を推定する手法を提案する。観測データの検

証とモデリングに必要な地下構造を得るため、重力と地震

波を用いた構造探査も実施する。それによって地下水挙動

を高時空間分解能で把握するとともに、地殻活動域の重力

観測の高精度化に資することを目的とする。平成 年度は

年間を通して超伝導重力計観測、気象・土壌水分観測、地

震計観測を継続した。台風に伴う停電が生じた以外、大き

なトラブルが発生することなくデータを取得することが

できた。これまでに蓄積したデータの解析を進め、超伝導

重力計データから地下水変化に伴う重力変化の検出や、地

震計データから近傍のダム貯水池の水位変動に伴う振動

の検出に成功した。また、地下構造探査について、平成

年度の小型バイブレータによる探査の解析に加え、VERA
局近傍での掛矢による追加調査を実施した。平成 年度に

設置・観測を始めた短周期地震計データについては、

SITES 法による反射波の探索とその時間変化の調査を開

始した。重力計・地震計の連続データと地下構造探査の結

果と合わせて解析・解釈を進めていく予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］超伝導重力計、地震計、土壌水分、地下水、

潮位、セイシュ、ダム、台風、反射法地震

探査

世界規模の気候変動と地域的な構造運動に関連した

日本海の海洋循環の成立と進化

［研究代表者］板木 拓也（地質情報研究部門）

［研究担当者］板木 拓也、池原 研、木元 克典（海洋

研究開発機構）、長谷川 四郎（東北大学）

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

日本海の海洋循環は、固有で僅かな気候変動に対しても

影響を受けやすく、更新世における気候変動や氷河性海水

準変動に応答して著しく変化してきた。さらに、海洋循環

のより長期的な変化の考察においては、構造運動に伴う地

形の変化が海洋循環に与える影響を検討することが重要

である。本研究の目的は、日本海および東シナ海北部の深

海掘削コアを用い、堆積構造や微化石の分析等から過去

万年間の海洋循環システムを復元し、それらが気候・

氷河性海水準変動に応答したものなのか、あるいは地域的

な構造運動を反映したものなのかを明らかにすることで

ある。 年に国際深海掘削計画（IODP）の一環として

行われた Exp. で日本海７地点、東シナ海北部 地点か

ら掘削コアが採取された。主にこれらのコア試料について

放散虫などの微化石の分析を実施し、結果の一部を国際学

会や航海報告書、国際誌に発表した。また、本研究を推進

するために関連する先行研究をレビューし、それらを整理

した論文が国際誌に掲載された。これまでの研究成果から、

日本海の海洋環境の発達史を理解する上で重要な知見が

多数得られており、現在、論文を準備中である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋地質、古環境、微化石

川砂ジルコンを用いた新手法による過去 億年間の

古地磁気強度記録の復元

［研究代表者］佐藤 雅彦（地質情報研究部門）

［研究担当者］佐藤 雅彦（常勤職員1名） 
［研 究 内 容］

現在の地球磁場勢力圏（磁気圏）は地球半径の約 倍の

距離まで広がり、生命活動に有害な太陽風や宇宙線から地

球表層環境を保護している。地球磁場強度の変化に伴って

磁気圏の大きさは変化するため、地球史を通じた磁場強度

変化を明らかにする事は、地球環境・生命進化研究におい

て非常に重要な課題である。本研究では、川砂ジルコンを

用いた古地磁気研究の新手法により、過去 億年間の地球

磁場強度変化を明らかにする。そのために、 ジルコン

単結晶を用いた磁気測定手法の確立、 世界の大規模河

川の川砂中からジルコン結晶を採取し、そのジルコン結晶

の古地磁気強度測定を行う。平成 年度は、ジルコン単結

晶を用いた古地磁気強度実験手法の確立、大規模河川で採

取した試料への同手法の適用を行った。具体的な内容は下

記の通りである。神奈川県丹沢山地中川でサンプリングし

た川砂からジルコン試料約 粒子の採取、採取したジ

ルコン試料の自然残留磁化測定、等温残留磁化測定、低温

消磁・段階交流消磁測定、磁気システリシス測定、低温磁

気測定、熱残留磁化測定を行った。測定した磁気パラメー

タを組み合わせる事で、古地磁気強度測定に適した試料を

選別可能である事、選別した試料では試料の熱履歴と調和
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的な古地磁気強度を示す事が分かった。また、長江及びミ

シシッピ川でサンプリングした川砂からジルコン試料を

採取し、その試料に対して、自然残留磁化測定、等温残留

磁化測定、低温消磁・交流消磁測定、磁気システリシス測

定、低温磁気測定を行い、古地磁気強度測定に適した試料

を選別するための基礎情報を蓄積した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ジルコン、岩石磁気、古地磁気強度、丹沢、

長江、ミシシッピ川

前期ペルム紀巨大オンコイドの形成とパンサラッサ

スーパープルームの影響に関する研究

［研究代表者］中澤 努（地質情報研究部門）

［研究担当者］中澤 努（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、ゴンドワナ氷床が衰退する気候期転換

期にパンサラッサ海域の海洋島で礁生態系がどのような

応答をしたかを検討した。ゴンドワナ氷床が衰退して温暖

になったと考えられる中期ペルム紀の礁成石灰岩（礁中核

部の石灰岩）を秋吉石灰岩から新たに見いだし、大型研磨

標本の観察をもとに礁構造を記載した。その結果、この礁

成石灰岩には石灰海綿を中心とした原地性礁構造が保存

されていること、そして既報の同時期のラグーンの石灰海

綿マウンドと比較して、大型の石灰海綿が多く、個体間に

微生物によるバインディングが発達し、堅牢なフレームワ

ークを形成していたことが明らかとなった。これまでの我

々の調査を総合すると、秋吉石灰岩をはじめとするパンサ

ラッサ海域の海洋島の礁では、ゴンドワナ氷床の最盛期で

ある石炭紀最後期からペルム紀最前期にかけては北方要

素である石灰藻類 Palaeoaplysina が主要な造礁生物であ

ったが、ゴンドワナ氷床が衰退する気候期転換期には

Palaeoaplysina が衰退し、それに伴い相対的に微生物類

が多くなり、巨大オンコイドも形成された。そして中期ペ

ルム紀には温暖域に多いとされる石灰海綿が造礁生物と

して卓越するようになった。つまりこの時期のパンサラッ

サ海洋島の造礁生物群集は長期の気候期転換に極めて従

順に応答したことが明らかになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ペルム紀、造礁生物、気候期転換、パンサ

ラッサ

第三紀泥岩の分類：分光測色による「色層序学」の

構築

［研究代表者］辻野 匠（地質情報研究部門）

［研究担当者］辻野 匠（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、これまで主観的に記載されてきた泥岩

の色を分光測色計を用いて客観的に定量し、その分光値や

スペクトラム特性にもとづいて、第三紀泥岩にたいして、

定量的な色の層序を構築することである。一連の泥岩の層

序において層準ごとに泥岩の色の変化が客観的に確認さ

れ、層位による色の変化が如何なる古環境的あるいは続成

的差異を反映しているのかを明らかにできれば「色層序学」

を樹立することができる。

これまでの新潟県加茂地域（中越）・胎内地域（下越）

及び房総半島に加えて本年度は更に、秋田（男鹿・能代）、

越中の八尾、会津・出羽の置賜地域、常磐及び掛川の第三

紀泥岩の野外調査・分光測色を実施した。大局的に、太平

洋側地域はどの層準も同じような呈色であるのに対し日

本海側の各地域は色の層位的変化が明瞭であった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］第三紀泥岩、分光測色、色層序学、スペク

トラム、珪藻

地質アナログ模型の開発と地学教育における活用と

検証

［研究代表者］高橋 雅紀（地質情報研究部門）

［研究担当者］高橋 雅紀（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

我が国の初等・中等教育における理科離れや、高校・大

学教育における地学履修率の減少を食い止めるため、さら

に一般市民の地学に対する理解と評価の向上を目的に、地

学普及活動に効果的な研究成果を優先的に選んで三次元

のアナログ模型に再現し、一般市民向けの地学普及活動に

おいて活用して地質学の理解度と関心の効果を探ること

を目的に研究を行った。

今年度は、関東平野から大阪湾までの 分の スケール

の基盤深度模型を完成させ、一般市民向けの地学普及イベ

ントにおいて活用した。この基盤構造は、大地震の際に周

期地震動を増幅させるため、固有周期の長い超高層ビルの

揺れに影響を与える。人口が密集し高層ビルが林立する大

都市は堆積平野に広がっており、その結果、大都市ほど長

周期地震動に襲われる危険性が高いことを、模型を使って

解説を行った。一方、堆積平野の浅層地下には最終氷期に

形成された埋没谷があるが、その後の縄文海進時に軟弱な

泥や砂によって埋められているため、地表は平坦で一般的

には認識されない。そこで、多数のボーリングデータによ

って復元された埋没谷地形をアナログ模型として再現し、

とくに首都圏における埋没軟弱地盤と一般家屋に影響を

与える短周期地震動との関係を説明するために役立てた。 
［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地学教育、アウトリーチ、普及活動、アナ

ログ模型

放散虫群集にもとづく黒潮海域の鉛直水塊構造の復

元

［研究代表者］松崎 賢史（地質情報研究部門）

［研究担当者］松崎 賢史（契約職員 名）

［研 究 内 容］

放散虫は、世界の海洋に分布するプランクトンで、その
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的な古地磁気強度を示す事が分かった。また、長江及びミ

シシッピ川でサンプリングした川砂からジルコン試料を

採取し、その試料に対して、自然残留磁化測定、等温残留

磁化測定、低温消磁・交流消磁測定、磁気システリシス測

定、低温磁気測定を行い、古地磁気強度測定に適した試料

を選別するための基礎情報を蓄積した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ジルコン、岩石磁気、古地磁気強度、丹沢、

長江、ミシシッピ川

前期ペルム紀巨大オンコイドの形成とパンサラッサ

スーパープルームの影響に関する研究

［研究代表者］中澤 努（地質情報研究部門）

［研究担当者］中澤 努（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、ゴンドワナ氷床が衰退する気候期転換

期にパンサラッサ海域の海洋島で礁生態系がどのような

応答をしたかを検討した。ゴンドワナ氷床が衰退して温暖

になったと考えられる中期ペルム紀の礁成石灰岩（礁中核

部の石灰岩）を秋吉石灰岩から新たに見いだし、大型研磨

標本の観察をもとに礁構造を記載した。その結果、この礁

成石灰岩には石灰海綿を中心とした原地性礁構造が保存

されていること、そして既報の同時期のラグーンの石灰海

綿マウンドと比較して、大型の石灰海綿が多く、個体間に

微生物によるバインディングが発達し、堅牢なフレームワ

ークを形成していたことが明らかとなった。これまでの我

々の調査を総合すると、秋吉石灰岩をはじめとするパンサ

ラッサ海域の海洋島の礁では、ゴンドワナ氷床の最盛期で

ある石炭紀最後期からペルム紀最前期にかけては北方要

素である石灰藻類 Palaeoaplysina が主要な造礁生物であ

ったが、ゴンドワナ氷床が衰退する気候期転換期には

Palaeoaplysina が衰退し、それに伴い相対的に微生物類

が多くなり、巨大オンコイドも形成された。そして中期ペ

ルム紀には温暖域に多いとされる石灰海綿が造礁生物と

して卓越するようになった。つまりこの時期のパンサラッ

サ海洋島の造礁生物群集は長期の気候期転換に極めて従

順に応答したことが明らかになった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ペルム紀、造礁生物、気候期転換、パンサ

ラッサ

第三紀泥岩の分類：分光測色による「色層序学」の

構築

［研究代表者］辻野 匠（地質情報研究部門）

［研究担当者］辻野 匠（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、これまで主観的に記載されてきた泥岩

の色を分光測色計を用いて客観的に定量し、その分光値や

スペクトラム特性にもとづいて、第三紀泥岩にたいして、

定量的な色の層序を構築することである。一連の泥岩の層

序において層準ごとに泥岩の色の変化が客観的に確認さ

れ、層位による色の変化が如何なる古環境的あるいは続成

的差異を反映しているのかを明らかにできれば「色層序学」

を樹立することができる。

これまでの新潟県加茂地域（中越）・胎内地域（下越）

及び房総半島に加えて本年度は更に、秋田（男鹿・能代）、

越中の八尾、会津・出羽の置賜地域、常磐及び掛川の第三

紀泥岩の野外調査・分光測色を実施した。大局的に、太平

洋側地域はどの層準も同じような呈色であるのに対し日

本海側の各地域は色の層位的変化が明瞭であった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］第三紀泥岩、分光測色、色層序学、スペク

トラム、珪藻

地質アナログ模型の開発と地学教育における活用と

検証

［研究代表者］高橋 雅紀（地質情報研究部門）

［研究担当者］高橋 雅紀（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

我が国の初等・中等教育における理科離れや、高校・大

学教育における地学履修率の減少を食い止めるため、さら

に一般市民の地学に対する理解と評価の向上を目的に、地

学普及活動に効果的な研究成果を優先的に選んで三次元

のアナログ模型に再現し、一般市民向けの地学普及活動に

おいて活用して地質学の理解度と関心の効果を探ること

を目的に研究を行った。

今年度は、関東平野から大阪湾までの 分の スケール

の基盤深度模型を完成させ、一般市民向けの地学普及イベ

ントにおいて活用した。この基盤構造は、大地震の際に周

期地震動を増幅させるため、固有周期の長い超高層ビルの

揺れに影響を与える。人口が密集し高層ビルが林立する大

都市は堆積平野に広がっており、その結果、大都市ほど長

周期地震動に襲われる危険性が高いことを、模型を使って

解説を行った。一方、堆積平野の浅層地下には最終氷期に

形成された埋没谷があるが、その後の縄文海進時に軟弱な

泥や砂によって埋められているため、地表は平坦で一般的

には認識されない。そこで、多数のボーリングデータによ

って復元された埋没谷地形をアナログ模型として再現し、

とくに首都圏における埋没軟弱地盤と一般家屋に影響を

与える短周期地震動との関係を説明するために役立てた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地学教育、アウトリーチ、普及活動、アナ

ログ模型

放散虫群集にもとづく黒潮海域の鉛直水塊構造の復

元

［研究代表者］松崎 賢史（地質情報研究部門）

［研究担当者］松崎 賢史（契約職員 名）

［研 究 内 容］

放散虫は、世界の海洋に分布するプランクトンで、その

珪酸塩からなる骨格は海洋堆積物の主要な構成成分のひ

とつとなっている。堆積物中に記録された化石群集は、過

去の海洋環境を反映して変化しているため、古海洋環境の

指標として広く用いられている。また、種により生息水深

が異なるため、水塊の鉛直構造に関する情報も含んでいる

ことが期待される。本研究の目的は、海底コアに記録され

た放散虫化石を用いて黒潮海域における海洋構造の変化

を復元することである。そのためには、黒潮海域における

放散虫群集と水塊構造との関係を明らかにする必要が有

るため、東シナ海北部の 地点から採取されたプランクト

ン試料と北西太平洋の 地点から採取された表層堆積物

の分析を行った。プランクトン試料からは、黒潮海域にお

ける放散虫の生息水深を調査し、鉛直的に亜熱帯性表層種

～亜寒帯性中層種が分布していることを明らかにした。本

研究の成果は、国際誌に論文が掲載された。表層堆積物の

分析結果からは、放散虫群集が、亜寒帯域から熱帯域にか

けて水温に関連した分布をすることを確認した。さらに、

上述の生息水深の情報を参考にして、表層および中層の水

温との関係について議論した。現在、東シナ海北部から採

取されたコアの分析を進めている。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋地質、古環境、微化石

「弥生の小海退」の確証による沖積低地における河

川地形の発達過程の解明

［研究代表者］田邉 晋（地質情報研究部門）

［研究担当者］田邉 晋（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

沿岸低地における沖積層の最上部を構成する河成層は、

「弥生の小海退」の海水準変動に伴って形成されたことが

近年明らかにされつつある。平成 年度は、利根川低地最

奧部において、これまでに取得した 本のボーリングコア

堆積物と 点の放射性炭素年代値の解析結果をとりまと

め、「地質学雑誌」に公表した（田辺ほか、 、 巻、

頁）。利根川低地最奧部の沖積層は、下位より内湾

堆積物、湖沼堆積物、河川堆積物から構成される。これら

の堆積相と放射性炭素年代値は、利根川低地最奧部におけ

る古地理が、ステージ I（ ～  cal kyr BP）：内湾の形成、

ステージ II（ ～  cal kyr BP）：湾口における上げ潮三角

州と湾内における半閉鎖的な湖沼の形成、ステージ III（
～ cal kyr BP）：湾口の閉塞と湖沼の内陸への拡大、ス

テージ IV（ ～  cal kyr BP）：湖沼の充填と利根川の東遷

による河成層の急激な堆積、に分けられることを示す。上

方深海化する湖沼堆積物は、内湾堆積物にオンラップして

おり、その古水深は植物遺体にもとづいて約 ～ m と推

定される。この湖沼堆積物の海水準インデックス・ポイン

トを整理したところ、当該地域では、縄文海進が  cal kyr 
BP に終焉し、海水準が、  cal kyr BP にかけて標高- m
まで低下、その後、  cal kyr BP にかけて現在の水準まで

上昇したことが明らかになった。この事象は、利根川低地

最奧部に「弥生の小海退」が存在したことを意味し、東京

低地における沖積層の最上部を構成する河成層が「弥生の

小海退」に伴って形成されたことを支持する。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］完新世、海水準低下、霞ヶ浦、アイソスタ

シー、堆積物荷重 

同位体から制約する核－マントルの共進化

［研究代表者］鈴木 勝彦（海洋研究開発機構）

［研究担当者］下田 玄（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

コアとマントルの分離年代は未だに解明されていない。

この分離年代の研究には、消滅核種であるタングステン同

位体組成がもちいられることが多い。消滅核種は高分解能

な時間軸が得られるので、核の形成に関する重要な指標に

なりえるが、長期間のスケールには対応できない。核の形

成やマントルとの相互作用を、地球史全体の観点から考え

た場合、長寿命核種との組み合わせた研究を行うことが求

められる。これまでの研究で報告されているタングステン

同位体組成と鉛同位体組成を組み合わせる等して、核とマ

ントルの相互作用を地球史の観点から考え、地球化学的モ

デリングを行えば、核とマントルの相互作用や核の形成年

代に関して制約が得られる可能性がある。そこで、微量の

鉛同位体を測定するための閉鎖形カラムシステムを開発

した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］同位体地球化学

核－マントルの地震・電磁気観測

［研究代表者］田中 聡（海洋開発研究機構）

［研究担当者］大滝 壽樹（常勤職員1名） 
［研 究 内 容］

地球深部構造の動的挙動の解明に向けて、地震学的観測

から地球深部の統合的理解に貢献する。本研究では特に地

球の外核下部から内核上部の地震波速度の深さ変化・不

均質構造を研究対象とし、他の研究と連携して地球深部の

統合的理解に取り組む。

今年度は北東太平洋下、外核最下部の P 波速度構造を

研究対象とした。外核は鉄に少しのニッケル、軽元素をふ

くむ液体と考えられている。本研究では内核表面で反射す

る波と外核最下部までしか通らない波の観測点への到着

時間差、および後者の波の到着時間の周波数依存性を新た

に解析した。到着時間差は底近くの速度に、周波数依存性

は速度勾配に敏感である。そのため、外核底近くの地震波

速度を従来より精密にきめることができる。解析の結果、

この地域ではより浅いところとくらべて深さ方向の速度

勾配が少しゆるやかになることが分かった。また、その速

度は標準的な地球モデルより少し遅い。得られた成果は国

際誌に公表した。従来の手法は外核底を通る波と内核を通

る波を合わせて、あるいは外核底を通る波だけを使うため、
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今回の手法と比べマントルや内核の構造とのトレードオ

フが大きい。このような従来の手法の構造への感度につい

ても考察した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球の外核、P 波速度、地震波速度の分散 

 海洋酸性化の沿岸生物と生態系への影響評価実験

［研究代表者］野尻 幸宏（弘前大学）

［研究担当者］鈴木 淳、長尾 正之（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

人為起源二酸化炭素がもたらす海洋酸性化の沿岸海洋

生物への影響を種レベルと生態系レベルで明らかにする

研究を、我が国の沿岸生物を主たる対象として実施す

る。計画第二年度にあたり、精密海水二酸化炭素分圧調

整装置を用いて、サンゴの海洋酸性化実験の基本的な実

験手法の検討を進めた。生物加入実験において、定着板

に付着した藻類を評価する方法として、多波長蛍光光度

計による底生藻類の測定を実施した。無傷細胞中の異な

る藻類の色素蛍光特性を利用する方法により、原理的に

は珪藻、藍藻、緑藻の簡易定量が可能であり、この手法

を、異なったCO2分圧の海水に長期間設置した定着板に

付着した藻類について適用したところ、藍藻量が高い

CO2分圧区で高くなる傾向が見られた。

また、屋外型の CO2分圧調整装置で約 µatm から

µatm の 段階に調整した海水でハマサンゴ片につ

いて予察的な長期飼育を試みたところ、約 µatm の実

験区のみ骨格成長量が他の実験区に比べて大きい結果が

得られた。今後、表面積などを用いた各群体サイズの補正

方法を採用し、検証実験を行う予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］サンゴ、海洋酸性化、石灰化、ストレス

完新世における東アジア水循環変動とグローバルモ

ンスーン

［研究代表者］多田 隆治（東京大学）

［研究担当者］板木 拓也、木元 克典（海洋研究開発機

構）、内田 昌男（国立環境研）、

入野 智久（北海道大学）、長島 佳菜（海

洋研究開発機構）（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、東アジア夏季モンスーンに伴う降水の強度お

よび空間分布が、幾つかの特徴的時間スケールで、どの様

に、どの程度変動したか、その究極的支配要因は何かを、

海水準や二酸化炭素濃度等の境界条件が現在とほぼ同じ

になった完新世中期以降に的を絞って解明することを目

的としている。平成 年度は、沖縄周辺海域から採取され

たコアの分析から、最終氷期から完新世にかけて堆積物の

化学組成が著しく変化していることを明らかにし、それが

海洋の生物生産と陸からの砕屑物の影響が大きく寄与し

ていることを示した。また、同じコアを用いた微化石の

Mg/Ca 比分析から深層水の水温変化を復元した。これら

の成果は、国際誌に論文として発表された。また、古環境

指標の開発を目的として日本海の表層堆積物および東シ

ナ海のプランクトン試料から放散虫の分析を行い、両者と

も国際誌に論文を発表した。現在、完新世における対馬海

流の変動と分布の復元を目的として、日本海および東シナ

海北部から採取された多数のコアの分析を進めており、平

成 年度内の論文投稿を目指している。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アジアモンスーン、水循環、古環境

西部北極海の海氷減少と海洋渦が生物ポンプに与え

る影響評価

［研究代表者］小野寺 丈尚太郎（海洋研究開発機構）

［研究担当者］田中 裕一郎（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

北極海で、今世紀に顕著になった夏季の海氷減少は、生

態系などの物質循環に強い影響を与えており、北極海の環

境動態に注目が集まっている。そこで、本研究では、カナ

ダ海盆南西部からチャクチ海西部縁辺を対象に、海洋物理

場、プランクトン群集分布と生物起源沈降粒子の観測デー

タを取得し、北極海の海氷減少が海洋表層物理場と生物群

集や物質循環に及ぼす影響評価を行うものである。そのプ

ランクトン群集分布と生物起源沈降粒子の観測データ取

得や生態系の経年変化を観測するために、海洋研究開発機

構所有の海洋地球研究船「みらい」により、 年 月に、

北緯 度、西経 度の海域地点とバロー岬沖の地点に、

生物起源沈降粒子を捕集するためのセジメントトラップ

の投入作業を行った。 年 月に、 測点のセジメントト

ラップを含む係留系を回収し、沈降フラックスの経年変化

を基に、春季から夏季の基礎生産量と沈降粒子量に関する

季節変動や生態系の挙動の解析を行う予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球温暖化、北極海、海洋生態系、海洋観

測、沈降粒子 

マルチビーム測深技術を用いた浅海底地形学の開拓

と防災・環境科学への応用

［研究代表者］菅 浩伸（九州大学）

［研究担当者］長尾 正之、鈴木 淳（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

最先端マルチビーム測深を用いて作成する精密海底地

形図を基に、知見がきわめて少なかった浅海底地形とその

形成について議論を行い、従来の地形学にない「浅海底

地形学」を開拓する端緒となる研究へ発展させることを

目指す。さらに、可視化した沿岸域の地形を「防災基盤」

として評価し、津波および温暖化に伴う台風・高潮災害

の増大のリスクに対して、効果的な地形分布を明らかに

することが、本研究課題の目標である。

本年度は、本プロジェクトにより日本最大級の沈水カ
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今回の手法と比べマントルや内核の構造とのトレードオ

フが大きい。このような従来の手法の構造への感度につい

ても考察した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球の外核、P 波速度、地震波速度の分散

海洋酸性化の沿岸生物と生態系への影響評価実験

［研究代表者］野尻 幸宏（弘前大学）

［研究担当者］鈴木 淳、長尾 正之（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

人為起源二酸化炭素がもたらす海洋酸性化の沿岸海洋

生物への影響を種レベルと生態系レベルで明らかにする

研究を、我が国の沿岸生物を主たる対象として実施す

る。計画第二年度にあたり、精密海水二酸化炭素分圧調

整装置を用いて、サンゴの海洋酸性化実験の基本的な実

験手法の検討を進めた。生物加入実験において、定着板

に付着した藻類を評価する方法として、多波長蛍光光度

計による底生藻類の測定を実施した。無傷細胞中の異な

る藻類の色素蛍光特性を利用する方法により、原理的に

は珪藻、藍藻、緑藻の簡易定量が可能であり、この手法

を、異なったCO2分圧の海水に長期間設置した定着板に

付着した藻類について適用したところ、藍藻量が高い

CO2分圧区で高くなる傾向が見られた。

また、屋外型の CO2分圧調整装置で約 µatm から

µatm の 段階に調整した海水でハマサンゴ片につ

いて予察的な長期飼育を試みたところ、約 µatm の実

験区のみ骨格成長量が他の実験区に比べて大きい結果が

得られた。今後、表面積などを用いた各群体サイズの補正

方法を採用し、検証実験を行う予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］サンゴ、海洋酸性化、石灰化、ストレス

完新世における東アジア水循環変動とグローバルモ

ンスーン

［研究代表者］多田 隆治（東京大学）

［研究担当者］板木 拓也、木元 克典（海洋研究開発機

構）、内田 昌男（国立環境研）、

入野 智久（北海道大学）、長島 佳菜（海

洋研究開発機構）（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究は、東アジア夏季モンスーンに伴う降水の強度お

よび空間分布が、幾つかの特徴的時間スケールで、どの様

に、どの程度変動したか、その究極的支配要因は何かを、

海水準や二酸化炭素濃度等の境界条件が現在とほぼ同じ

になった完新世中期以降に的を絞って解明することを目

的としている。平成 年度は、沖縄周辺海域から採取され

たコアの分析から、最終氷期から完新世にかけて堆積物の

化学組成が著しく変化していることを明らかにし、それが

海洋の生物生産と陸からの砕屑物の影響が大きく寄与し

ていることを示した。また、同じコアを用いた微化石の

Mg/Ca 比分析から深層水の水温変化を復元した。これら

の成果は、国際誌に論文として発表された。また、古環境

指標の開発を目的として日本海の表層堆積物および東シ

ナ海のプランクトン試料から放散虫の分析を行い、両者と

も国際誌に論文を発表した。現在、完新世における対馬海

流の変動と分布の復元を目的として、日本海および東シナ

海北部から採取された多数のコアの分析を進めており、平

成 年度内の論文投稿を目指している。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アジアモンスーン、水循環、古環境

西部北極海の海氷減少と海洋渦が生物ポンプに与え

る影響評価

［研究代表者］小野寺 丈尚太郎（海洋研究開発機構）

［研究担当者］田中 裕一郎（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

北極海で、今世紀に顕著になった夏季の海氷減少は、生

態系などの物質循環に強い影響を与えており、北極海の環

境動態に注目が集まっている。そこで、本研究では、カナ

ダ海盆南西部からチャクチ海西部縁辺を対象に、海洋物理

場、プランクトン群集分布と生物起源沈降粒子の観測デー

タを取得し、北極海の海氷減少が海洋表層物理場と生物群

集や物質循環に及ぼす影響評価を行うものである。そのプ

ランクトン群集分布と生物起源沈降粒子の観測データ取

得や生態系の経年変化を観測するために、海洋研究開発機

構所有の海洋地球研究船「みらい」により、 年 月に、

北緯 度、西経 度の海域地点とバロー岬沖の地点に、

生物起源沈降粒子を捕集するためのセジメントトラップ

の投入作業を行った。 年 月に、 測点のセジメントト

ラップを含む係留系を回収し、沈降フラックスの経年変化

を基に、春季から夏季の基礎生産量と沈降粒子量に関する

季節変動や生態系の挙動の解析を行う予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球温暖化、北極海、海洋生態系、海洋観

測、沈降粒子

マルチビーム測深技術を用いた浅海底地形学の開拓

と防災・環境科学への応用

［研究代表者］菅 浩伸（九州大学）

［研究担当者］長尾 正之、鈴木 淳（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

最先端マルチビーム測深を用いて作成する精密海底地

形図を基に、知見がきわめて少なかった浅海底地形とその

形成について議論を行い、従来の地形学にない「浅海底

地形学」を開拓する端緒となる研究へ発展させることを

目指す。さらに、可視化した沿岸域の地形を「防災基盤」

として評価し、津波および温暖化に伴う台風・高潮災害

の増大のリスクに対して、効果的な地形分布を明らかに

することが、本研究課題の目標である。

本年度は、本プロジェクトにより日本最大級の沈水カ

ルスト円錐丘などのカルスト地形が発見された石垣島名

蔵湾で、多項目水質計による調査を行い、表層では水温

平面分布に差が無い一方、下層での変化が大きく、これ

は複雑な同湾の地形が関係していることを明らかにした。 
また、石垣島屋良部崎沖の海底で発見された屋良部沖海

底遺跡について、マルチビーム探査に基づいてとりまとめ

た論文が国際誌に掲載された。この海底遺跡は水深 ～

m の海底に位置し、 ～ 世紀頃と推測される沖縄近

世陶器群と 点の四爪鉄錨からなる。これまでの水中考古

学的調査とマルチビーム探査から、この遺跡で発見された

遺物群を対象とした近世琉球王国における海運で利用さ

れていた船や、それらの船が搭載していた錨のタイプが明

らかになった。この遺跡調査では、新たに開発した低コス

ト型の ROV による沿岸海域での効用、水中文化遺産の保

全と活用を目的とした教育プログラム開発における新た

な可能性についても検討された。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋探査、地形、サンゴ礁、可視化、防災

水月湖と日本海の精密対比：ダンスガード・オシュ

ガーイベントの原因論をめざして

［研究代表者］中川 毅（立命館大学）

［研究担当者］池原 研（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

福井県の水月湖とその沖合の日本海の古環境変動記録

を両者に共通して産出するテフラを介在に精密に対比す

ることにより、最終氷期に繰り返し起こった急激な気候変

動（ダンスガード・オシュガーイベント）の原因論に迫る

ことが目標である。本年はこの目標のため、若狭湾沖日本

海の5地点において海底堆積物試料の採取を行い、コアの

基本情報の取得（写真撮影、色測定、岩相記載、長さ管理

など）とともに、対比の基礎となる肉眼で確認できるテフ

ラの採取とその分析を行った。特に長尺のコアが採取でき

た 地点については、テフラ分析結果をもとに、近傍の隠

岐堆でのテフラ層序及び暗色層層序との比較を行い、対比

を確立させた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］日本海、水月湖、テフラ、気候変動

複数核種と複数原理に基づく宇宙線年代決定法の新

展開

［研究代表者］堀内 一穂（弘前大学）

［研究担当者］小田 啓邦、片山 礼子

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

パススルー超伝導岩石磁力計による堆積物コア試料の

測定とデータの蓄積は、国際深海科学掘削計画（IODP）
のジョイデスレゾルーション号・「ちきゅう」ならびに掘

削コア試料リポジトリ付属の研究施設をはじめとして弊

所を含む世界中の古地磁気実験室で 年以上にわたって

行われている。しかしながら、パススルー磁力計による測

定はセンサー感度曲線によって平滑化され、なおかつ歪め

られている。これまでパススルー磁力計のデータについて

デコンボルーション処理が試みられてきたが、正確なセン

サー感度曲線の取得ができなかったために、その実用化が

遅れていた。本研究では、昨年度に引き続き Oda and 
Xuan（ ）で提案した試料の位置補正、試料の長さ補

正の つのパラメータを加えた新アルゴリズムによる赤池

情報量規準に基づくデコンボルーションソフトウェアを

MATLAB で開発し、Xuan and Oda（ ）として論文

発表した。また、昨年度に引き続いて精密成型した小型立

方体プラスチックに埋め込んだ磁気点源と治具の改良を

行い、これを用いてパススルー超伝導岩石磁力計のより正

確なセンサー感度曲線を求めることに成功した。さらに、

レーザー干渉距離計を用いて、試料トレイの位置決め誤差

の評価を行った結果、堆積物試料無しで ～ mm、試

料有りで mm 程度の誤差が確認された。位置決め誤差

を考慮に入れたモンテカルロシミュレーションでは地球

磁場の弱い地磁気エクスカーションの部分で伏角誤差が

最大 程度となることがわかった。これらの成果は学術誌

に投稿中である。本研究によって、新しいアルゴリズムに

よるデコンボルーションの実用化に向けてさらに一歩前

進した。今後の古地磁気学の発展に寄与すること、特に地

磁気逆転・地磁気エクスカーションによる古地磁気層序学

の発展と年代決定の精度向上に役立つと期待される。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地磁気逆転、地磁気エクスカーション、デ

コンボルーション、国際深海科学掘削計画

（IODP）、パススルー超伝導岩石磁力計、

センサー感度曲線、赤池情報量規準、ノイ

ズ、モンテカルロシミュレーション、レー

ザー干渉距離計

水環境モニタリングからみる紅河流域都市の変容と

持続可能性－ハノイを中心として－

［研究代表者］米澤 剛（大阪市立大学）

［研究担当者］Venkatesh Raghavan（大阪市立大学）、升

本 眞二（大阪市立大学）、野々垣 進

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究では北部ベトナムを流れる紅河流域都市におけ

る人間活動を含めた社会構造が、洪水（内水氾濫）、河川・

地下水の水質汚染、地盤沈下、地すべりなどの都市環境問

題に与える影響を解明することを目的とする。

今年度は、標高測量データ約 点、井戸掘削用のボ

ーリングデータ約 点、都市計画地図（ 分の ）約

枚を用いて、ハノイにおける地下構造モデリングを実施

した。具体的には、まず、収集したボーリングデータの岩

石土を 種類に区分した。次に、岩石土区分したボーリン

グデータについて岩相対比を行い、そこから地層境界の深
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度データをもとに、 つ地層境界の DEM を作成した。最

後に、これらの DEM を、標高測量データや都市計画図か

ら作成した地表の DEM と組み合わせ、 次元地質モデル

を構築・可視化した。これらの成果の一部を国内外の学会

で発表した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ハノイ、ボーリングデータ、3次元地質モ

デル

日本内湾の堆積物を用いた高時間解像度の環境復元

と人間社会への影響評価

［研究代表者］川幡 穂高（東京大学）

［研究担当者］鈴木 淳、山岡 香子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

湾内の水温が気温と高い相関を有するという特性を活

かして、沿岸堆積物柱状コアを用いて高時間解像度で高精

度の気温と関連環境指標の復元を行い、これらに影響を与

えた自然環境プロセスを明らかにするとともに、人間活動

への影響を評価する。これに基づき、社会の変化が人間社

会の内部要因によるのかどうかを判断する。最重要の目標

は弥生人が最初に日本に渡来した 年前（14C 年代で

紀元前 世紀）以降とするが、過去数千年間についても自

然環境プロセスとの関係を解析する。また、平城京での古

代消費社会以前、未汚染時の土壌の化学組成を明らかにす

る。研究は、）自然の作用のみによる環境の定量的復元、

）環境の人間活動への影響評価より構成される。これら

のデータとこれまで報告された文献を比較し、環境と人類

活動の関係について考察することが、本課題の目的である。

本年度は、課題計画初年度にあたり、沿岸堆積物柱状コア

の試料について、有機炭素濃度及び炭素窒素濃度比分析を

実施した。これらのデータは、放射性炭素年代、アルケノ

ン古水温、粒度分析、さらに花粉情報から推測される降雨

や湿度、森林の開墾など人間活動による土地利用状況の結

果と総合して、当時の古環境について検討が実施された。 
［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］古水温、弥生時代

地球史海洋底断面復元プロジェクト：太古代から原

生代への環境大変動解明

［研究代表者］清川 昌一（九州大学）

［研究担当者］後藤 孝介（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

生命進化は、地球表層環境（とくに大気・海洋の化学組

成）と密接に関係してきたと考えられている。しかし、太

古代や原生代では十分な生物化石が産出しないため、化石

記録に基づき、生命や地球表層環境の進化を議論すること

はほぼ不可能である。そのため、堆積岩などの化学組成に

基づき、当時の大気・海洋における物質循環を復元し、生

命進化や表層環境変動を制約することが一般的である。本

研究では、太古代の生命進化や大気・海洋酸化還元環境変

動の理解を念頭に、西オーストラリアのピルバラ地塊より

採取されたコア試料の地球化学組成を調べた。本年度は、

コア試料よりパイライト鉱物を分離し、そのレニウム・オ

スミウム同位体を測定した。その結果、レニウムは現世の

硫化物よりも濃度が低い傾向にあるが、オスミウム濃度は、

現世の硫化物と同程度あるいは濃集している傾向にある

ことを確認した。レニウム・オスミウム同位体の放射壊変

系に着目したところ、分析したパイライトの形成年代は、

～ 億年前と大きくバラつくことが分かった。このこと

は、様々な起源のパイライトが存在しており、現状の方法

では堆積時の情報を正確に求められないことを示してい

る。今後、太古代における海洋環境を復元していくために、

堆積時の情報を保持しているパイライトのみを、分析に必

要な量（～  mg）分離する方法を確立していく予定であ

る。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］太古代、地球史、Re-Os 同位体、地球化学 

ターミナル海盆の堆積記録を用いた南海トラフの地

震発生履歴の高精度化

［研究代表者］芦 寿一郎（東京大学）

［研究担当者］池原 研（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

海溝型巨大地震の過去の発生場所・時期の推定のために、

地震動によって発生した混濁流を逃さずに溜められる深

い凹地（ターミナル海盆）の堆積物から高精度で欠損のな

い地震履歴情報を得ることが目標である。本年はこの目標

のため、駿河湾から日向灘の海域において調査航海を実施

し、深海曳航式探査装置により表層地層探査記録と表層堆

積物試料を得た。表層地層探査記録には活構造による変形

地形が確認できた。また、熊野トラフの最新の重力流堆積

物層の表層地層探査記録と堆積物コアを得た。今後、堆積

物コアの解析により、重力流発生時期の特定を進める。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］南海トラフ、地震性タービダイト、ターミ

ナル海盆

国内古生物標本ネットワークの構築とキュレーティ

ング支援方法の確立

［研究代表者］伊藤 泰弘（東京大学）

［研究担当者］兼子 尚知（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究では、国内の古生物標本を所蔵する大学・博物館

・資料館等の標本データベースを横断的に検索できるよ

うネットワークを構築し、古生物学の論文に記載された証

拠標本（voucher specimen）について所蔵状況を明らかに

してその維持・管理体制を整備する。国内の大学・博物館

・資料館等における標本の所蔵状況を把握し、いくつかの

中・小型館等について標本整理や目録・データベースの

作成からその公開に至るキュレーティング活動を支援あ
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度データをもとに、 つ地層境界の DEM を作成した。最

後に、これらの DEM を、標高測量データや都市計画図か

ら作成した地表の DEM と組み合わせ、 次元地質モデル

を構築・可視化した。これらの成果の一部を国内外の学会

で発表した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ハノイ、ボーリングデータ、3次元地質モ

デル

日本内湾の堆積物を用いた高時間解像度の環境復元

と人間社会への影響評価

［研究代表者］川幡 穂高（東京大学）

［研究担当者］鈴木 淳、山岡 香子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

湾内の水温が気温と高い相関を有するという特性を活

かして、沿岸堆積物柱状コアを用いて高時間解像度で高精

度の気温と関連環境指標の復元を行い、これらに影響を与

えた自然環境プロセスを明らかにするとともに、人間活動

への影響を評価する。これに基づき、社会の変化が人間社

会の内部要因によるのかどうかを判断する。最重要の目標

は弥生人が最初に日本に渡来した 年前（14C 年代で

紀元前 世紀）以降とするが、過去数千年間についても自

然環境プロセスとの関係を解析する。また、平城京での古

代消費社会以前、未汚染時の土壌の化学組成を明らかにす

る。研究は、）自然の作用のみによる環境の定量的復元、

）環境の人間活動への影響評価より構成される。これら

のデータとこれまで報告された文献を比較し、環境と人類

活動の関係について考察することが、本課題の目的である。

本年度は、課題計画初年度にあたり、沿岸堆積物柱状コア

の試料について、有機炭素濃度及び炭素窒素濃度比分析を

実施した。これらのデータは、放射性炭素年代、アルケノ

ン古水温、粒度分析、さらに花粉情報から推測される降雨

や湿度、森林の開墾など人間活動による土地利用状況の結

果と総合して、当時の古環境について検討が実施された。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］古水温、弥生時代

地球史海洋底断面復元プロジェクト：太古代から原

生代への環境大変動解明

［研究代表者］清川 昌一（九州大学）

［研究担当者］後藤 孝介（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

生命進化は、地球表層環境（とくに大気・海洋の化学組

成）と密接に関係してきたと考えられている。しかし、太

古代や原生代では十分な生物化石が産出しないため、化石

記録に基づき、生命や地球表層環境の進化を議論すること

はほぼ不可能である。そのため、堆積岩などの化学組成に

基づき、当時の大気・海洋における物質循環を復元し、生

命進化や表層環境変動を制約することが一般的である。本

研究では、太古代の生命進化や大気・海洋酸化還元環境変

動の理解を念頭に、西オーストラリアのピルバラ地塊より

採取されたコア試料の地球化学組成を調べた。本年度は、

コア試料よりパイライト鉱物を分離し、そのレニウム・オ

スミウム同位体を測定した。その結果、レニウムは現世の

硫化物よりも濃度が低い傾向にあるが、オスミウム濃度は、

現世の硫化物と同程度あるいは濃集している傾向にある

ことを確認した。レニウム・オスミウム同位体の放射壊変

系に着目したところ、分析したパイライトの形成年代は、

～ 億年前と大きくバラつくことが分かった。このこと

は、様々な起源のパイライトが存在しており、現状の方法

では堆積時の情報を正確に求められないことを示してい

る。今後、太古代における海洋環境を復元していくために、

堆積時の情報を保持しているパイライトのみを、分析に必

要な量（～ mg）分離する方法を確立していく予定であ

る。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］太古代、地球史、Re-Os 同位体、地球化学

ターミナル海盆の堆積記録を用いた南海トラフの地

震発生履歴の高精度化

［研究代表者］芦 寿一郎（東京大学）

［研究担当者］池原 研（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

海溝型巨大地震の過去の発生場所・時期の推定のために、

地震動によって発生した混濁流を逃さずに溜められる深

い凹地（ターミナル海盆）の堆積物から高精度で欠損のな

い地震履歴情報を得ることが目標である。本年はこの目標

のため、駿河湾から日向灘の海域において調査航海を実施

し、深海曳航式探査装置により表層地層探査記録と表層堆

積物試料を得た。表層地層探査記録には活構造による変形

地形が確認できた。また、熊野トラフの最新の重力流堆積

物層の表層地層探査記録と堆積物コアを得た。今後、堆積

物コアの解析により、重力流発生時期の特定を進める。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］南海トラフ、地震性タービダイト、ターミ

ナル海盆

国内古生物標本ネットワークの構築とキュレーティ

ング支援方法の確立

［研究代表者］伊藤 泰弘（東京大学）

［研究担当者］兼子 尚知（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究では、国内の古生物標本を所蔵する大学・博物館

・資料館等の標本データベースを横断的に検索できるよ

うネットワークを構築し、古生物学の論文に記載された証

拠標本（voucher specimen）について所蔵状況を明らかに

してその維持・管理体制を整備する。国内の大学・博物館

・資料館等における標本の所蔵状況を把握し、いくつかの

中・小型館等について標本整理や目録・データベースの

作成からその公開に至るキュレーティング活動を支援あ

るいは共同で行い、それらの成果を恒久的に維持できるよ

うにアーカイブ等の仕組みを整備することを目指す。この

ような活動をケーススタディにして協力・支援方法を確

立する。古生物標本を横断的に検索できるネットワークと

し て 「 日 本 古 生 物 標 本 横 断 デ ー タ ベ ー ス

<http://jpaleodb.org/>」を構築し、その拡充をはかるため、

参加協力機関を増やす取り組みを行う。これは、参加協力

機関が収蔵する標本情報のアーカイブを形成し、情報が複

数のサーバに保存されていることによるバックアップ体

制を継続的に維持するものとなる。

今年度は、参加協力を依頼するための協議の目的で、南

相馬市博物館、いわき市石炭・化石館（共に福島県）、山

形大学附属博物館（山形県）、秋田大学国際資源学研究科

附属鉱業博物館（秋田県）、岩手県立博物館（岩手県）に

出張し、各館の担当者と日本古生物標本横断データベース

への参加とデータ提供の依頼を行った。また、日本古生物

学会例会（京都大学）において複数機関の担当者にデータ

提供を打診し、協力を依頼した。今後、これらの博物館か

らデータの提供を受けてデータベースを拡充する。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］古生物標本、データベース、博物館学

アラスカ湾堆積物から探る北米氷床の消長と海洋環

境動態

［研究代表者］須藤 斎（名古屋大学）

［研究担当者］今野 進（九州大学）、朝日 博史（韓国

極地研究所）、松崎 賢史

（契約職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究課題では、アラスカ沖の地域的な構造運動と古気

候・古海洋変動との関連性を明らかにすることを目的とし

ている。平成 年度は、IODP サイト U1417で採取され

た掘削コアの上部 mについて珪質微化石である放散虫

の生層序を確立し、年代モデルの構築を行った。分析が完

了した全 試料の内、年度内に処理したのは 試料であ

る。その結果、更新世の つの放散虫化石帯を設定した：

B. aquilonaris zone ( ～ ±  Ma)、S. universus 
zone ( ～ ±  Ma)、E. matuyamai zone ( ±

～ ±  Ma)。この他、年代決定に有効な生層準

である L. sakaii (  Ma)、 A. setosa (  Ma)、 S. 
japoniscus (  Ma)、 S. robusta (  Ma) の最終産出イ

ベントを認めた。 これらの成果は、平成 年度中に国際

誌に論文を投稿する予定である。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］アラスカ沖、生層序、放散虫

パレオテチス収束域における島弧－縁海系の発達・

崩壊過程に関する地質学的検証

［研究代表者］上野 勝美（福岡大学）

［研究担当者］原 英俊（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

東南アジアのパレオテチス沈み込み帯において、ペルム

系〜三畳系前弧海盆堆積物及び背弧海盆堆積物の後背地

解析により、発達した島弧－縁海系の地史を復元する。後

背地解析では、砂岩組成、全岩化学組成、及び砕屑性ジル

コン U-Pb 年代を融合することで、後背地における島弧火

成活動の復元及びその時間変遷を構築することを目的と

する。本年度は、タイ北部のナン地域及びペッチャブン地

域、またラオス北部ウドムサイ〜パックベン地域にて、砕

屑岩の調査及び試料採取、また砕屑性ジルコン U-Pb 年代

測定を行ない、同時代における前弧海盆と背弧海盆堆積物

の後背地の違いについて検討を行った。砕屑性ジルコン

U-Pb 年代分布及び砂岩組成の特徴から、前弧海盆堆積物

の後背地では島弧火成活動の影響が強く示唆されるのに

対し、背弧海盆堆積物の後背地は大陸及び背弧火成活動の

影響が加味される。なおタイ南部やラオスでは、地帯構造

区分が不明瞭になる。今後タイ北部で明らかになった前弧

～背弧海盆堆積物の特徴を他地域に適用することで、タイ

南部やラオスにてペルム～三畳紀の島弧発達過程を復元

することが可能になる。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］パレオテチス、沈み込み帯、砕屑性ジルコ

ン U-Pb 年代、タイ、ラオス 

沈降域の沖積層を用いた最終氷期最盛期以降の海水

準変動復元

［研究代表者］堀 和明（名古屋大学）

［研究担当者］田邉 晋、納谷 友規（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究は、テクトニックな沈降に伴って形成された、台

湾の南西部に分布する世界最厚の沖積層を用いて、海洋酸

素同位体ステージ（MIS） から最終氷期最盛期にかけた

海水準変動を復元することを目的としている。平成 年度

は、台南市付近において  m 長のオールコア・ボーリン

グを実施し、ボーリングコア堆積物の岩相と生物化石相の

記載のほか、各種解析を行った。  m 長のボーリングコ

ア堆積物の層序は、暫定的に次のように分けられる。ユニ

ット （深度 ～  m）：貝殻片と植物根を含む泥層、ユ

ニット（深度 ～  m）：貝殻片と植物根を含む砂層、

ユニット （深度 ～  m）：植物根を含む砂泥互層、ユ

ニット （深度 ～  m）：貝化石と生痕化石を含む砂泥

互層、ユニット （深度 ～  m）：貝化石と生痕化石を含

む砂層。このボーリングコア堆積物からは、これまでに

点の AMS 法による放射性炭素年代値を得ており、おおよ

そ、ユニット は>  cal kyr BP、ユニット は ～  cal 
kyr BP、ユニット は ～  cal kyr BP、ユニット は

～  cal kyr BP、ユニット は ～  cal kyr BP の堆積年代

を示す。最終氷期最盛期の年代を ～  cal kyr BP とみ

なすと、その層準はユニット ・ 境界のハイエイタスに相

当し、沖積層の基底は、このボーリングコア堆積物の深度
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約  m に位置することになる。従って、ユニット と は

MIS の堆積物、ユニット ～ は沖積層に相当すると考え

られる。なお沖積層のうち、ユニット は海進期の河成層、

ユニット は海進期の海成層、ユニット は海退期の海成層

と見なせる。このボーリングコア堆積物からは、 層準に

おいて、微化石の有無を調べたが、珪藻化石は全く含まれ

ていなかった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］台湾、嘉南平野、MIS3、沖積層、沈降 

深海における地磁気異常が明らかにする古地磁気変

動

［研究代表者］島 伸和（神戸大学）

［研究担当者］沖野 郷子（東京大学）、野木 義史（極

地研究所）、佐藤 太一

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

深海における地磁気観測から得られる地磁気異常を利

用することで、海洋底の磁化の記録から、地磁気の逆転の

より詳細な古地磁気変動を読み取ることが本研究の目的

である。具体的には、設定した調査海域において海上およ

び深海における地磁気観測を実施し、得られた地磁気観測

データを解析して、海洋底の磁化変化を推定する。

本年度の最も大きな実績は、調査海域 （インド洋）で

観測を、平成 年 月に学術研究船「白鳳丸」による調査

航海により実施したことである。観測には、海上曳航式

プロトン磁力計、船上 成分磁力計、深海曳航式磁力計を

用いて、海上および深海での地磁気観測データを取得した。

調査海域１には、 つの長大なトランスフォーム断層があ

る。トランスフォーム断層は、海洋底にある大きな傷で

マントルへの水の取り込みの有力な候補だと考えられて

いる。この長大なトランスフォーム断層の存在は、マン

トルへの水の取り込みによる蛇紋岩化現象とこれに伴う

磁化変化が起こりえる場所である。得られた観測データの

解析を開始している。

調査海域 での調査以外では、AUV「うらしま」に取り

付けて利用するオーバーハウザー型磁力計の導入を行っ

た。また、調査海域 （マリアナトラフ背弧海盆）での調

査を、（独）海洋研究開発機構の研究船利用公募課題とし

て提案したが、残念ながら不採択であった。一方、調査海

域4（太平洋ハワイ沖）での海上地磁気異常データのコン

パイルも開始している。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球磁場変動、地磁気異常、海洋底の磁化

中央海嶺下マントルの再考：マントルの均質／不均

質化と海洋プレートの物質科学的実体

［研究代表者］森下 知晃（金沢大学）

［研究担当者］針金 由美子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

中央海嶺起源とされる「メルト成分に枯渇したかんらん

岩」の成因を検討し、海洋マントル最上部物質における不

均質性と形成メカニズムを解明するために、拡大速度の異

なる海域から採取した中央海嶺のかんらん岩（比較として

島弧から採取されたかんらん岩も用いる）の岩石学・地球

化学・構造地質学的研究を行う。研究担当者は平成 年度

において、北極海のガッケル海嶺と伊豆-小笠原海溝から

採取されたかんらん岩について、化学組成分析と構造解析

を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋プレート、かんらん岩、不均質性、中

央海嶺、島弧 

生物源マグネタイトの役割の解明による古地磁気・

岩石磁気研究の刷新

［研究代表者］山崎 俊嗣（東京大学大気海洋研究所）

［研究担当者］七山 太（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

西部赤道太平洋の西カロリン海盆南部で採取された、過

去約 万年をカバーする 本のピストンコア（KR -
PC 、PC ）の X 線 CT 画像を撮影した。水深はそれぞれ

m（PC ）、 m（PC ）であり、堆積速度はとも

に平均約 cm/kyr である。これまでの環境岩石磁気学研

究により、この海域では北半球夏の日射量変動に伴うモン

スーン強度の変動により生物生産量が変化し、それが走磁

性バクテリアの生産を通じて生物源・陸源磁性鉱物の割合

を変化させているらしいことが判明した。炭酸塩含有量・

含水比を補正後の磁化率では、約 万年の周期的変動が卓

越することから、氷期・間氷期変動の影響を受けていると

も考えられる。粒度分布測定、磁化率異方性測定及び

kHz SBP 記録からは、底層流の影響を受けていること

が推定された。今年度新たに行った X 線 CT 画像によっ

て、大型生痕が複数の層準で発見され、今後より詳細に解

析することにより、この海域の深層水循環の変動と磁化率

変動との関係を考察したいと考えている。PC 、PC コア

について Iceland Basin excursion（~  ka）の古地磁気

強度記録を、堆積残留磁化による方法と10Be フラックス

による方法で比較したところ、lock-in depth は cm（PC ）、

cm（PC ）と差があった。このことは、両コア間で堆積

残留磁化獲得プロセスに違いがあることを示している。今

後 bioturbation 強度との関係を検討することが重要な課

題と考えている。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］生物源マグネタイト、古地磁気、岩石磁気

研究

タイ国産腕足動物化石の炭素・酸素同位体組成を用

いた石炭紀～ペルム紀の古環境復元

［研究代表者］井龍 康文（東北大学）
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約 m に位置することになる。従って、ユニット と は

MIS の堆積物、ユニット ～ は沖積層に相当すると考え

られる。なお沖積層のうち、ユニット は海進期の河成層、

ユニット は海進期の海成層、ユニット は海退期の海成層

と見なせる。このボーリングコア堆積物からは、 層準に

おいて、微化石の有無を調べたが、珪藻化石は全く含まれ

ていなかった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］台湾、嘉南平野、MIS3、沖積層、沈降

深海における地磁気異常が明らかにする古地磁気変

動

［研究代表者］島 伸和（神戸大学）

［研究担当者］沖野 郷子（東京大学）、野木 義史（極

地研究所）、佐藤 太一

（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

深海における地磁気観測から得られる地磁気異常を利

用することで、海洋底の磁化の記録から、地磁気の逆転の

より詳細な古地磁気変動を読み取ることが本研究の目的

である。具体的には、設定した調査海域において海上およ

び深海における地磁気観測を実施し、得られた地磁気観測

データを解析して、海洋底の磁化変化を推定する。

本年度の最も大きな実績は、調査海域 （インド洋）で

観測を、平成 年 月に学術研究船「白鳳丸」による調査

航海により実施したことである。観測には、海上曳航式

プロトン磁力計、船上 成分磁力計、深海曳航式磁力計を

用いて、海上および深海での地磁気観測データを取得した。

調査海域１には、 つの長大なトランスフォーム断層があ

る。トランスフォーム断層は、海洋底にある大きな傷で

マントルへの水の取り込みの有力な候補だと考えられて

いる。この長大なトランスフォーム断層の存在は、マン

トルへの水の取り込みによる蛇紋岩化現象とこれに伴う

磁化変化が起こりえる場所である。得られた観測データの

解析を開始している。

調査海域 での調査以外では、AUV「うらしま」に取り

付けて利用するオーバーハウザー型磁力計の導入を行っ

た。また、調査海域 （マリアナトラフ背弧海盆）での調

査を、（独）海洋研究開発機構の研究船利用公募課題とし

て提案したが、残念ながら不採択であった。一方、調査海

域4（太平洋ハワイ沖）での海上地磁気異常データのコン

パイルも開始している。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地球磁場変動、地磁気異常、海洋底の磁化

中央海嶺下マントルの再考：マントルの均質／不均

質化と海洋プレートの物質科学的実体

［研究代表者］森下 知晃（金沢大学）

［研究担当者］針金 由美子（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

中央海嶺起源とされる「メルト成分に枯渇したかんらん

岩」の成因を検討し、海洋マントル最上部物質における不

均質性と形成メカニズムを解明するために、拡大速度の異

なる海域から採取した中央海嶺のかんらん岩（比較として

島弧から採取されたかんらん岩も用いる）の岩石学・地球

化学・構造地質学的研究を行う。研究担当者は平成 年度

において、北極海のガッケル海嶺と伊豆-小笠原海溝から

採取されたかんらん岩について、化学組成分析と構造解析

を行った。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海洋プレート、かんらん岩、不均質性、中

央海嶺、島弧

生物源マグネタイトの役割の解明による古地磁気・

岩石磁気研究の刷新

［研究代表者］山崎 俊嗣（東京大学大気海洋研究所）

［研究担当者］七山 太（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

西部赤道太平洋の西カロリン海盆南部で採取された、過

去約 万年をカバーする 本のピストンコア（KR -
PC 、PC ）の X 線 CT 画像を撮影した。水深はそれぞれ

m（PC ）、 m（PC ）であり、堆積速度はとも

に平均約 cm/kyr である。これまでの環境岩石磁気学研

究により、この海域では北半球夏の日射量変動に伴うモン

スーン強度の変動により生物生産量が変化し、それが走磁

性バクテリアの生産を通じて生物源・陸源磁性鉱物の割合

を変化させているらしいことが判明した。炭酸塩含有量・

含水比を補正後の磁化率では、約 万年の周期的変動が卓

越することから、氷期・間氷期変動の影響を受けていると

も考えられる。粒度分布測定、磁化率異方性測定及び

kHz SBP 記録からは、底層流の影響を受けていること

が推定された。今年度新たに行った X 線 CT 画像によっ

て、大型生痕が複数の層準で発見され、今後より詳細に解

析することにより、この海域の深層水循環の変動と磁化率

変動との関係を考察したいと考えている。PC 、PC コア

について Iceland Basin excursion（~ ka）の古地磁気

強度記録を、堆積残留磁化による方法と10Be フラックス

による方法で比較したところ、lock-in depth は cm（PC ）、

cm（PC ）と差があった。このことは、両コア間で堆積

残留磁化獲得プロセスに違いがあることを示している。今

後 bioturbation 強度との関係を検討することが重要な課

題と考えている。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］生物源マグネタイト、古地磁気、岩石磁気

研究

タイ国産腕足動物化石の炭素・酸素同位体組成を用

いた石炭紀～ペルム紀の古環境復元

［研究代表者］井龍 康文（東北大学）

［研究担当者］原 英俊（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

タイには保存の良い石炭系～ペルム系の腕足動物化石

が産出することが知られている。この腕足動物化石殻にて

炭素・酸素同位体組成分析を行い、石炭紀～ペルム紀にか

けた熱帯赤道域の海洋環境変動を明らかにすることを目

的とする。昨年度の成果により、分析に適した腕足類化石

について理解が進んだ。今年度は、タイ北中部のペッチャ

ブン地域、タイ中西部のカンチャナブリー地域にて、分析

に適した種にしぼり腕足類化石の採集を行なった。採取の

際には、腕足類化石同位体組成の固体内変異、個体差、地

域差、種間差の違いに留意するため、地質柱状図を作成し

ながら産出層準の記載を行なった。採取した試料について、

東北大学にて、腕足類化石の記載・同定を行い、さらに代

表的試料の切断面観察を行なった。そして不要な続成作用

を被っている化石の除去、炭素・酸素同位体組成が当時の

海洋環境を反映している種と部位の選定を行ない、分析を

進めた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］腕足類、石炭紀、ペルム紀、炭素・酸素同

位体組成、タイ

南鳥島 EEZ に眠るマンガンノジュールとレアアー

ス泥の成因と資源ポテンシャル

［研究代表者］中村 謙太郎（東京大学）

［研究担当者］加藤 泰浩（東京大学）、藤永 公一郎

（東京大学）、沖野 郷子（東京大学）、

町田 嗣樹（海洋研究開発機構）、

佐藤 太一（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

最先端の電子技術や環境エネルギー技術に不可欠な希

土類元素（レアアース）や有価金属元素（レアメタル）の

安定確保は日本の経済・産業の未来を左右する重要課題と

なっている。共同研究者らは南鳥島の排他的経済水域

（EEZ）に、これまで日本の EEZ 内には存在しないと考

えられていた「マンガンノジュール」と「レアアース泥」

が存在していることを発見した。EEZ 内に新たに見つか

ったこれら資源の実態（分布、規模、成因）が明らかとな

れば、海底鉱物資源の開発に大きな弾みがつくだけでなく、

将来的に資源小国という宿命をも変える可能性がある。本

課題では南鳥島 EEZ 内のこれら資源について、「どこに」

「どのくらい」「どうして」存在するのかを明らかにする

ことを目的に研究を行なっている。

本年度は、南鳥島 EEZ 内のマンガンノジュールおよび

堆積物についての研究を進め、以下の結果を得た。

( )南鳥島 EEZ 内において調査船「みらい」による 航

海を実施し、ピストンコアラーを用いた海底堆積物のサン

プリングを実施した。その結果、超高濃度レアアース泥層

の分布する南鳥島南方海域において、合計 本のピストン

コアを採取することができた。 これまでに得られてい

るサブボトムプロファイラーの解析を行い、南鳥島 EEZ
全域におけるレアアース泥およびレアアース泥を覆う表

層泥の分布を明らかにし、学会発表、論文作成および投稿

を行った。 これまでに得られているマルチビーム音響

測深データの解析を行い、南鳥島 EEZ 南部から南東部に

掛けてのレアアース泥露出域においてマンガンノジュー

ル分布を示すと考えられる甲板者領域が広く分布してい

ることが明らかとなった。 これまでに南鳥島南方海域

において採取されたコア試料の化学組成分析を行い、昨年

度までに得られたすべてのコア試料の化学組成データを

得た。( マンガンノジュールの主成分元素・微量元素分

析を行い、その組成変化から南鳥島 EEZ 内のマンガンノ

ジュールは、同じく EEZ 内に存在する海山のマンガンク

ラストとよく似た組成およびの組成変化を示すことが明

らかとなった。 堆積物の化学組成解析から南鳥島 EEZ
内のレアアース泥は、サブボトムプロファイラーによる探

査では見分ける事のできない複数の層準に分けられるこ

とが明らかとなった。さらに、それらの層序は場所によっ

て欠落が認められ、レアアース泥の堆積期間中に少なくと

も1回は大きな削剥イベントが存在していた可能性が高

いことが示唆される。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］レアアース泥、南鳥島 EEZ、サブボトム

プロファイラー、マルチビーム音響測深機、

ピストンコア、マンガンノジュール

現代リスク社会の変容における公共政策の役割：公

共政策と「不確実性」

［研究代表者］清水 美香（京都大学）

［研究担当者］大谷 竜（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本年度は、大規模地震発生に関する予測過程の詳細解明

および、予測結果の社会での活用のために国民に伝えられ

るプロセス等を解明することを目的に、東日本大震災や東

海地震の事例を中心とするケーススタディを行った。政府

の地震調査研究推進本部や地震防災対策強化地域判定会

において、収集された地震学的データから、どのようなプ

ロセスで地震防災情報に変換されているのか、またそうし

た情報がどのように評価され社会に届けられているのか

について、既存文献や資料等から整理した。その上で、米

国のシンクタンクや地質ハザード評価に対応しているア

メリカ合衆国地質調査所ハワイ火山観測所などで行われ

ている同様の活動に関して情報収集や現地調査を実施し、

両者を比較した。その結果、両国のハザード評価の実施や

検討体制の相違が、地震や火山噴火等といった地質ハザー

ドに対応するための政策形成に大きな影響を及ぼしてい

ることが認められた。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地震、火山、地質ハザード、公共政策、不

確実性、リスク
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信頼度を含む高分解能地質情報を発信するための

Web-GIS  次元地質モデラーの開発 
［研究代表者］升本 眞二（大阪市立大学）

［研究担当者］根本 達也（大阪市立大学）、

Venkatesh Raghavan（大阪市立大学）、

野々垣 進（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、 次元地質情報を発信するために開発

した「Web-GIS による 次元地質モデリングシステム」を

実用的なものに進化させ、信頼度を含めた高分解能 次元

地質モデルの構築・発信を可能にすることである。

本年度は、理論的基礎の確立とシステム開発を行った。

理論的基礎の確立では、モデル空間全体を対象とする、地

質モデルの信頼度評価方法を確立した。一般に、複雑な地

質構造を示す空間領域では、より多くのデータが必要であ

る。また、個々のデータが影響する範囲は少ない。このこ

とを反映するために、本手法では、モデル空間全体をボク

セルで表現した上で、 次元に拡張したカーネル密度推定

法により、各セルにおけるデータ密度を求める。また、地

質体の分布から求めた地質モデルの複雑さを用いて、デー

タ密度を補正することで、地質モデルの信頼度を得る。シ

ステム開発では、確立した信頼度の評価方法に基づき、地

質境界面とモデル空間全体の信頼度を求めるプログラム

をそれぞれ開発した。また、地質境界の位置や傾きなどの

データを十分に反映するための、不等間隔節点に基づく双

次 B-スプラインを用いた地層境界面推定法とそのプロ

グラムを開発した。これにより、データが局所的に密集す

る場合でも、従来と比較して少ない計算量で、精度の高い

曲面推定が行えるようになった。これらの成果の一部を国

内外の学会で発表した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地質情報、信頼度、Web-GIS、 次元地質

モデル

低圧変成帯の温度圧力構造と島弧地殻のダイナミク

スの解明

［研究代表者］池田 剛（九州大学）

［研究担当者］宮崎 一博（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

島弧及び大陸縁辺部での対の変成帯形成過程を解明す

るために、未解明の部分の多い低圧型変成帯の温度圧力構

造、年代を明らかにし、数値シミュレーションによって地

殻内部の物質循環を明らかにする。本年度は、九州西部天

草の前期白亜紀高圧グラニュライト～角閃岩とほぼ同時

期に同様の条件で形成されたと推定される四国西部の唐

崎マイロナイト及び大島の大島変成岩の野外調査を行っ

た。野外調査により、以下のことが明らかになった。 ）

唐崎マイロナイトは角閃岩相程度で部分溶融を起こした

高温型の変成岩であり、その後著しいマイロナイト化を被

り、周囲の三波川変成岩とダクタイルな変形を伴いながら

接合している。 ）大島変成岩はグラニュライト相〜角閃

岩相の部分溶融した高温型変成岩とこれに貫入する閃緑

岩〜はんれい岩体からなり、部分的にマイロナイト化を被

っている。さらに、局所的にはシュードタキライトを生じ

ている。構造的下位の三波川変成作用を被った御荷鉾帯お

よび北部秩父帯の弱変成岩とは破砕帯を伴う断層で接す

る。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］変成帯、島弧地殻、温度圧力構造

 
有孔虫安定同位体組成のバラツキを活かす：海洋底

層環境指標の時空間評価へ向けた試み

［研究代表者］石村 豊穂（茨城工業高等専門学校）

［研究担当者］池原 研（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究では、海底堆積物中の底生有孔虫遺骸の安定酸

素・炭素同位体組成のバラツキから海洋底層環境を評価す

る手法の確立を目指している。本年度は昨年度に引き続き、

北海道沖から採取された表層堆積物中の底生有孔虫の種

ごとに 個体ごとの同位体測定を行い、そのバラツキの程

度を確認した。特に今年度は通常海底環境復元に使われる

Uvigerina akitaensis 以外の環境指標種の探索を行った。

その結果、十勝沖では Nonionellina labradorica、日高沖

では Islandiera norcrossi が環境指標として有用性が高い

ことが認定できた。また、日高沖では Bolivina spissa が

水温指標として利用できることが分かった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底環境、底生有孔虫、同位体

 
東海地震に関する防災政策の経済的インパクトの研

究

［研究代表者］宮崎 毅（九州大学）

［研究担当者］大谷 竜（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

昨年度に行った東海地震対策の民間住宅における被害

軽減効果について、分析の拡張を行った。具体的には、

本研究で用いているcounterfactual analysisの前提であ

る、大規模地震対策特別措置法や地震財特法施行前の地

震防災対策強化地域と全国における建物分布の前提条件

が満たされているのかを 年のデータで調べた。ま

た、耐震改修状況別の地震被害推定も行うことによっ

て、耐震改修の効果がどの程度あったのか、またその要

因は何であったのかについて検討した。その結果、分析

の方法は妥当であること、耐震改修には有意な減災効果

が認められなかったことが分かった。

またこうした分析を民間住宅のみならず、公共施設等も

含めた全ての建造物に拡張するために、公共施設等のデー

タベース構築も行った。今回は特に、東海地震の影響が最

も大きい静岡県に絞り、静岡県庁を訪問して静岡県の被害

想定で使用しているデータや東海地震対策の公共施設へ
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信頼度を含む高分解能地質情報を発信するための

Web-GIS 次元地質モデラーの開発

［研究代表者］升本 眞二（大阪市立大学）

［研究担当者］根本 達也（大阪市立大学）、

Venkatesh Raghavan（大阪市立大学）、

野々垣 進（常勤職員 名、他 名）

［研 究 内 容］

本研究の目的は、 次元地質情報を発信するために開発

した「Web-GIS による 次元地質モデリングシステム」を

実用的なものに進化させ、信頼度を含めた高分解能 次元

地質モデルの構築・発信を可能にすることである。

本年度は、理論的基礎の確立とシステム開発を行った。

理論的基礎の確立では、モデル空間全体を対象とする、地

質モデルの信頼度評価方法を確立した。一般に、複雑な地

質構造を示す空間領域では、より多くのデータが必要であ

る。また、個々のデータが影響する範囲は少ない。このこ

とを反映するために、本手法では、モデル空間全体をボク

セルで表現した上で、 次元に拡張したカーネル密度推定

法により、各セルにおけるデータ密度を求める。また、地

質体の分布から求めた地質モデルの複雑さを用いて、デー

タ密度を補正することで、地質モデルの信頼度を得る。シ

ステム開発では、確立した信頼度の評価方法に基づき、地

質境界面とモデル空間全体の信頼度を求めるプログラム

をそれぞれ開発した。また、地質境界の位置や傾きなどの

データを十分に反映するための、不等間隔節点に基づく双

次 B-スプラインを用いた地層境界面推定法とそのプロ

グラムを開発した。これにより、データが局所的に密集す

る場合でも、従来と比較して少ない計算量で、精度の高い

曲面推定が行えるようになった。これらの成果の一部を国

内外の学会で発表した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］地質情報、信頼度、Web-GIS、 次元地質

モデル

低圧変成帯の温度圧力構造と島弧地殻のダイナミク

スの解明

［研究代表者］池田 剛（九州大学）

［研究担当者］宮崎 一博（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

島弧及び大陸縁辺部での対の変成帯形成過程を解明す

るために、未解明の部分の多い低圧型変成帯の温度圧力構

造、年代を明らかにし、数値シミュレーションによって地

殻内部の物質循環を明らかにする。本年度は、九州西部天

草の前期白亜紀高圧グラニュライト～角閃岩とほぼ同時

期に同様の条件で形成されたと推定される四国西部の唐

崎マイロナイト及び大島の大島変成岩の野外調査を行っ

た。野外調査により、以下のことが明らかになった。 ）

唐崎マイロナイトは角閃岩相程度で部分溶融を起こした

高温型の変成岩であり、その後著しいマイロナイト化を被

り、周囲の三波川変成岩とダクタイルな変形を伴いながら

接合している。 ）大島変成岩はグラニュライト相〜角閃

岩相の部分溶融した高温型変成岩とこれに貫入する閃緑

岩〜はんれい岩体からなり、部分的にマイロナイト化を被

っている。さらに、局所的にはシュードタキライトを生じ

ている。構造的下位の三波川変成作用を被った御荷鉾帯お

よび北部秩父帯の弱変成岩とは破砕帯を伴う断層で接す

る。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］変成帯、島弧地殻、温度圧力構造

有孔虫安定同位体組成のバラツキを活かす：海洋底

層環境指標の時空間評価へ向けた試み

［研究代表者］石村 豊穂（茨城工業高等専門学校）

［研究担当者］池原 研（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

本研究では、海底堆積物中の底生有孔虫遺骸の安定酸

素・炭素同位体組成のバラツキから海洋底層環境を評価す

る手法の確立を目指している。本年度は昨年度に引き続き、

北海道沖から採取された表層堆積物中の底生有孔虫の種

ごとに 個体ごとの同位体測定を行い、そのバラツキの程

度を確認した。特に今年度は通常海底環境復元に使われる

Uvigerina akitaensis 以外の環境指標種の探索を行った。

その結果、十勝沖では Nonionellina labradorica、日高沖

では Islandiera norcrossi が環境指標として有用性が高い

ことが認定できた。また、日高沖では Bolivina spissa が

水温指標として利用できることが分かった。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］海底環境、底生有孔虫、同位体

東海地震に関する防災政策の経済的インパクトの研

究

［研究代表者］宮崎 毅（九州大学）

［研究担当者］大谷 竜（常勤職員 名）

［研 究 内 容］

昨年度に行った東海地震対策の民間住宅における被害

軽減効果について、分析の拡張を行った。具体的には、

本研究で用いているcounterfactual analysisの前提であ

る、大規模地震対策特別措置法や地震財特法施行前の地

震防災対策強化地域と全国における建物分布の前提条件

が満たされているのかを 年のデータで調べた。ま

た、耐震改修状況別の地震被害推定も行うことによっ

て、耐震改修の効果がどの程度あったのか、またその要

因は何であったのかについて検討した。その結果、分析

の方法は妥当であること、耐震改修には有意な減災効果

が認められなかったことが分かった。

またこうした分析を民間住宅のみならず、公共施設等も

含めた全ての建造物に拡張するために、公共施設等のデー

タベース構築も行った。今回は特に、東海地震の影響が最

も大きい静岡県に絞り、静岡県庁を訪問して静岡県の被害

想定で使用しているデータや東海地震対策の公共施設へ

の実施状況についてヒアリング調査を行った。その結果、

静岡県の第 次被害想定で使用していた 万戸以上の建

物およびその属性（場所、階数、建築年、場所、構造、耐

震補修状況）のデータを利用できることが分かり、それら

のアーカイブを行って、データベースを構築した。

［領 域 名］地質調査総合センター

［キーワード］ 地震財特法、大規模地震対策特別措置法、

東海地震、地震被害軽減効果、地震予知情

報
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名　　称 編　　纂 備　　考 発表年月

20万分の1沖縄島北部周辺海域海底地質図 荒井 晃作、佐藤 智之、井上 卓彦 海洋地質図, (85)DVD

沖縄島北部周辺海域重力異常図・磁気異常図 小田 啓邦、佐藤 太一 海洋地質図, (85)DVD

沖縄島北部周辺海域表層堆積図 板木 拓也 海洋地質図, (85)DVD

室蘭沖表層堆積図 池原 研、西村 昭 海洋地質図, (86)CD

関東の地球化学図
今井 登、岡井 貴司、太田 充恒、御子柴
真澄、金井 豊、久保田 蘭、立花 好子、寺
島 滋、池原 研、片山 肇、野田 篤

地球化学図

20万分の1地質図幅「松山」(第2版)

宮崎 一博、脇田 浩二、宮下 由香里、水野
清秀、高橋 雅紀、野田 篤、利光 誠一、角
井 朝昭、大野 哲二、名和 一成、宮川 歩
夢

20万分の1地質図幅

金華山沖表層堆積図 西村 昭、齋藤 文紀 海洋地質図, (87)CD

富士火山地域高分解能空中磁気異常図
大熊 茂雄、中塚 正、中野 俊、佐藤 秀幸、
大久保 綾子

空中磁気図, (47)

5万分の1地質図幅「茂原」 七山 太、中里 裕臣、大井 信三、中島 礼 5万分の1地質図幅

5.1　地質図類
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

地質地盤情報の活用促進と法整備 栗本 史雄 GSJ地質ニュース, 4(4), 107-113

無人探査機ハイパードルフィンによる相模湾東京
海底谷北壁の露頭目視観察

森 慎一、高橋 直樹、柴田 健一郎、田中
裕一郎、平田 大二、大島 光春、藤岡 換太
郎

地質学雑誌, 121(5), 161-166

石原 舜三、Orihashi Yuji

海底堆積物中のテフラ:その認定，記載から分析・
同定までの現状と課題

池原 研 火山, 60(2), 181-185

石原 舜三

紀伊半島北西部，高野山地域の上部白亜系花園
層

栗本 史雄、木村 克己、竹内 誠 地質調査研究報告, 66(3/4), 41-79

Xiao WU、Naishuang BI、金井 豊、齋藤 文
紀、Yong Zhang、Zuosheng YANG、Dejiang
FAN、Houjie WANG

つくば南観測井(茎崎コア)の基盤深成岩の統合
放射年代とその帰属

高木 秀雄、高橋 雅紀、林 広樹、笠原 敬
司、堀江 憲路、淺原 良浩、岩野 英樹、山
本 俊也、関口 渉次

地質学雑誌, 121(9), 325-337

宮崎 一博

KENSHI SUGA、TZEN-FU YUI、J.
GREGORY SHELLNUTT、TSAY-WAY
WU、YASUSHI MORI、宮崎 一博、BOR-

特集号「日本の大陸棚画定調査とその海洋底地
球科学への貢献」巻頭言

小原 泰彦、加藤 幸弘、西村 昭、中澤 努 地学雑誌, 124(5), 675-686

大陸棚調査が明らかにした日本南方海域海底の
地球科学的特徴

小原 泰彦、加藤 幸弘、吉田 剛、西村 昭 地学雑誌, 124(5), 687-709

フィリピン海の海盆形成とマグマティズム 石塚 治、小原 泰彦、湯浅 真人 地学雑誌, 124(5), 773-786

Michael Strasser、Antonio Cattaneo、池原
研、Cecilia McHuge

Van Lap Nguyen、Thi Kim Oanh Ta、齋藤
文紀、田村 亨

齋藤 文紀

池原 研

人間活動は沿岸域にどのようなインパクトを与えた
か:国際共同研究による解析と評価

柳 哲雄、齋藤 文紀、山室 真澄、小池 勲
夫

地球環境, 20(2), 181-187

日本学術会議公開講演会の案内 栗本 史雄 GSJ地質ニュース, 4(12), 363-364

Arthur Holmes Meeting 2015参加報告
石澤 尭史、渡部 真史、後藤 和久、池原
研、Simon Wallis、井龍 康文

日本地質学会News, 18(12), 11-12

Jason R. Patton、Chris Goldfinger、Ann E.
Morey、池原 研、Chris Romsos、Joseph
Stoner、Yusuf Djadjadihardja、Udrekh、Sri
Ardhyastuti、Eddy Zulkarnaen Gaffar、

ターミナル小海盆:タービダイト古地震学の一つの
ターゲット

池原 研 第四紀研究, 54, 345-358

Nageswara Rao Kakani、齋藤 文紀、
K.Ch.V. Naga Kumar、Demudu G.、A.S.
Rajawat、Sumiko Kubo、Zhen Li

5.2　誌上発表

地質情報研究部門
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

石原 舜三、Moriyama Takeru

中村 良介、松永 恒雄、岩崎 晃、土田 聡、
谷井 純、鹿志村 修、山本 浩万、立川 哲
史、六川 修一

房総半島沖野島海底谷の海底地形・地質および
生物の目視観察:NT12-22 次航海ハイパードル
フィン#1426 潜航潜水調査報告-Visual 高橋 直樹、三森 亮介、小味 亮介、根本

卓、岩瀬 成知、大島 光春、平田 大二、柴
田 健一郎、森 慎一、西川 徹、田中 裕一
郎、大橋 みさき、満澤 巨彦、藤岡 換太郎

北海道東部浦幌町の古第三系縫別層から産出す
る保存のよい珪藻化石

嶋田 智恵子、山崎 誠、天野 和孝、Robert
G. Jenkins、田中 裕一郎、疋田 良識、秋葉
文雄

地質学雑誌, 122(2), 81-85

Kitahashi Tomo、Watanabe Himiko、池原
研、Jenkins Robert G.、Kojima Shigeaki、

齋藤 文紀、Koji Okumura、Takehiko
Suzuki、Yusuke Yokoyama、Masami Izuho

英国・シェットランド諸島における古津波痕跡
石澤 尭史、渡部 真史、後藤 和久、池原
研、Simon Wallis、井龍 康文

地質学雑誌, 122(3), I-II

山田 圭太郎、竹村 恵二、加 三千宣、池原
研、山本 正伸

第一章古秩父湾を知る．3.古秩父湾の地層，第
四章2.秩父盆地の形成と関東平野の成り立ち

高橋 雅紀 古秩父湾, 47-48

齋藤 文紀、池原 研、田村 亨
Japan. Geological Society, London, 409–

和歌山県北西部，御荷鉾緑色岩類のK-Ar年代 栗本 史雄 地質調査研究報告, 64(3/4), 113-119

東北地方太平洋沖地震で発生した液状化地層の
はぎ取り標本

宮地 良典、小松原 琢、水野 清秀、風岡
修

堆積学研究, 74(1), 2-2

佐々木 華、斎藤 めぐみ、小松原 純子、石
原 与四郎

堆積学研究, 74(1), 31-43

堀 和明、田邉 晋

プラントオパール分析に基づく太田川低地南部の
堤間湿地における完新世後期の海岸植生変化の
復元

佐藤 善輝、飯田 杏奈、池田 一貴、安江
健一、廣内 大助

平成26年度 地域防災研究センター年次報
告書, 35-41

久留里〜大多喜間の地質調査 小松原 琢 地質調査総合センター速報, (68), 27-38

千葉県北西部の沖積層基準ボーリング調査 宮地 良典、小松原 純子、中島 礼 地質調査総合センター速報, (68), 61-71

多摩川低地における岩相とN値の空間分布 田邉 晋、石原 与四郎 地質調査総合センター速報, (68), 73-81

足柄平野における沖積層のボーリング調査と珪藻
分析

佐藤 善輝、水野 清秀、細矢 卓志、植木
忠正、森田 祥子、山崎 晴雄

地質調査総合センター速報, (68), 83-105

活断層の変位速度と盆地の沈降運動からみた日
本弧の第四紀テクトニクス

小松原 琢 活断層研究, (43), 17-34

田邉 晋、中西 利典、石原 与四郎、中島
礼

茨城県常総市における平成27年関東・東北豪雨
の洪水堆積物調査

佐藤 善輝、宮地 良典、田邉 晋、小松原
純子、納谷 友規

GSJ地質ニュース, 5(1), 1-6

九十九里平野でのボーリング調査風景 小松原 純子 GSJ地質ニュース, 5(2), 0-0

浜松平野西部における完新世後期の浜堤列の地
形発達過程

佐藤 善輝、藤原 治、小野 映介 第四紀研究, 55(1), 17-35

「弥生の小海退」の海水準低下レベルの測定 田邉 晋、堀 和明 学術研究助成報告書, 107-118

地質情報研究部門 平野地質研究グループ
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

日本地方地質誌「四国地方」，第四系 水野 清秀 日本地方地質誌7四国地方, 288-310

藤原 治、藤野 滋弘、小松原 純子、守田
益宗、行谷 佑一

田村 糸子、岡田 誠、水野 清秀

佐藤 善輝、松岡 裕美、岡村 眞、鹿島 薫

須貝 俊彦、佐藤 壮紀、水野 清秀、杉山
雄一

地質で語る百名山‐早池峰山‐ 内野 隆之 GSJ地質ニュース, 4(5), 142-144

西田 梢、鈴木 淳、磯野 良介、林 正裕、渡
邉 裕介、山本 雄三、入江 貴博、野尻 幸
宏、森 千晴、佐藤 瑞穂、佐藤 圭、佐々木
猛智

五十嵐 八枝子、山本 正伸、野田 篤、池原
研、片山 肇

中西 利典、Wan HONG、Ki Suk Sung、Kil
Ho Sung、中島 礼

Paul L. Heller、Deidre Ratigan、Sheila
Trampush、野田 篤、Brandon McElroy、
James Drever、Snehalata Huzurbazar

Safonova, I.、Kojima, S.、中江 訓、Romer,
R.L.、Seltmann, R.、Sano, H.、Onoue, T.

遠藤 俊祐、水上 知行、ウォリス サイモン、
田村 明弘、荒井 章司

菅 賢志、平田 岳史、福山 繭子、小笠原
正継

SIP「次世代海洋資源調査技術」における産総研
の2015年度の取り組み

山崎 徹、池原 研、後藤 孝介、井上 卓彦 GSJ地質ニュース, 4(7), 191-195

高橋 浩

細井 淳、岡田 誠、後閑 友裕、天野 一男、

高橋 浩

山崎 徹、山下 康平、小笠原 正継、斎藤
元治

地質調査研究報告, 66(9/10), 179-197

佐藤 大介、松浦 浩久、山元 孝広

小笠原 正継、福山 繭子、堀江 憲治

地質情報研究部門 地殻岩石研究グループ

地質情報研究部門 層序構造地質研究グループ
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

高橋 浩、御子柴 真澄、久保 和也、岩野
英樹、檀原 徹、平田 岳史

積層型精密立体地質模型:3D造型とプロジェク
ションマッピングを用いた地下構造の新規可視化
法とその応用

芝原 暁彦、木村 克己、西山 昭一 地図, 53(1), 36-46

日本列島におけるスラブ起源水の上昇地域の分
布図

風早 康平、高橋 正明、切田 司、内藤 一
樹、渡部 芳夫

GSJ研究資料集, 616

Dan Uehara、Ray Cas、Chris Folks、宝田
晋治、小田 啓邦、Massimiliano Porreca

2014年8月20日広島豪雨による土石流発生地域
の地質

斎藤 眞、川畑 大作、佐藤 大介、土志田
正二、新井場 公徳

地質学雑誌, 121(9), 339-346

スマートタイルアーキテクチャの考案とシームレス
地質図への適用

西岡 芳晴、長津 樹理 情報地質, 26(3), 113-120

20万分の1地質図幅「大分」(第2版)の発行 星住 英夫、斎藤 眞 測量, (775), 52-52

磁化率(magnetic susceptibility)を巡る雑感 森尻 理恵、中川 充 GSJ地質ニュース, 4(12), 337-345

PNG標高タイル-Web利用に適した標高ファイル
フォーマットの考案と実装-

西岡 芳晴、長津 樹理 情報地質, 26(4), 155-163

内野 隆之

山口県美祢市産大理石石材「霞」にみられる石炭
-ペルム紀の造礁生物群

中澤 努、藤川 将之、上野 勝美 GSJ地質ニュース, 4(5), 129-130

チャン ティ アン、ベンカテッシュ ラガワン、
升本 眞二、根本 達也、野々垣 進、米澤
剛

片桐 淳、松島 亘志、山田 恭央、土山 明、
中野 司、上杉 健太朗、大竹 真紀子、佐伯
和人

中澤 努、井川 敏恵、上野 勝美、藤川 将
之

成田・印西における更新統下総層群木下層の堆
積相と物性:GS-NT-1及びGS-IZ-1ボーリング調
査概要

中澤 努、坂田 健太郎、中里 裕臣 地質調査総合センター速報, (68), 39-51

JACIC様式ボーリング柱状図管理システムの開発 野々垣 進、中澤 努 地質調査総合センター速報, (68), 53-59

根本 達也、升本 眞二、野々垣 進、ベンカ
テッシュ ラガワン、米澤 剛

吉田 健太、Takao Hirajima、三宅 明、土山
明、Shugo Ohi、中野 司、上杉 健太朗

松本 徹、土山 明、三宅 明、野口 高明、中
村 美千彦、上杉 健太朗、竹内 晃久、鈴木
芳生、中野 司

東京都日の出町産大理石石材「青梅石」 中澤 努、上野 勝美、乾 睦子、鎌田 光美 GSJ地質ニュース, 4(10), 283-284

秋吉帯の海洋島起源の石炭紀-ペルム紀石灰岩
におけるリンの偏在

坂田 健太郎、中澤 努、岡井 貴司、上野
勝美

地質調査研究報告, 66(11/12), 199-212

産総研一般公開チャレンジコーナー「地盤の揺れ
るようすを目の前で見てみよう!」

内出 崇彦、武田 直人、長 郁夫、松原 正
樹、今西 和俊、白濱 吉起、落 唯史、木口
努

GSJ地質ニュース, 5(1), 27-30

国内産古生代大理石石材の岩相とその成因
中澤 努、井川 敏恵、上野 勝美、藤川 将
之

石灰石, (399), 20-43

海陸シームレス地質情報集「石狩低地帯南部沿
岸域」

尾崎 正紀 測量, 66(2), 52-52

地質情報研究部門 情報地質研究グループ

地質情報研究部門 シームレス地質情報研究グループ
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

ASTER自動モザイク手法の開発 浦井 稔
日本リモートセンシング学会第58回学術講
演会論文集, 129-130

研究室紹介 地質調査総合センター 地質情報研
究部門 リモートセンシング研究グループ

岩男 弘毅 リモートセンシング学会誌, 35(3), 188-190

Asep Saepuloh、小池 克明、浦井 稔、ヨサ
ファット テトォコ スリ スマンティヨ

Tomoaki Miura、小畑 建太、Javzan
Azuma、Alfredo R. Huete、吉岡 博貴

GDEM V3の検証結果 浦井 稔、西岡 芳晴
日本リモートセンシング学会第59回学術講
演会論文集, 77-78

谷口 健太、吉岡 博貴、小畑 建太

小畑 建太、土田 聡、岩男 弘毅

三浦 宗徳、小畑 建太、吉岡 博貴

J-STAGEアクセス統計から見た利用者の動向 山本 浩万 リモートセンシング学会誌, 35(5), 343-345

Watanabe Manabu、Motohka Takeshi、
Shiraishi Tomohiro、Rajesh Bahadur
Thapa、Yonezawa Chinatsu、中村 和樹、

山本 浩万、神山 徹、小畑 建太、土田 聡

小畑 建太、Tomoaki Miura、吉岡 博貴、
Alfredo R. Huete、Marco Vargas

谷口 健太、小畑 建太、吉岡 博貴

Thomas Cudahy、Mike Caccetta、Matilda
Thomas、Robert Hewson、Michael
Abrams、Masatane Kato、Osamu
Kashimura、二宮 芳樹、Yasushi
Yamaguchi、Simon Collings、Carsten
Laukamp、Cindy Ong、Ian Lau、Andrew
Rodger、Joanne Chia、Peter Warren、
Robert Woodcock、Ryan Fraser、Terry
Rankine、Josh Vote、Patrice de Caritat、
Pauline English、Dave Meyer、Chris
Doescher、Bihong Fu、Pilong Shi、Ross

久保田 好美、木元 克典、板木 拓也、横山
祐典、宮入 陽介、松崎 浩之

松崎 賢史、鈴木 紀毅、西 弘嗣、林 広樹、
Babu R. Gyawali、Reishi Takashima、

房総半島東部沿岸における反射法音波探査結果
概要

古山 精史朗、佐藤 智之 地質調査総合センター速報, (68),1-8

房総半島東方沖海底堆積物調査の概要 西田　尚央，味岡　拓，池原　研 地質調査総合センター速報, (68), 9-18

地質情報研究部門 海洋地質研究グループ

地質情報研究部門 リモートセンシング研究グループ
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発表題目 発表者 掲載誌, 巻 (号), ページ 発表年月

Sean P.S. Gulick、John M. Jaeger、Alan C
Mix、朝日 博史、Heinrich Bahlburg、
Christina L Belanger、Glaucia B.B.
Berbel、Laurel Childress、Ellen Cowan、
Laureen Drab、Matthias Forwick、福村 朱
美、Shulan Ge、Shyam Gupta、喜岡 新、今
野 進、Leah J. LeVay、Christian Marz、松
崎 賢史、Erin L. McClymont、Chris Moy、
Juliane Mueller、中村 淳路、Takanori
Ojima、Fabiana R Ribeiro、Kenneth D
Ridgway、Oscar E Romero、Angela L.
Slagle、Joseph Stoner、Guillaume St-
Onge、Itsuki Suto、Maureen D Walczak、
Lindsay L Worthington、Ian Bailey、Eva
Enkelmann、Robert Reece、John M Swartz

古山 精史朗、狩野 彰宏、国光 陽子、石川
剛志、王 偉

荒井 晃作、松田 博貴、佐々木 圭一、町山
栄章、山口 毅、井上 卓彦、佐藤 太一、高
柳 栄子、井龍 康文

GH15及びGK15-2航海の概要 板木 拓也 地質調査総合センター速報, (70), 1-4

GH15 航海におけるサブボトムプロファイラー音波
探査概要

古山 精史朗、佐藤 智之、井上 卓彦 地質調査総合センター速報, (70), 35-42

GH15航海における反射法音波探査概要 井上 卓彦、佐藤 智之、古山 精史朗 地質調査総合センター速報, (70), 43-58

GH15航海のROV潜航調査で採取された岩石試
料

板木 拓也、井上 卓彦、佐藤 智之、佐藤
雅彦

地質調査総合センター速報, (70), 59-65

奄美大島，徳之島，喜界島周辺海域の底質分布
西田 尚央、板木 拓也、片山 肇、兼子 尚
知、味岡 拓、天野 敦子、平本 潤

地質調査総合センター速報, (70), 66-74

デジタル海底カメラを用いたGK15-2航海におけ
る奄美大島周辺海域の海底観察

片山 肇、兼子 尚知、板木 拓也、西田 尚
央

地質調査総合センター速報, (70), 75-79

CTD観測による奄美大島周辺海域の水塊構造 味岡 拓、西田 尚央、鈴木 淳、板木 拓也 地質調査総合センター速報, (70), 80-87

西田 尚央、風岡 修、泉 賢太郎、菅沼 悠
介、岡田 誠、吉田 剛、荻津 達、中里 裕
臣、亀山 瞬、香川 淳、森崎 正昭、楡井 久

天野 敦子、板木 拓也

山本 康人、味岡 拓、山本 正伸
380–391

浅層地下の大型定方位試料採取法のツールとし
ての改良型ACEライナー:液状化-流動化調査工
事への応用

重野 聖之、福間 哲、風岡 修、吉田 剛、七
山 太

GSJ地質ニュース, 4(4), 101-106

＜新刊紹介＞地球全史スーパー年表 七山 太 GSJ地質ニュース, 4(4), 124-125

山野 秀将、西野 裕之、岡野 靖、栗坂 健
一、堺 公明、山元 孝広、石塚 吉浩、古川
竜太、下司 信夫、七山 太、高田 孝、東 恵
美子

山野 秀将、西野 裕之、栗坂 健一、岡野
靖、山元 孝広、石塚 吉浩、古川 竜太、下
司 信夫、七山 太、高田 孝、東 恵美子

＜表紙＞2013年1月28日に機内から撮影された
室戸半島と室戸ジオパーク

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(5)

地学教育教材Emriverジオモデルのご紹介と若干
の水理学的考察

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(5), 138-141

地質標本館2015夏の特別展ジオパークで見る日
本の地質.

渡辺 真人 地質調査総合センター研究資料集, 618

地質情報研究部門 地球変動史研究グループ
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＜表紙＞南九州市番所鼻(ばんどころばな)から望
む開聞岳

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(6)

＜新作DVD映画のご紹介＞ ポンペイ(POMPEII) 七山 太 GSJ地質ニュース, 4(6), 181-182

＜表紙＞ケルバーンケーブルカー駅から見渡し
たウェリントン湾と傾斜地に形成された市街地

七山 太 GSJ地質ニュース,4(7)

＜新刊紹介＞遠藤邦彦［著］日本の沖積層-未来
と過去を結ぶ最新の地層-

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(7), 210-212

河合 淳、宮本 政和、尾形 久直、小田 啓
邦、宮城 磯治、佐藤 雅彦、藤平 潤一

佐藤 雅彦、山本 裕二、西岡 孝、小玉 一
人、望月 伸竜、臼井 洋一、綱川 秀夫

佐藤 雅彦、槇尾 雅人、林 辰弥、大野 正
夫

＜表紙＞航空機から撮影された東シベリア平原と
レナ川水系の蛇行河川地形

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(8)

美味しいお菓子になった伊豆半島のジオサイト!:9
つのジオガシの試食レポート

吉川 秀樹、渡辺 和明、七山 太 GSJ地質ニュース, 4(8), 235-240

＜新刊紹介＞土地の「未来」は地形でわかる:災
害を予測する変動地形学の世界

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(8), 243-245

D. A. Hodell、L. Lourens、S. Crowhurst、
T. Konijnendijk、F. Jimenez-Espejo、L.
Skinner、P.C. Tzedakis、the Shackleton
Site Project Members、七山 太、西田 尚央

地質標本館2015夏の特別展ジオパークで見る日
本の地質(ポスターデータ)

渡辺 真人 地質調査総合センター研究資料集, 622

＜表紙＞ペトロパブロフスク・カムチャツキー市街
地から見渡したアバチャ湾

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(9)

茨城県出身の測量士ならびに探検家であった間
宮林蔵の地理学的偉業に関する私的考察

渡辺 和明、吉川 秀樹、七山 太 GSJ地質ニュース, 4(9), 231-238

佐藤 雅彦、山本 伸次、山本 裕二、岡田
吉弘、大野 正夫、綱川 秀夫、丸山 茂徳

＜表紙＞航空機から撮影された九州最南端大隅
半島佐多岬の先端部分

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(10)

R/V Joides Resolution 乗船レポート:3度乗船した
セディメントロジストの視線から垣間見えること

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(10), 231-238

＜新刊紹介＞ 日本の土 地質学が明かす黒土と
縄文文化 山野井徹［著］

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(10), 309-310

ジオパークの理念、枠組みと現状 渡辺 真人 歴史と地理, (688), 1-8

＜表紙＞航空機から撮影された鬼界カルデラ北
壁の断片，竹島と薩摩硫黄島

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(11)

＜新刊紹介＞ うなぎ 一億年の謎を追う 塚本勝
巳［著］

七山 太 GSJ地質ニュース, 4(11), 338-339

、小田 啓邦

＜表紙＞航空機から見た浜名湖と今切 七山 太 GSJ地質ニュース, 4(12)

komatiites at 300℃ and 500 bar

渋谷 岳造、吉崎 もと子、佐藤 雅彦、清水
健二、中村 謙太郎、大森 聡一、鈴木 勝
彦、高井 研、綱川 秀夫、丸山 茂徳

＜表紙＞航空機から見たリスボン港とテージョ川
河口

七山 太 GSJ地質ニュース, 5(1)

野付半島ネイチャークラブ主催“オンネニクルの
森を歩こう”実施報告

渡辺 和明、重野 聖之、石渡 一人、七山
太

GSJ地質ニュース, 5(1), 19-24

＜新刊紹介＞時を刻む湖 7万枚の地層に挑んだ
科学者たち

七山 太 GSJ地質ニュース, 5(1), 29-30

田澤 純一、兼子 尚知
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＜新刊紹介＞火山噴火何が起こる? どう、そなえ
る?(楽しい調べ学習シリーズ)

古川 竜太、七山 太 GSJ地質ニュース, 5(2), 65-66

堀内 一穂、鎌田 佳苗、前島 舜、佐々木
祥、佐々木 宣欣、山崎 俊嗣、藤田 秀二、
本山 秀明、松崎 浩之

黒川 宏之、臼井 寛裕、佐藤 雅彦

GH15調査航海における重力異常・磁気異常観測
の概要

佐藤 雅彦、佐藤 太一 地質調査総合センター速報, (70), 23-34

GH15調査航海(奄美大島西方海域)における海
底地形観測の概要

佐藤 雅彦、佐藤 太一 地質調査総合センター速報, (70), 15-22

GH15調査航海におけるCTD及び海中音速度観
測の概要

佐藤 雅彦、佐藤 太一、板木 拓也 地質調査総合センター速報, (70), 5-14

＜表紙＞＞野付半島から見た国後島の爺々岳と
ケラムイ崎

渡辺 和明、七山 太 GSJ地質ニュース, 5(3)

＜新刊紹介＞ 地球惑星科学入門 第2版 在田一
則・竹下 徹・見延庄士郎・渡部重十 編著

七山 太 GSJ地質ニュース, 5(3), 95-96

茂原地域の地質 第1章 地形 大井 信三、七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第2章 地質概説 七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第3章 上総層群 七山 太、中里 裕臣、中島 礼 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第4章 下総層群 大井 信三、七山 太、中島 礼、中里 裕臣 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第5章 新期段丘堆積物および
新期関東ローム層

大井 信三、七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第6章 沖積層と完新世段丘堆
積物

中島 礼、大井 信三、七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第7章 地殻変動と地質構造 七山 太、中里 裕臣 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第8章 資源地質 七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第9章 応用地質 七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

茂原地域の地質 第10章 上総層群上〜中部層準
のテフラカタログ

中里 裕臣、七山 太 地域地質研究報告(5万分の1地質図幅)

小田 啓邦、宮城 磯治、河合 淳、菅沼 悠
介、船木 實、今栄 直也、三河内 岳、山本
裕二、松崎 琢也

Takashi Miyazaki、Jun-Ichi Kimura、Ryoko
Senda、Bogdan S. Vaglarov、Qing Chang、
Toshiro Takahashi、Yuka Hirahara、
Folkmar Hauff、Yasutaka Hayasaka、Sakae
Sano、下田 玄、石塚 治

相模湾北部沿岸域における海底重力調査 大熊 茂雄、駒澤 正夫、押田 淳
地質調査総合センター速報, (68), 107-

相模湾北部沿岸域における高分解能空中磁気探
査

大熊 茂雄、中塚 正、上田 匠
地質調査総合センター速報, (68), 115-

本邦沿岸域における高分解能空中磁気探査 大熊 茂雄、中塚 正
物理探査学会第133回(平成27年度秋季)
学術講演会, 62-65

玄武岩基盤までの磁気的深度:スペクトル深度解
析法の拡張(原題:Magnetic depths to basalts:
extension of spectral depths methodの要旨の翻
訳)

大熊 茂雄、盛川 仁 物理探査, 68(4), 307-308

後藤 孝介、下田 玄、Ariel D. Anbar、
Gwyneth W. Gordon、針金 由美子、仙田
量子、鈴木 勝彦

空中磁気データによる地熱地域の3次元地下イ
メージング解析-秋田焼山を例として-

大熊 茂雄、中塚 正 物理探査, 69(1), 41-51

天野 和孝、ロバート ジェンキンズ、西田 梢

地質情報研究部門 海洋環境地質研究グループ

地質情報研究部門 資源テクトニクス研究グループ
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田村 亨、澤井 祐紀、池原 研、中島 礼、原
淳子、金井 豊

澤井 祐紀、行谷 佑一、田村 亨、中島 礼、
谷川 晃一朗

眞中 卓也、大谷 壮矢、稲村 明彦、鈴木
淳、Thura Aung、石輪 健樹、Raywadee
Roachanakanan、川幡 穂高

吉村 寿紘、泉田 悠人、中島 礼、石村 豊
穂、鹿園 直建、川幡 穂高、鈴木 淳

吉村 寿紘、為則 雄祐、高橋 修、Luan
Trong Nguyen、長谷川 浩、岩崎 望、黒柳
あずみ、鈴木 淳、川幡 穂高

岡崎 浩子、郭 栄珠、田村 亨

西嶋 渉、塚崎 あゆみ、谷本 照己、長尾
正之、鶴島 修夫、鈴村 昌弘

田中 泰章、Grottoli, A. G.、Matsui, Y.、鈴
木 淳、酒井 一彦

窪田 薫、横山 祐典、石川 剛志、鈴木 淳

眞中 卓也、牛江 裕行、荒岡 大輔、大谷
壮矢、稲村 明彦、鈴木 淳、H. M. Zakir
Hossain、川幡 穂高

井上 麻夕里、Gussone, Nikolaus、古賀 奏
子、岩瀬 晃啓、鈴木 淳、酒井 一彦、川幡
穂高

田村 亨、澤井 祐紀、伊藤 一充

澤井 祐紀、谷川 晃一朗、田村 亨、行谷
佑一

Rintaro Ono、Chiaki Katagiri、Hironobu
Kan、長尾 正之、Yumiko Nakanishi、Yuji
Yamamoto、Fumiaki Takemura、Norimitsu

田中 明子、上原 克人、田村 亨、齋藤 文
紀、Nguyen Van Lap、TA Thi Kim Oanh

石輪 健樹、横山 祐典、宮入 陽介、
Obrochta Stephen、佐々木 猛智、北村 晃
寿、鈴木 淳、池原 実、池原 研、木元 克
典、Julien Bourget、松崎 裕之

太田 充恒、今井 登、寺島 滋、立花 好子、
池原 研、片山 肇

地質調査研究報告, 66(3/4), 81-101

太田 充恒、今井 登、寺島 滋、立花 好子

地質調査総合センターにおけるエアロゾル中の天
然及び人工放射性核種の長期観測(2011年-
2014年)

金井 豊 地質調査研究報告, 66(5/6), 143-157

北海道然別地域で観察された珪華で覆われた河
床

岡崎 智鶴子、松枝 大治、金井 豊、三田
直樹、青木 正博、乙幡 康之

地質調査研究報告, 66(6/7), 表紙

ブラジル産風化カーボナタイト試料中のウラン定
量法の比較検討

金井 豊 地質調査研究報告, 66(7/8), 159-167

北海道然別地域で採取されたオパールの鉱物
学・地球化学に関する予察的研究

岡崎 智鶴子、松枝 大治、金井 豊、三田
直樹、青木 正博、乙幡 康之

地質調査研究報告, 66(7/8), 169-178

地質情報研究部門 地球化学研究グループ
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原発事故後の地質調査総合センターにおけるエ
アロゾル中放射性核種の長期観測

金井 豊

「関東の地球化学図」の発行 今井 登、岡井 貴司 測量, 66(1), 57-57

ブラジルのサリトレ鉱床における風化カーボナタイ
ト土壌中ウランのキャラクタリゼーション

金井 豊

32〜38億年の時空を越えて 〜生きる「黒と赤」の
標本に見る地球史〜 「黒い、オンネトー湯の滝マ
ンガン酸化物生成地」と「赤い、錦沼褐鉄鉱床」

三田 直樹、岡崎 智鶴子、金井 豊、御子柴
真澄、布施 恭一、布施 裕子、石川 孝織

雌阿寒岳・オンネトーの「ジオ」をさぐれ!,

沖永良部島-徳之島北西海域(GK14航海)で採取
された海底表層堆積物の化学組成

太田 充恒、今井 登、寺島 滋、立花 好子、
天野 敦子、板木 拓也、片山 肇、池原 研、
岡井 貴司

地質調査総合センター速報, 70, 88-98

秋吉石灰岩岩体が河川堆積物の元素濃度およ
びSr同位体比に与える影響

城森 由佳、太田 充恒、南 雅代 地球化学, 50(1), 11-27

太田 充恒、久保田 蘭

宮川 歩夢、名和 一成、村田 泰章、伊藤
忍、大熊 茂雄、山谷 祐介

宮川 歩夢、大坪 誠

5万分の1地質図幅「川俣」地域の重力3次元構造
解析について

村田 泰章、牧野 雅彦、久保 和也
物理探査学会第132回学術講演会論文集,

上澤 真平、宮川 歩夢

杉原 光彦、名和 一成、石戸 恒雄、相馬
宣和、西 祐司

九十九里低地(真亀-片貝地区)沿岸陸域におけ
る浅部地下構造調査 -データ取得-

山口 和雄、伊藤 忍 地質調査総合センター速報, (68), 19-25

九十九里低地の浅部地下構造調査 山口 和雄、伊藤 忍
物理探査学会第133回(平成27年度秋季)
学術講演会講演論文集, (225), 228

宮川 歩夢、大坪 誠

大滝 壽樹、金嶋 聡

大坪 誠、宮川 歩夢

第4世代超伝導重力計が日本に初登場，苫小牧
で計測開始

池田 博、杉原 光彦、名和 一成、西 祐司 GSJ地質ニュース, 5(3), 67-68

世界でいちばん海に近い超伝導重力計で海面変
動をみる

名和 一成、杉原 光彦、池田 博 GSJ地質ニュース, 5(3), 69-70

高感度重力モニタリングのための超伝導重力計
の導入

杉原 光彦、西 祐司、名和 一成、宮川 歩
夢、石戸 恒雄、相馬 宣和

GSJ地質ニュース, 5(3), 72-75

産総研地質調査総合センターにおける 重力計用
ルビジウム発振器の周波数モニター用機器の導
入 -信頼性の高い重力測定のために-

名和 一成 東濃地震科学研究所報告, (36), 151-154

地質情報研究部門 地球物理研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

三陸沖日本海溝の堆積作用
池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也、中村 恭之、
小平 秀一

日本堆積学会2015年つくば大会

石垣島南方前弧〜海溝域のタービダイト 池原 研、金松 敏也、味岡 拓 日本堆積学会2015年つくば大会

デルタ:地層，地形と営力 齋藤 文紀 日本堆積学会2015年つくば大会

池原 研、板木 拓也、金松 敏也、味岡 拓

Michael Strasser、Hiske Fink、池原 研、金松 敏
也、長橋 良隆、Gerold Wefer

日本地球惑星科学連合2015年大会

三陸沖におけるクモヒトデ類の時空間動態:震災
前後の分布比較およびランダーによる長期観測

山北 剛久、小栗 一将、横岡 博之、池原 研、藤
原 義弘、古島 靖夫、笠谷 貴史、河戸 勝、土田
真二、渡邉 修一、山本 啓之、北里 洋

日本地球惑星科学連合2015年大会

三陸沖の2011 年東北沖地震・津波イベント堆積
物の経年変化

池原 研、宇佐見 和子 日本地球惑星科学連合2015年大会

津波起源混濁流の発生可能性:2011 年東北沖
地震からの示唆

新井 和乃、成瀬 元、横川 美和、入野 智久、池
原 研、齋藤 有、林田 明、金松 敏也

日本地球惑星科学連合2015年大会

東北沖地震性タービダイトコアの古地磁気永年
層序

金松 敏也、宇佐見 和子、池原 研、Cecilia
日本地球惑星科学連合2015年大会

Cecilia McHuge、金松 敏也、Leonardo Seeber、
Marie-helene Cormier、Richard Bopp、池原 研、
宇佐見 和子

日本地球惑星科学連合2015年大会

統合国際深海掘削計画(IODP)346 次航海で採
取された縁海海底堆積物の高精度年代決定

佐川 拓也、多田 隆治、池原 研、入野 智久、板
木 拓也、杉崎 彩子、久保田 好美、烏田 明典、
Chuang Xuan、長橋 良隆、里口 保文、中川 毅、
Richard W. Murray、Carlos A. Alvarez-Zarikian、

日本地球惑星科学連合2015年大会

高解像度古気候観測網:その戦略と展望 多田 隆治、中川 毅、池原 研、山本 正伸 日本地球惑星科学連合2015年大会

ターミナル海盆における2004 年紀伊半島南東
沖地震の地震性堆積物

芦 寿一郎、大村 亜希子、奥津 なつみ、山口 飛
鳥、入野 智久、村山 雅史、池原 研、中村 恭之

日本地球惑星科学連合2015年大会

古気候学・古海洋学における海底テフラの利用 池原 研 日本地球惑星科学連合2015年大会

海と陸のイベントをつなぐテフラの重要性:三陸沖
地震・津波イベント堆積物と陸域津波堆積物の
対比の例

池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也 日本地球惑星科学連合2015年大会

日本海溝の深海堆積物に残された過去の巨大
地震の痕跡

池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也
研究集会「日本海溝では何がおこっ
ているのか?」

北海道東部浦幌町の古第三系縫別層から産出
する珪藻化石群集

嶋田 智恵子、山﨑 誠、天野 和孝、Robert G.
Jenkins、疋田 吉識、田中 裕一郎、秋葉 文雄

日本古生物学会2015年年会

Michael Strasser、芦 寿一郎、J. Cattaneo、Tim
Eglinton、Chris Goldfinger、池原 研、金松 敏也、
小平 秀一、Achim Kopf、Cecilia McHuge、Jim
Mori、長橋 良隆、Mike Underwood、宇佐見 和
子、Stefan Wiemer

新井 和乃、成瀬 元、横川 美和、入野 智久、池
原 研、齋藤 有、林田 明、金松 敏也

池原 研、金松 敏也、宇佐見 和子、Michael

Bing Song、Zhen Li、Houyuan Lu、Limi Mao、齋
藤 文紀、Zhen Li、Anqing Lu、Longbing Sha、
Sangheon Yi、Rui Zhou

国際第四紀学連合第19回大会

Liangyong ZHOU、Jian LIU、齋藤 文紀、
Maosheng GAO、Shaobo DIAO、Jiandong QIU、 国際第四紀学連合第19回大会

Kan-Hsi Hsiung、齋藤 文紀 国際第四紀学連合第19回大会

TA Thi Kim Oanh、NGUYEN Van Lap、齋藤 文
紀、Masatomo Umitsu、Masaaki Tateishi

国際第四紀学連合第19回大会

Sedimentary evolutions during the last 〜1.9 Ma
Jian Liu、Jingfang Lu、Jiandong Qiu、齋藤 文紀 国際第四紀学連合第19回大会

5.3　口頭発表
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

Shuqing Qiao、Xuefa Shi、Zhengquan Yao、齋藤
文紀

国際第四紀学連合第19回大会

NGUYEN Van Lap、TA Thi Kim Oanh、齋藤 文
紀

国際第四紀学連合第19回大会

Naga Kumar K.Ch.V.、齋藤 文紀、Sumiko Kubo、
Nageswara Rao K.、Demudu G.、Rajawat A.S.

国際第四紀学連合第19回大会

Nageswara Rao K.、齋藤 文紀、Sumiko Kubo、
Naga Kumar K. Ch. V.、Demudu G.、Rajawat A.S.

国際第四紀学連合第19回大会

齋藤 文紀 国際第四紀学連合第19回大会

山田 圭太郎、竹村 恵二、加 三千宣、池原 研、
山本 正伸

国際第四紀学連合第19回大会

佐川 拓也、池原 研、板木 拓也、杉崎 彩子、長
橋 良隆、里口 保文、Chuang Xuan、多田 隆治、
Richard W. Murray、Carlos A. Alvarez-Zarikian、

国際第四紀学連合第19回大会

池原 研 国際第四紀学連合第19回大会

池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也 国際第四紀学連合第19回大会

山本 正伸、加 三千宣、Masahiro Abe、Norio
Ichikawa、守屋 和佳、吉森 正和、阿部 彩子、竹
村 恵二、池原 研、Takuro Kobayashi

国際第四紀学連合第19回大会

新津丘陵における前期更新世の石灰質ナンノ化
石および貝形虫化石群集

飯田 里菜、楠 慧子、山田 桂、田中 裕一郎 日本地質学会第122年学術大会

プレート運動に基づく日本列島の形成過程 高橋 雅紀 日本地質学会第122年学術大会

朝日山地の花崗岩類のSHRIMP U-Pb年代とそ
の意義

小笠原 正継、根岸 義光、堀江 憲路、藤本 幸
雄、大平 芳久、大坪 友英、菊池 康浩、庄司 勝
信、水落 幸広

日本地質学会第122年学術大会

開催趣旨と法整備推進協議会の活動 栗本 史雄 日本地質学会第122年学術大会

池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也、入野 智久、
大村 亜希子、芦 寿一郎、Michael Strasser

松島湾における2011年東北沖津波堆積物の特
徴

入月 俊明、吉岡 薫、鈴木 淳、田中 裕一郎、長
尾 正之、藤原 治、河潟 俊吾、河野 重範、西村
修、佐々木 久雄

汽水域研究会2015年大会

小笠原 正継、福山 繭子、Siddiqui, Rehanul
Haq、Zhao, Ye

S. Kim、B.K. Khim、池原 研、板木 拓也、芝原 暁
彦、山本 正伸

池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也、Michael

入野 智久、池原 研、山本 正伸、加 三千宣、竹
村 恵二

池原 研、宇佐見 和子、田村 亨、澤井 祐紀

日本海溝周辺のテクトニック変動の地層記録
池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也、Michael

日本地震学会2015年度秋季大会

齋藤 文紀

齋藤 文紀
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

齋藤 文紀、Van Lap Nguyen、Thi Kim Oanh Ta、
中島 礼、金井 豊、田村 亨

英国における地質リスクマネジメントの体系化の
現状

小笠原 正継
第6回地質リスクマネジメント事例研
究発表会

日本海の拡大模型の制作 高橋 雅紀 日本地震学会2015年度秋季大会

太平洋プレートのスラブの湾曲の原因 高橋 雅紀、石田 瑞穂 日本地震学会2015年度秋季大会

Zi-Yin Wu、齋藤 文紀、John D. Milliman、Dineng
Zhao、Jieqiong Zhou

齋藤 文紀、Van Lap Nguyen、Thi Kim Oanh Ta、
田村 亨、金井 豊、中島 礼

地質とリスクマネジメント 小笠原 正継
埼玉県地質調査業協会平成27年度
技術講演会

里口 保文、長橋 良隆、Nakazawa, N.、池原 研

多田 隆治、入野 智久、池原 研、関 有沙、Ikeda,
M.、Karasuda, A.、Lu Son、Xuan, C.、杉崎 彩
子、佐川 拓也、板木 拓也、久保田 好美、
Richard W. Murray、Carlos A. Alvarez-Zarikian、

池原 研、入野 智久

池原 研

池原 研、金松 敏也、宇佐見 和子、新井 和乃、
山口 飛鳥、福地 里菜

池原 研、金松 敏也、宇佐見 和子

Houjie Wang、齋藤 文紀、Naishuang Bi、James
P.M. Syvitski、Zuosheng Yang

齋藤 文紀、Van Lap Nguyen、Thi Kim Oanh Ta、
田村 亨、金井 豊、中島 礼、上原 克人

上原 克人、齋藤 文紀

日本海溝域の海底斜面崩壊とその地層記録
池原 研、宇佐見 和子、金松 敏也、新井 和乃、
中村 恭之、小平 秀一、Michael Strasser

日本堆積学会2016年福岡大会

千葉県北西部湾岸地域の沖積層埋没谷の復元 宮地 良典、小松原 純子、風岡 修、吉田 剛 日本堆積学会2015年つくば大会

千葉県北部東京湾岸の沖積層オールコアボーリ
ング対比(概報)

宮地 良典、小松原 純子 日本地球惑星科学連合2015年大会

2011年東北地方太平洋沖地震時の香取市与田
浦での液状化-流動化のメカニズム:与田浦トレン
チの調査から

風岡 修、小松原 琢、水野 清秀、古野 邦雄、吉
田 剛、宮地 良典、森崎 正昭、香川 淳、細谷 卓
志

日本地球惑星科学連合2015年大会

九十九里浜平野の沖積層埋没谷の分布 小松原 純子 日本地球惑星科学連合2015年大会

津波堆積物研究の現状と日本堆積学会の取り組
み

後藤 和久、小松原 純子、菅原 大助、高清水 康
博、高野 修、藤野 滋弘

日本地球惑星科学連合2015年大会

集落別死者率から推定した安政飛越地震(1858)
の震央

小松原 琢 日本地球惑星科学連合2015年大会

中島 善人、小松原 純子 国際第四紀学連合第19回大会

堀 和明、田邉 晋 国際第四紀学連合第19回大会

藤原 治、佐藤 善輝、小野 映介 国際第四紀学連合第19 回大会

地質情報研究部門 平野地質研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

佐藤 善輝、藤原 治、小野 映介 国際第四紀学連合第19 回大会

小松原 純子、水野 清秀、石原 与四郎、石原 武
志、風岡 修

国際第四紀学連合第19回大会

田邉 晋 国際第四紀学連合第19回大会

佐藤 善輝、松岡 裕美、岡村 眞、鹿島 薫 国際第四紀学連合第19 回大会

田邉 晋、中西 利典、石原 与四郎、中島 礼 国際第四紀学連合第19回大会

関東平野東部，常総台地における御岳火山起源
テフラに関する新知見

中里 裕臣、奈良 正和、岡崎 浩子、水野 清秀 日本第四紀学会2015年大会

鹿児島湾北縁に分布する大規模火砕流の層位
と対比

水野 清秀 日本第四紀学会2015年大会

足柄平野南部の堆積環境変化から推定される国
府津-松田断層の活動履歴

佐藤 善輝、水野 清秀、細矢 卓志、植木 忠正、
森田 祥子、山崎 晴雄

日本第四紀学会2015年大会

東京湾岸千葉県北西部沖積層中のラグ堆積物
宮地 良典、小松原 純子、風岡 修、吉田 剛、中
島 礼

日本地質学会第122年学術大会

千葉県九十九里平野北部〜中部の沖積層下の
埋没谷地形

小松原 純子 日本地質学会第122年学術大会

死者率に基づく内陸地震の震央の推定-安政飛
越地震の事例-

小松原 琢 第32回歴史地震研究会大会

遠州灘およびオホーツク海沿岸の湖沼堆積物中
から見出されたPlagiogrammaceaeの形態的特徴

佐藤 善輝、代田 景子、今野 進、香月 興太 日本珪藻学会第35回研究集会

史料に記された死傷者率から内陸地殻内地震の
震央位置を求める試み

小松原 琢
日本活断層学会2015年度秋季学術
大会

地震地すべりの発生に与える先行降雨・積雪の
影響-日本の内陸歴史地震の事例からの検討-

小松原 琢
(仮)土砂災害予測に関する研究集会
-現状の課題と新技術-

日本弧は特異で面白い!-アムールプレートが作
り出した日本アルプスの雁行配列-

小松原 琢
第31回琵琶湖博物館地学研究発表
会

九十九里平野下の埋没谷地形 小松原 純子 日本堆積学会2016年福岡大会

沈降域の沖積層の特徴:台湾の曽文渓デルタを
例に

高橋瑛人、堀 和明、田邉 晋、陸 挽中、黃 智昭 日本地理学会2016年春季学術大会

伊勢平野中部における2〜4 千年前頃の相対的
海水準変動

佐藤 善輝、小野 映介 日本地理学会2016年春季学術大会

海底地すべりの発生要因:日高沖前縁堆積盆の
例

野田 篤 日本堆積学会2015年つくば大会

九十九里浜平野南部における沖積層の層序と基
底地形

中島 礼、七山 太、大井 信三 日本地球惑星科学連合2015年大会

前弧堆積盆の形成と沈み込み帯との関係 野田 篤 日本地球惑星科学連合2015年大会

茨城県下のナウマンゾウ化石
長谷川 善和、国府田 良樹、鈴木 久仁博、飯泉
克典、加藤 太一、利光 誠一、中島 礼、兼子 尚
知、安藤 寿男

日本古生物学会2015年年会

及川 輝樹、工藤 崇、石塚 治、杉本 祐介、松本
義徳

宇都宮 正志、楠 稚枝、中村 章子、間嶋 隆一、
田中 裕一郎、岡田 誠

国際第四紀学連合第19回大会

中島 礼、藤原 治、澤井 祐紀、田村 亨、佐藤 慎
一、一木 絵里

国際第四紀学連合第19回大会

岩手県一戸・二戸地域の第三系層序と構造 辻野 匠、工藤 崇 日本地質学会第122年学術大会

地質情報研究部門 層序構造地質研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

タイ国ペルム系より産出した腕足動物殻化石に
おける炭素・酸素同位体組成の殻内変化および
個体差

滝澤 護、Lapone Techapinawat、高柳 栄子、
Thasinee Charoentitirat、浅海 竜司、阿部 理、原
英俊、曽根 正敏、山本 鋼志、井龍 康文

日本地質学会第122年学術大会

タイ北部,ペルム系・三畳系海成層の後背地と砕
屑性ジルコン U-Pb 年代:スコタイ島弧の発達と
パレオテチス閉鎖の記録

原 英俊、國井 美幸、久田 健一郎、鎌田 祥仁、
上野 勝美、昆 慶明、San ASSAVAPATCHARA、
Anuwat Treerotchananon、Thasinee
Charoentitirat、Punya Charusiri

日本地質学会第122年学術大会

愛媛県松山市北部における上部白亜系和泉層
群基底部 の堆積年代・堆積環境及び周辺同時
期火成活動との関係

野田 篤、佐藤 大介 日本地質学会第122年学術大会

付加体地質構造からみた“北部北上帯”を細分
する構造線の意義:岩手県一戸地域からの検討

中江 訓 日本地質学会第122年学術大会

房総半島東部, 上総層群下部の層序 (予報) 宇都宮 正志、中嶋 輝允 日本地質学会第122年学術大会

十和田火山，噴火エピソードN-L間の噴火活動
史

工藤 崇 日本地質学会第122年学術大会

鎌田 祥仁、上野 勝美、原 英俊、久田 健一郎、
Apsorn Sardsud、Thasinee Charoentitirat、Punya

上野 勝美、宮東 照、鎌田 祥仁、原 英俊、

黒田 潤一郎、原 英俊、上野 勝美、宮東 照、
Thasinee Charoentitirat、Punya Charusiri、丸岡
照幸、久田 健一郎、Stefano Lugli

栗原 敏之、原 英俊、藤井 貴子、安喰 由美、原
康祐、Thasinee Charoentitirat

原 英俊、國井 美幸、久田 健一郎、鎌田 祥仁、
上野 勝美、昆 慶明、San ASSAVAPATCHARA、
Anuwat Treerotchananon、Thasinee
Charoentitirat、Punya Charusiri

野田 篤

産業技術総合研究所の地質図の現状と利活用
について

中江 訓
コア・ステーション「形の科学研究セ
ンター」講演会

完新統産トウキョウホタテの年代再検討
中島 礼、加瀬 友喜、知野 光雄、中尾 賢一、栗
原 行人

日本古生物学会第165回例会

SIP「次世代海洋資源調査技術」成因研究として
の伊平屋北海丘掘削

熊谷 英憲、高井 研、久保 雄介、斎藤 実篤、野
崎 達生、山本 啓之、山崎 徹、鈴木 勝彦、
CK14-04乗船者一同

日本地球惑星科学連合2015年大会

三波川帯エクロジャイトユニットの白亜紀後期砕
屑性ジルコン:上昇テクトニクスへの意味

遠藤 俊祐 日本地球惑星科学連合2015年大会

四国中央部秩父帯北帯のユニット区分と変成条
件

遠藤 俊祐 日本地球惑星科学連合2015年大会

浅部ウェッジマントルの蛇紋岩の再考-ブルース
石の重要性-

河原 弘和、遠藤 俊祐、ウォリス サイモン、永冶
方敬、森 宏、山本 鋼志、淺原 良浩

日本地球惑星科学連合2015年大会

茨城大学学生による茨城県北ジオパークの学術
面サポート活動

福田 貴大、松久 裕子、北原 遼太、杉野 伊吹、
遠藤 史隆、山本 啓介、今泉 利架、福永 智恵、
小沼 早織、郡山 鈴夏、林 美咲、前田 知行、澤
畑 優理恵、細井 淳、天野 一男

日本地球惑星科学連合2015年大会

兵庫県生野多金属鉱床地域及び岡山県三石ろ
う石鉱床地域の後期白亜紀火山岩類のジルコン
U-Pb年代

佐藤 大介 日本地球惑星科学連合2015年大会

facebookを用いた活用した茨城県北ジオパーク
ワーキンググループの成果

天野 一男、細井 淳 日本地球惑星科学連合2015年大会

CK14-04 航海において採取された沖縄トラフ掘
削コア試料の岩相・構成鉱物及び全岩化学組成

野崎 達生、高谷 雄太郎、山崎 徹、戸塚 修平、
堤 彩紀、石橋 純一郎、高井 研、熊谷 英憲、川
口 慎介、宮崎 淳一、正木 裕香、久保 雄介、鈴
木 勝彦、CK14-04乗船者一同

日本地球惑星科学連合2015年大会

地質情報研究部門 地殻岩石研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

CK14-04航海から採取された沖縄トラフ掘削コア
試料の岩相・構成鉱物及び全岩化学組成

野崎 達生、高谷 雄太郎、山崎 徹、戸塚 修平、
堤 彩紀、石橋 純一郎、高井 研、熊谷 英憲、川
口 慎介、宮崎 淳一、正木 裕香、久保 雄介、鈴
木 勝彦、CK14-04乗船者一同

資源地質学会第65回年会学術講演
会

CK14-04航海から採取された沖縄トラフ掘削コア
試料中の硫化鉱物

戸塚 修平、堤 彩紀、石橋 純一郎、島田 和彦、
野崎 達生、高谷 雄太郎、山崎 徹、高井 研、熊
谷 英憲、川口 慎介、宮崎 淳一、正木 裕香、久
保 雄介、鈴木 勝彦、CK14-04乗船者一同

資源地質学会第65回年会学術講演
会

立山周辺に分布する飛騨変成岩類および深成
岩類のSHRIMP，ジルコンU-Pb年代の再検討

高橋 浩、Deung-Lyong CHO、Mao Jianren、Zhao
日本地質学会第122年学術大会

岩手県西和賀町に分布するグリーンタフのFTお
よびU-Pb年代とその意味

細井 淳、中嶋 健、檀原 徹、平田 岳史、天野 一
男

日本地質学会第122年学術大会

5万分の1地質図幅「播州赤穂」地域，後期白亜
紀火山岩類の層序

佐藤 大介、山元 孝広 日本地質学会第122年学術大会

秩父帯北帯の地質構造と変成作用 遠藤 俊祐、ウォリス サイモン 日本地質学会第122回学術大会

三波川沈み込み帯浅部マントルウェッジ中のブ
ルース石の重要性を示す岩石学的・野外地質学
的証拠

河原 弘和、遠藤 俊祐、ウォリス サイモン、永冶
方敬、森 宏、山本 鋼志、淺原 良浩

日本地質学会第122回学術大会

蛇紋岩化したマントルウェッジの固体流動と流体
浸透

ウォリス サイモン、水上 知行、遠藤 俊祐、永冶
方敬、青矢 睦月、河原 弘和

日本地質学会第122回学術大会

CK14-04航海から採取された沖縄トラフ掘削コア
試料中の硫化鉱物

戸塚 修平、堤 彩紀、石橋 純一郎、島田 和彦、
野崎 達生、高谷 雄太郎、山崎 徹、高井 研、熊
谷 英憲、川口 慎介、宮崎 淳一、正木 裕香、久
保 雄介、鈴木 勝彦、CK14-04乗船者一同

2015年度日本地球化学会年会

山崎 徹

秩父帯北帯の含ローソン石脈 遠藤 俊祐 日本鉱物科学会2015年年会

岩手火山における水蒸気噴火履歴の再検討 伊藤 順一、濱崎 聡志 日本火山学会2015年秋季大会

箱根火山大湧谷における2015年6月29, 30日噴
出の火山灰および熱泥流の構成鉱物

濱崎 聡志、伊藤 順一、萬年 一剛、菊川 城司、
石塚 吉浩、古川 竜太、山﨑 誠子、草野 有紀

日本火山学会2015年秋季大会

高橋 浩

CK14-04航海において採取された沖縄トラフ掘
削コア試料の岩相・構成鉱物・全岩化学組成お
よびLWDとの比較

野崎 達生、高谷 雄太郎、山崎 徹、戸塚 修平、
堤 彩紀、石橋 純一郎、高井 研、熊谷 英憲、川
口 慎介、宮崎 淳一、正木 裕香、斎藤 実篤、真
田 佳典、久保 雄介、CK14-04乗船者一同

InterRidge-Japan研究集会

CK14-04掘削コアの火成岩岩石学的特徴 山崎 徹 InterRidge-Japan研究集会

山崎 徹

20万分の1地質図幅「広尾」の改訂について 高橋 浩、七山 太、山崎 徹
新潟大学コアステーション，地球環
境・地球物質センター特別セミナー

G-EVER 火山災害予測支援システム，アジア太
平洋地域地震火山ハザード情報システム，地質
情報総合共有システムの構築と展望

宝田 晋治、Bandibas C Joel、石川 有三、古川 竜
太、高田 亮、西岡 芳晴、長津 樹理、G-EVER推
進チーム

日本地球惑星科学連合2015年大会

自然災害時における日本地質学会の役割 斎藤 眞 日本地球惑星科学連合2015年大会

20 万分の 1 大分地域の地質
星住 英夫、斎藤 眞、水野 清秀、宮崎 一博、利
光 誠一、松本 哲一、大野 哲二、宮川 歩夢

日本地球惑星科学連合2015年大会

日本シームレス地質図(地理院地図版，仮称)の
開発と公開

西岡 芳晴、長津 樹理、北尾 馨 日本地球惑星科学連合2015年大会

S-map: 高機能Web地図アプリケーションのため
のJavaScriptライブラリ

西岡 芳晴

地理院地図を用いた新しいシームレス地質図 北尾 馨、西岡 芳晴、長津 樹理

南部北上帯のオルドビス紀背弧海盆玄武岩類と
テクトニス

内野 隆之、川村 信人 日本地質学会第122年学術大会

伊勢神宮式年遷宮「お白石持」行事に用いられ
る白石の起源

内野 隆之 日本地質学会第122年学術大会

2014年8月20日広島豪雨による土石流発生地域
の地質

斎藤 眞、川畑 大作、佐藤 大介、土志田 正二、
新井場 公徳

日本地質学会第122年学術大会

地質情報研究部門 シームレス地質情報研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

WebGLを用いた新日本シームレス地質図3Dの
公開

西岡 芳晴、銀木 護、瀧沢 哲 日本地質学会第122年学術大会

地理院地図を用いた日本シームレス地質図新
ビューアの公開

西岡 芳晴、北尾 馨、長津 樹理 日本地質学会第122年学術大会

日本シームレス地質図2D/3D統合版 西岡 芳晴
地理院地図パートナーネットワーク会
議

標高タイルとWeb技術を用いた三次元可視化 西岡 芳晴 日本情報地質学会シンポジウム2015

首都圏の地下層序と3次元地質地盤図:千葉県
北部を例に

中澤 努 日本堆積学会2015年つくば大会

千葉県北部の三次元地質地盤モデル 野々垣 進、中澤 努、中里 裕臣 日本堆積学会2015年つくば大会

秋吉帯石灰石鉱床におけるリンの偏在の実態解
明とその要因に関する研究

中澤 努 第74回石灰石鉱業大会

日本列島の活断層群の長期的地震活動シミュ
レーション

長 郁夫、桑原 保人 日本地球惑星科学連合2015年大会

チャン ティ アン、ベンカテッシュ ラガワン、升本
眞二、根本 達也、野々垣 進、米澤 剛

触覚観賞用地球儀の改良およびその触察
細谷 洋介、酒井 一磨、青松利 明、中野 司、田
中 明子、手嶋 吉法

第79回 形の科学シンポジウム

スプライン補間を用いて推定した地質境界面の
信頼度の評価方法

升本 眞二、根本 達也、吉田 宗可、ベンカテッ
シュ ラガワン、野々垣 進

チャン ティ アン、升本 眞二、ベンカテッシュ ラガ
ワン、野々垣 進、根本 達也、米澤 剛

不等間隔節点に基づく双3次B-スプラインを用い
た地層境界面推定

野々垣 進、升本 眞二、根本 達也

ベトナムのボーリングデータにもとづく3次元地質
モデリング

米澤 剛、野々垣 進、櫻井 健一、三田村 宗樹、
升本 眞二、ベンカテッシュ ラガワン、チュオン ス
アン ルアン、根本 達也

前期ペルム紀気候期転換期の礁環境における
マイクローブの多産:秋吉石灰岩の例

中澤 努、上野 勝美、藤川 将之 日本古生物学会2015年年会

3次元地質モデリングとその応用 野々垣 進
大阪市立大学大学院創造都市研究
科 博士課程院生のための研究会

チャン ティ アン、ベンカテッシュ ラガワン、升本
眞二、野々垣 進、根本 達也、米澤 剛

国際第四紀学連合第19 回大会

野々垣 進、中澤 努、中里 裕臣 国際第四紀学連合第19 回大会

中澤 努、坂田 健太郎、本郷 美佐緒、納谷 友
規、野々垣 進

国際第四紀学連合第19 回大会

中澤 努、上野 勝美、藤川 将之

3Dタイルを用いた3次元地質モデル可視化の試
み

根本 達也、升本 眞二、野々垣 進 日本地質学会第122年学術大会

山口県美祢市秋吉産大理石石材の古生物学
的・岩石学的研究

井川 敏恵、中澤 努、藤川 将之、上野 勝美 日本地質学会第122年学術大会

秋吉帯石炭—ペルム紀石灰岩における造礁生物
としての海綿類の消長

中澤 努、上野 勝美 日本地質学会第122年学術大会

カーネル密度推定を用いたスプライン補間した
地質境界面の信頼度評価

升本 眞二、根本 達也、吉田 宗可、ベンカテッ
シュ ラガワン、野々垣 進

日本地質学会第122年学術大会

データ分布を考慮したスプライン補間による地層
境界面のDEM作成

野々垣 進、升本 眞二、根本 達也 日本地質学会第122年学術大会

トラン ティ アン、ベンカテッシュ ラガワン、升本 眞
二、野々垣 進、根本 達也、米澤 剛、ポリヤプラム
ヴィネーラズ

群馬県・栃木県における常時微動観測および地
震観測に基づく地盤モデルの構築

若井 淳、先名 重樹、長 郁夫、神 薫、藤原 広行
物理探査学会第133回(平成27年度
秋季)学術講演会

極小・短時間の2点微動アレイによる地下構造探
査の可能性

長 郁夫、先名 重樹、藤原 広行
物理探査学会第133回(平成27年度
秋季)学術講演会

極小・短時間の2点微動アレイの利用性 長 郁夫、先名 重樹、藤原 広行 日本地震学会2015年度秋季大会

地質情報研究部門 情報地質研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

ボーリングデータを利用した3次元地質地盤図作
成の試み

野々垣 進
産技連 知的基盤部会 地質地盤情
報分科会 平成27年度講演会

都市平野部における地質地盤情報-地下3次元
構造モデル-

中澤 努
日本学術会議講演会:強靭で安全・
安心な都市を支える地質地盤の情報
整備

造礁生物の進化と礁成炭酸塩岩の形成 中澤 努、上野 勝美 日本堆積学会2016年福岡大会

ASTER自動モザイク手法の開発 浦井 稔
日本リモートセンシング学会第58回
学術講演会

谷口 健太、吉岡 博貴、小畑 建太

松永 恒雄、岩崎 晃、土田 聡、谷井 純、鹿志村
修、中村 良介、山本 浩万、毛利 浩一郎、立川
哲史、六川 修一

山本 浩万、神山 徹、小畑 建太、土田 聡

GDEM V3の検証結果 浦井 稔、西岡 芳晴
日本リモートセンシング学会第59回
学術講演会

二宮 芳樹

房総半島東部沿岸域の反射法音波探査結果と
層序対比

古山 精史朗、佐藤 智之 日本堆積学会2015年つくば大会

カディス湾の泥質コンターライトの特徴 西田 尚央 日本堆積学会2015年つくば大会

底質環境変動に対する底生生物群集の応答:上
総層群国本層の生痕相解析

泉 賢太郎、西田 尚央、風岡 修、菅沼 悠介、岡
田 誠、吉田 剛、荻津 達、中里 裕臣、亀山 瞬、
香川 淳、森崎 正昭、兵藤 政幸、楡井 久

日本堆積学会2015年つくば大会

放散虫群集に基づく日本海の表層水温分布と完
新世変動

板木 拓也、本山 功、山田 安美、松崎 賢史、池
原 研、多田 隆治

日本地球惑星科学連合2015年大会

房総半島東部沿岸における反射法音波探査 古山 精史朗、佐藤 智之 日本地球惑星科学連合2015年大会

アラスカ沖における第四期放散虫生層序 (IODP 松崎 賢史、朝日 博史、福村 朱美、今野 進、須
藤 斎

日本地球惑星科学連合2015年大会

堆積物コアのCNS元素からみた過去2万5千年間
の琉球弧の背弧，前弧域の堆積環境変遷

天野 敦子 日本地球惑星科学連合2015年大会

下部—中部更新統境界GSSP候補地へのご案内
吉田 剛、荻津 達、風岡 修、岡田 誠、菅沼 悠
介、亀尾 浩司、楡井 久、会田 信行、熊井 久雄、
西田 尚央、泉 賢太郎

日本地球惑星科学連合2015年大会

更新統前期-中期境界を含む田淵セクションに
おける上総層群国本層上部のシルト岩層の詳細
層序と堆積環境

風岡 修、西田 尚央、岡田 誠、菅沼 悠介、亀山
瞬、吉田 剛、森崎 正昭、香川 淳、荻津 達、泉
賢太郎、中里 裕臣、熊井 久雄、楡井 久

日本地球惑星科学連合2015年大会

上総層群国本層の生痕化石と生痕相:堆積環境
と底生生態系への示唆

泉 賢太郎、西田 尚央、風岡 修、菅沼 悠介、岡
田 誠、吉田 剛、荻津 達、中里 裕臣、亀山 瞬、
香川 淳、森崎 正昭、兵藤 政幸、楡井 久

日本地球惑星科学連合2015年大会

千葉セクション(更新世前期-中期境界の国際模
式ポイント候補地):現状と今後の課題

菅沼 悠介、岡田 誠、風岡 修、亀尾 浩司、Martin
J. Head、西田 尚央、吉田 剛、荻津 達、亀山
瞬、泉 賢太郎、久保田 好美、菅谷 真奈美、楡井
久、熊井 久雄

日本地球惑星科学連合2015年大会

ブランチGDGT組成に基づく過去28万年間の琵
琶湖の湖水pHと水温の変動

味岡 拓、山本 正伸、竹村 恵二、林田 明、北川
浩之

日本地球惑星科学連合2015年大会

揚子江洪水史復元のための下流部砂州堆積物
掘削(YD15)概要

齋藤 京太、多田 隆治、Zheng Hongbo、入野 智
久、Wang Ke、Luo Chao、綱澤 有哉、杉崎 彩子

日本地球惑星科学連合2015年大会

完新世揚子江堆積物のOSL年代測定と，推定さ
れる堆積過程

杉崎 彩子、Jan-Pieter Buylaert、Andrew
Murray、多田 隆治、Zheng Hongbo、Wang Ke、
齋藤 京太、入野 智久、内田 昌夫

日本地球惑星科学連合2015年大会

Davide Bassi、井龍 康文、Marc Humblet、松田
博貴、町山 栄章、佐々木 圭一、松田 伸也、荒井
晃作、井上 卓彦

地質情報研究部門 リモートセンシング研究グループ

地質情報研究部門 海洋地質研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

杉崎 彩子、Andrew Murray、Jan-Pieter
Buylaert、多田 隆治、池原 研、Murray Richard
W.、Alvarez-Zarikian Carlos A.

国際第四紀学連合第19 回大会

味岡 拓、山本 正伸、竹村 恵二、林田 明、北川
浩之

国際第四紀学連合第19 回大会

風岡 修、岡田 誠、菅沼 悠介、香川 淳、吉田
剛、亀山 瞬、荻津 達、森崎 正昭、西田 尚央、木
村 英人、会田 信行、楡井 久、中里 裕臣、泉 賢
太郎、熊井 久雄

国際第四紀学連合第19 回大会

菅沼 悠介、岡田 誠、風岡 修、亀尾 浩司、Martin
J. Head、西田 尚央、吉田 剛、荻津 達、亀山
瞬、楡井 久、熊井 久雄

国際第四紀学連合第19 回大会

泉 賢太郎、西田 尚央、風岡 修、菅沼 悠介、岡
田 誠、吉田 剛、荻津 達、中里 裕臣、亀山 瞬、
香川 淳、森崎 正昭、楡井 久

国際第四紀学連合第19 回大会

西田 尚央、風岡 修、泉 賢太郎、菅沼 悠介、岡
田 誠、吉田 剛、荻津 達、中里 裕臣、亀山 瞬、
香川 淳、森崎 正昭、楡井 久

国際第四紀学連合第19 回大会

杉崎 彩子、Lisa Tauxe、Francisco Jimenez-
Espejo、非筆頭、Carlota Escutia、Carys P Cook、
Tina .vande Flierdt、岩井 雅夫

古地磁気 夏の学校2015

房総半島東部沿岸域の反射法音波探査とその
地質学的意義

古山 精史朗、佐藤 智之 日本地質学会第122年学術大会

駿河湾沿岸海域の海底地質 佐藤 智之、荒井 晃作 日本地質学会第122年学術大会

駿河湾から採取された洪水堆積物のバイオマー
カー分析に基づく植物片の起源と運搬過程の推
定

風呂田 郷史、沢田 健、西田 尚央、池原 研 日本地質学会第122年学術大会

沖縄島周辺海域の黒潮反流の影響を受けた深
海堆積物

西田 尚央、板木 拓也 日本地質学会第122年学術大会

松崎 賢史、板木 拓也 日本地質学会第122年学術大会

反射法地震探査記録から見た鹿児島県喜界島
周辺海域の地質構造

井上 卓彦、佐藤 智之、古山 精史朗 日本地質学会第122 年学術大会

喜界島南方の海底カルデラ状地形から採取され
た堆積物の特徴

板木 拓也、佐藤 太一、井上 卓彦、天野 敦子、
田中 裕一郎

日本地質学会第122年学術大会

板木 拓也、天野 敦子、西田 尚央、片山 肇

西田 尚央、池原 研

北西太平洋における放散虫群集変化と海水温
度との関連

松崎 賢史、板木 拓也 第1回地球環境史学会年会

佐藤 智之

古山 精史朗、佐藤 智之

松崎 賢史、板木 拓也

杉崎 彩子、Jan-Pieter Buylaert、Andrew
Murray、多田 隆治

沖縄島から海域への土壌流出と気候変動との関
連性(予察)

板木 拓也、太田 充恒、天野 敦子、山田 桂、藤
田 和彦

日本古生物学会第165回例会

アラスカ山岳氷床消長と気候システムの関係性
〜IODP Exp. 341 アラスカ掘削の研究成果〜

朝日 博史、Alan C. Mix、須藤 斎、小嶋 孝徳、喜
岡 新、今野 進、中村 淳路、松崎 賢史、Sean
P.S. Gulick、John Jaeger、Leah LeVay、IODP
Exp. 341乗船研究者

ブルーアース2016
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

四国海盆掘削試料の凝灰岩・砂岩組成とFT年
代から推定した西南日本の15 Ma以降の火成活
動史とテクトニクス

中嶋 健、檀原 徹、山下 透、岩野 英樹、小田 啓
邦、金松 敏也

日本堆積学会2015年つくば大会

、小田 啓邦 日本地球惑星科学連合2015年大会

磁性体薄膜ドットを用いた SQUID 顕微鏡計測に
おける位置決め手法の提案

河合 淳、小田 啓邦、宮城 磯治 日本地球惑星科学連合2015年大会

走査型 SQUID 顕微鏡システムの開発と初期測
定結果

小田 啓邦、河合 淳、山本 裕二、宮城 磯治、宮
本 政和、臼井 朗、中村 教博

日本地球惑星科学連合2015年大会

佐藤 雅彦、潮田 雅司、中田 亮一 日本地球惑星科学連合2015年大会

佐藤 雅彦、山本 伸次、山本 裕二、大野 正夫、
綱川 秀夫、丸山 茂徳

日本地球惑星科学連合2015年大会

アナログ模型を併用した地質図学実習 高橋 雅紀 日本地球惑星科学連合2015年大会

濃尾平野の基盤構造アナログ模型 高橋 雅紀、堀川 晴央 日本地球惑星科学連合2015年大会

屋久島北東部，小瀬田海岸付近に認められる
7.3ka 鬼界カルデラ噴火津波の痕跡の成因と保
存過程に関する仮説

七山 太、中川 正二郎、佐々木 洋之、面 将道、
渡辺 和明、成尾 英仁

日本地球惑星科学連合2015年大会

屋久島北東部，小瀬田海岸に認められる隆起し
た4段の完新世波食ベンチと歴史時代に発生し
た巨大津波痕跡

中川 正二郎、佐々木 洋之、面 将道、七山 太、
下司 信夫、渡辺 和明、成尾 英仁、前野 深、小
林 哲夫

日本地球惑星科学連合2015年大会

西南日本の15Ma 以降の火成活動史とテクトニク
スに関する新たな制約:四国海盆のIODP
EXP.322の結果から

中嶋 健、檀原 徹、山下 透、岩野 英樹、小田 啓
邦、金松 敏也、Xixi Zhao

日本地球惑星科学連合2015年大会

日本のジオパーク活動:その経緯と持続可能な発
展に果たす役割

渡辺 真人 日本地球惑星科学連合2015年大会

中下部更新統，中上部上総層群の詳細テフラカ
タログ

中里 裕臣、七山 太 日本地球惑星科学連合2015年大会

七山 太、重野 聖之、渡辺 和明、吉川 秀樹、長
谷川 健、池田 保夫、内田 康人、石渡 一人

日本地球惑星科学連合2015年大会

”Earth, Planets and Space”: Transition into
小川 康雄、小田 啓邦 日本地球惑星科学連合2015年大会

槇尾 雅人、佐藤 雅彦、林 辰弥、桑原 義博、大
野 正夫

日本地球惑星科学連合2015年大会

佐藤 雅彦、槇尾 雅人、林 辰弥、大野 正夫 日本地球惑星科学連合2015年大会

山崎 俊嗣、堀内 一穂、七山 太 日本地球惑星科学連合2015年大会

石原 丈実、M. Catalan、中西 正男

小田 啓邦、河合 淳、宮城 磯治、宮本 政和

河合 淳、宮本 政和、尾形 久直、小田 啓邦、宮
城 磯治、佐藤 雅彦、藤平 潤一

小田 啓邦、七山 太、中里 裕臣 国際第四紀学連合第19 回大会

槇尾 雅人、佐藤 雅彦、林 辰弥、桑原 義博、大
野 正夫

国際第四紀学連合第19 回大会

槇尾 雅人、佐藤 雅彦、林 辰弥、桑原 義博、大
野 正夫

国際第四紀学連合第19 回大会

地質情報研究部門 地球変動史研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

重野 聖之、七山 太 国際第四紀学連合第19 回大会

中里 裕臣、七山 太 国際第四紀学連合第19 回大会

七山 太、重野 聖之、渡辺 和明、吉川 秀樹、長
谷川 健、内田 康人

国際第四紀学連合第19 回大会

七山 太 国際第四紀学連合第19 回大会

SQUID顕微鏡とノイズレベル・検出限界
小田 啓邦、佐藤 雅彦、宮城 磯治、河合 淳、宮
本 政和、野口 敦史、山本 裕二

2015年 地磁気・古地磁気・岩石磁気
夏の学校

外部ハザードに対する崩壊熱除去機能のマージ
ン評価手法の研究開発:(11) 火山噴火ハザード
評価手法

山元 孝広、石塚 吉浩、古川 竜太、下司 信夫、
七山 太

日本原子力学会2015年秋の大会

伊藤 久敏、上澤 真平、東丸 直頌、七山 太、中
川 正二郎

日本地質学会第122年学術大会

世界ジオパークを巡る現在の状況と今後の方向 渡辺 真人 日本地質学会第122年学術大会

佐藤 雅彦、山本 伸次、山本 裕二、大野 正夫、
綱川 秀夫、丸山 茂徳

小田 啓邦、佐藤 雅彦、宮城 磯治、河合 淳、宮
本 政和、野口 敦史、山本 裕二

渡辺 真人、斉藤 清一

桜島火山におけるブルカノ式噴火の火山灰粒度
特性と粒子濃度

古川 竜太、山元 孝広、石塚 吉浩、下司 信夫、
七山 太、及川 輝樹、大石 雅之

日本火山学会2015年秋季大会

玄武岩質火山灰の生成過程におけるマグマ脆
性/塑性遷移

三輪 学央、石橋 秀巳、下司 信夫、斎藤 元治、
七山 太

日本火山学会2015年秋季大会

産業技術総合研究所地質調査総合センターに
おける沖縄海域の船上重力調査

小田 啓邦、佐藤 雅彦、佐藤 太一 日本測地学会第124回講演会

外部ハザードに対するナトリウム冷却高速炉のた
めのリスク評価手法に関する研究開発

山野 秀将、西野 裕之、栗坂 健一、岡野 靖、堺
公明、山元 孝広、石塚 吉浩、古川 竜太、下司
信夫、七山 太、高田 孝

第8回構造物の安全性・信頼性に関
する国内シンポジウム

渡辺 真人

望月 伸竜、佐藤 雅彦
第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

佐藤 雅彦、山本 伸次、Wei Du、山本 裕二、小
田 啓邦、河合 淳、大野 正夫、綱川 秀夫、丸山
茂徳

第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

SQUID 顕微鏡による測定データの評価と補正:ノ
イズ・ドリフト・位置決め

小田 啓邦、佐藤 雅彦、宮城 磯治、河合 淳、野
口 敦史、山本 裕二、Chuang Xuan

第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

佐藤 雅彦、潮田 雅司、中田 亮一
第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

屋久島・小瀬田海岸に認められる波食ベンチと
歴史津波痕跡

中川 正二郎、佐々木 洋之、面 将道、七山 太、
下司 信夫、渡辺 和明、成尾 英仁、前野 深、小
林 哲夫

屋久島学ソサエティ第3回大会

東シナ海男女海盆における最終氷期以降の珪
藻化石群集

代田 景子、岡崎 裕典、今野 進、久保田 好美、
小田 啓邦

日本珪藻学会第35回研究集会

SQUID顕微鏡による地質試料年代決定への貢
献

小田 啓邦、佐藤 雅彦、宮城 磯治、河合 淳、野
口 敦史、山本 裕二、臼井 朗、

研究集会「複数核種と複数原理に基
づく宇宙線年代決定法の新展開」 ー
宇宙線生成核種の連続記録と古宇
宙線・古環境変動IIIー

佐藤 雅彦、黒澤 耕介、潮田 雅司、長谷川 直、
小田 啓邦

第11回低温研衝突研究会

ユネスコ世界ジオパークへ向けて 渡辺 真人 阿蘇カルデラ国際シンポジウム2015

佐藤 雅彦、山本 伸次、山本 裕二、大野 正夫、
綱川 秀夫、丸山 茂徳
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山本 裕二、山崎 俊嗣、小田 啓邦

小田 啓邦、 、山本 裕二

渡辺 真人

地域と地球をつなぐジオパークネットワーク 渡辺 真人 ジオパークセッションin下北

佐藤 雅彦、黒澤 耕介、潮田 雅司、長谷川 直、
小田 啓邦、河合 淳

宇宙科学に関する室内実験シンポジ
ウム

、小田 啓邦、山本 裕二
平成27年度高知大学海洋コア総合
研究センター 共同利用・共同研究成
果発表会

高知コアセンターパススルー型超伝導磁力計の
センサーレスポンスと位置決め精度および古地
磁気データのデコンボルーション

小田 啓邦、 、山本 裕二
平成27年度高知大学海洋コア総合
研究センター 共同利用・共同研究成
果発表会

大野 正夫、林 辰弥、佐藤 雅彦、桑原 義博、水
田 麻美、北 逸郎、佐藤 時幸、狩野 彰宏

平成27年度高知大学海洋コア総合
研究センター 共同利用・共同研究成
果発表会

佐藤 雅彦、山本 伸次、山本 裕二、杜 偉、大野
正夫、綱川 秀夫、丸山 茂徳

平成27年度高知大学海洋コア総合
研究センター 共同利用・共同研究成
果発表会

西部赤道太平洋堆積物の磁性鉱物量変動及び
残留磁化獲得に関わる堆積作用・生物擾乱の研
究

山崎 俊嗣、七山 太、清家 弘治、堀内 一穂
平成27年度高知大学海洋コア総合
研究センター 共同利用・共同研究成
果発表会

北海道中軸帯南部の基盤地質体に残された幾
つかの研究課題

七山 太、山崎 徹、高橋 浩、中川 充
新潟大学コアステーション，地球環
境・地球物質センター特別セミナー

洞窟遺跡に認められる津波堆積物-白保竿根田
原洞穴遺跡II層-

石原 与四郎、吉村 和久、佐々木 華、大西 由
梨、七山 太、山内 平三郎、島袋 綾野、仲座 久
宣

日本堆積学会2016年福岡大会

貯留層の視点からみた変動帯の現世バリア—ラ
グーンシステムの発達様式

七山 太
国際石油開発帝石株式会社技術セ
ミナー

非石灰岩地域における石灰華(トゥファ，トラバー
チン)カルストの発見 - 千葉県，上総層群分布域
での例

浦田 健作、加藤 久佳、兼子 尚知 炭酸塩コロキウム

小田 啓邦、野口 敦史、高橋 浩規、山本 裕二、
臼井 朗、佐藤 雅彦、河合 淳

ジオパークの審査を通して見た科学者と社会の
相互作用

渡辺 真人 日本地理学会2016年春季学術大会

ロバート スッパ、大熊 茂雄、バレリア パレオッティ

伊豆-小笠原前弧域から採取されたかんらん岩
から推測される島弧初期の上部マントル構造

針金 由美子
一般社団法人 日本地質学会
日本の地質学：最近の発見と応用

海洋地殻の層状構造と2段階脱水:HIMU-
FOZO-PREMAの成因に関する解釈

下田 玄、小木曽 哲 日本地球惑星科学連合2015年大会

西オーストラリア・ピルバラ地塊における太古代
中期黒色頁岩のRe-Os同位体

後藤 孝介、清川 昌一、鈴木 勝彦 日本地球惑星科学連合2015年大会

マンガンクラストの地球化学:これまでにわかった
ことと今後の調査・研究

鈴木 勝彦、後藤 孝介、野崎 達生、柏原 輝彦、
飯島 耕一、臼井 朗

日本地球惑星科学連合2015年大会

北海道石狩低地の磁気構造 大熊 茂雄、中塚 正 日本地球惑星科学連合2015年大会

地熱地域の磁気異常再解析-秋田焼山を例とし
て-

大熊 茂雄、中塚 正 日本地球惑星科学連合2015年大会

大熊 茂雄、中塚 正

野木 義史、佐藤 暢、佐藤 太一

地質情報研究部門 資源テクトニクス研究グループ
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下田 玄、小木曽 哲

羽生 毅、Maria Luisa Tejada、石川 晃、木村 純
一、常 青、仙田 量子、宮崎 隆、後藤 孝介、石塚
治

IODP Exp.336大西洋中央海嶺North Pond掘削
から採取されたかんらん岩の微細構造解析

針金 由美子、阿部 なつ江、道林 克禎、木村 純
一、常 青

日本地質学会第122年学術大会

北部九州-パラオ海嶺における海洋地質調査の
成果と古海洋研究の展開:新青丸KS-15-4次航
海速報

池原 実、岡崎 裕典、堀川 恵司、板木 拓也、杉
崎 彩子、松崎 賢史、佐藤 太一、佐藤 雅彦

日本地質学会第122年学術学会

海洋地殻の化学組成の多様性と連続脱
水:HIMU-FOZO-PREMAの成因的関連

下田 玄、小木曽 哲 2015年度日本地球化学会年会

100Mo-97MoダブルスパイクとMC-ICP-MSを用
いたモリブデン同位体分析の確立に向けて

後藤 孝介、下田 玄 2015年度日本地球化学会年会

本邦沿岸域における高分解能空中磁気探査 大熊 茂雄、中塚 正
物理探査学会第133回(平成27年度
秋季)学術講演会

中部沖縄海域硫黄鳥島周辺の海底火成活動の
地球物理学的特徴

佐藤 太一、井上 卓彦、石塚 治、針金 由美子、
荒井 晃作、下田 玄

日本火山学会2015年秋季大会

久米島西方沖海域で発見された海底火山群の
岩石学的特徴

針金 由美子、石塚 治、下田 玄、佐藤 太一 日本火山学会2015年秋季大会

鈴木 勝彦、後藤 孝介、野崎 達生、柏原 輝彦、
飯島 耕一、臼井 朗

多様な深海底蛇紋岩が明らかにする蛇紋岩化反
応における磁鉄鉱の挙動

藤井 昌和、沖野 郷子、佐藤 暢、佐藤 太一、中
村 謙太郎、山崎 俊嗣

第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

超マフィック型海底熱水系における高磁化帯の
起源

藤井 昌和、沖野 郷子、佐藤 太一、佐藤 暢、中
村 謙太郎

第138回地球電磁気・地球惑星圏学
会総会および講演会

下田 玄、小木曽 哲

空からの物理探査，難地域の問題解決に向けて
-空中磁気探査の現在・過去・未来

大熊 茂雄
物理探査学会平成27年度ワンデー
セミナー

物理環境モニタリングに基づいた沿岸域・内水域
の環境診断評価

長尾 正之 中国地区5校合同環境セミナー

2011年東北地方太平洋沖地震は1000年に1回
のイベントだったのか?

澤井 祐紀、行谷 佑一、田村 亨、中島 礼、谷川
晃一朗

日本地球惑星科学連合2015年大会

西太平洋の島弧・背弧域の海底熱水系における
噴出熱水中のリチウム同位体比組成

荒岡 大輔、西尾 嘉朗、蒲生 俊敬、山岡 香子、
川幡 穂高

日本地球惑星科学連合2015年大会

松島湾の海底表層堆積物と生態系の長期変遷
解明に基づく持続可能な社会を支える自然環境
評価

長尾 正之、西村 修、藤林 恵、田中 裕一郎、藤
原 治、鈴木 淳、高橋 暁、山崎 宗広、入月 俊
明、河潟 俊吾、河野 重範、新谷 哲也、佐々木
久雄

日本沿岸域学会「研究討論会」(第28
回)

伊藤 一充、田村 亨 国際第四紀学連合第19 回大会

澤井 祐紀、谷川 晃一朗、田村 亨、行谷 佑一 国際第四紀学連合第19 回大会

荒岡 大輔、西尾 嘉朗、蒲生 俊敬、山岡 香子、
川幡 穂高

青森県上北平野海成段丘堆積物のルミネッセン
ス年代測定と隆起速度の推定

伊藤 一充、田村 亨 日本地質学会第122年学術大会

海洋酸性化が海底のマンガン団塊に与える影響
王 権、眞中 卓也、川幡 穂高、山岡 香子、鈴木
淳

2015年度日本地球化学会年会

伊豆小笠原海域における熱水性マンガン酸化物
のU-ThおよびU-Pb年代決定の試み

山岡 香子、Lin Ma、臼井 朗 2015年度日本地球化学会年会

広島湾におけるアサリ浮遊幼生の動態の季節変
動

高橋 暁、濱口 昌巳 日本海洋学会2015年度秋季大会

山岡 香子
第12回日独先端科学(JGFoS)シンポ
ジウム

瀬戸内海のアサリ浮遊幼生の動態について 高橋 暁、濱口 昌巳 第1回海洋環境研究集会

広島湾の流れとカキ浮遊幼生の動態 高橋 暁、濱口 昌巳 第16回広島湾研究集会

地質情報研究部門 海洋環境地質研究グループ
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広島湾におけるカキ浮遊幼生の動態 高橋 暁、浜口 昌巳 日本海洋学会2016年度春季大会

山岡 香子、Lin Ma、臼井 朗 海底マンガン鉱床国際ワークショップ

放射光X線分析を用いた北海道地方南部の法科
学土砂データベースの開発

代田 祐介、今 直誓、廣川 純子、平尾 将崇、阿
部 善也、大坂 恵一、松本 拓也、伊藤 真義、太
田 充恒、中井 泉

第75回分析化学討論会

放射光X線分析を用いた法科学のための日本全
国土砂データベースの実用化に向けた開発

代田 祐介、平尾 将崇、今 直誓、廣川 純子、阿
部 善也、大坂 恵一、松本 拓也、伊藤 真義、太
田 充恒、中井 泉

日本分析化学会第64年会

逐次溶解法(BCR法)による地質試料中の元素存
在形態分析

久保田 蘭、太田 充恒、岡井 貴司 日本土壌肥料学会2015年度大会

全国地球化学図を利用した陸から海への物質移
動過程解明

太田 充恒 日本地質学会第122年学術大会

阿武隈山地東部の深成岩類の岩石学的特徴 御子柴 真澄、高橋 浩、久保 和也、大友 幸子 日本鉱物科学会2015年年会

放射光X線分析を用いた法科学土砂データベー
スの開発-日本全国規模の解析と実用化へ向け
た検討-

平尾 将崇、今 直誓、廣川 純子、大坂 恵一、松
本 拓也、伊藤 真義、太田 充恒、阿部 善也、中
井 泉

日本法科学技術学会第21回学術集
会

放射光X線分析を用いた法科学土砂データベー
スの開発

平尾 将崇、今 直誓、廣川 純子、大坂 恵一、松
本 拓也、伊藤 真義、太田 充恒、阿部 善也、中
井 泉

第29回日本放射光学会年会・放射
光科学合同シンポジウム

放射性核種Pb-210とCs-137を用いた堆積速度
算出法の検討 -琵琶湖での測定例-

金井 豊、井内 美郎 第17回環境放射能研究会

5万分の1地質図幅「川俣」地域の重力3次元構
造解析について

村田 泰章、牧野 雅彦、久保 和也 物理探査学会

テキサス州ファンズワースCO -EOR サイトでの重

力モニタリング(2)
杉原 光彦、名和 一成、池田 博、宮川 歩夢、相
馬 宣和、石戸 恒雄、西 祐司

日本地球惑星科学連合2015年大会

仙台平野愛島丘陵周辺における重力探査 岡田 真介、住田 達哉、今泉 俊文、牧野 雅彦 日本地球惑星科学連合2015年大会

NaClの熱圧力モデルへの自由体積理論の適用 住田 達哉 日本地球惑星科学連合2015年大会

鴨川低地断層帯周辺のAMT法による比抵抗構
造

山谷 祐介、伊藤 忍、宮川 歩夢、住田 達哉、小
森 省吾

日本地球惑星科学連合2015年大会

外核最下部にとくに敏感な波を用いた速度構造
の推定

大滝 壽樹、金嶋 聡 日本地球惑星科学連合2015年大会

日本海東縁地域における地形発達から見積もら
れる活褶曲発達場の移動

大坪 誠、宮川 歩夢 日本地球惑星科学連合2015年大会

石垣島における陸水擾乱の重力への影響とその
モニタリングのための新たな試み

名和 一成、今西 祐一、伊藤 忍、田中 愛幸、田
村 良明、宮川 歩夢、風間 卓仁、宮地 竹史、奥
田 隆、山谷 祐介、池田 博、杉原 光彦

日本地球惑星科学連合2015年大会

地殻応力に対する断層の応答性から推定される
日本列島における断層活動場の時間発展

宮川 歩夢、大坪 誠 日本地球惑星科学連合2015年大会

石垣島における水平加速度の超伝導重力計へ
の影響

今西 祐一、名和 一成、田村 良明、池田 博、宮
地 竹史

日本地球惑星科学連合2015年大会

会津盆地東縁および西縁における反射法地震
探査

伊藤 忍、山口 和雄、内田 洋平、石原 武志 日本地球惑星科学連合2015年大会

杉原 光彦、石戸 恒雄、池田 博、名和 一成、西
祐司

大坪 誠、宮川 歩夢 国際第四紀学連合第19 回大会

外核最深部の構造とそのアクロスによる検出の可
能性

大滝 壽樹
地球内部構造の観測・監視技術の現
状と未来

中央構造線，脆性領域における断層内部構造発
達過程

重松 紀生、亀高 正男、稲田 徳之、宮脇 昌弘、
宮川 歩夢、東郷 徹宏、亀田 純、藤本 光一郎

日本地質学会第122年学術大会

鉱物脈を用いたプレート沈み込み帯巨大分岐断
層周辺での応力状態および駆動流体圧比の推
定:延岡衝上断層の例

大坪 誠、宮川 歩夢、川崎 令詞、佐藤 活志、山
口 飛鳥、木村 学

日本地質学会第122年学術大会

第四紀以降の日本列島における地殻構造の発
達過程:断層の力学的活動性による検討

宮川 歩夢、大坪 誠 日本地質学会第122年学術大会

地質情報研究部門 地球化学研究グループ

地質情報研究部門 地球物理研究グループ
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発表題目 発表者 学会名 発表年月日

杉原 光彦、名和 一成、石戸 恒雄、相馬 宣和、
西 祐司

九十九里低地の浅部地下構造調査 山口 和雄、伊藤 忍
物理探査学会第133回(平成27年度
秋季)学術講演会

河川堤防施設に対するGPR探査の標準仕様検
討及びデータベース試作業務報告(その1)-業務
概要-

横田 俊之、山下 善弘、高橋 一徳、鈴木 浩一、
鈴木 敬一、林 宏一、稲崎 富士

物理探査学会第133回(平成27年度
秋季)学術講演会

大滝 壽樹、金嶋 聡

NaClにおける断熱線(∂T/∂P)_Sへの真性非調
和の影響

住田 達哉 日本鉱物科学会2015年年会

絶対重力計FG5用Rb原子時計の周波数測定 名和 一成、鈴山 智也 日本測地学会第124回講演会

苫小牧CO 地中貯留サイトでのポータブル超伝

導重力計システムによる観測
杉原 光彦、池田 博、名和 一成、石戸 恒雄、西
祐司

日本測地学会第124回講演会

神岡における絶対重力測定と長期的重力変化
今西 祐一、名和 一成、杉原 光彦、宮川 歩夢、
田村 良明、池田 博

日本測地学会第124回講演会

東海地震対策の民間住宅における減災効果:プ
ログラム評価アプローチ

大谷 竜、宮崎 毅、大野 大地、高杉 剛、山田 敏
博

日本災害情報学会 第17回学会大会

石垣島における地下水流動モデリングのための
地震探査

伊藤 忍、山口 和雄、名和 一成、宮川 歩夢、山
谷 祐介、奥田 隆

日本地震学会2015年度秋季大会

反射法測線に記録された浅発地震ごく近傍の傾
斜高速度面

大滝 壽樹 日本地震学会2015年度秋季大会

我が国の地震調査研究施策の分析 大谷 竜 関西公共政策研究会

宮川 歩夢

常圧データのみからのMgOの熱圧力パラメータ
の決定について

住田 達哉 第56回高圧討論会

大坪 誠、宮川 歩夢、川崎 令詞、佐藤 活志、山
口 飛鳥、木村 学

宮川 歩夢、大坪 誠
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発表題目 関係者 イベント名／開催場所 開催日

堆積層をシームレスに捉える:陸域と海域，ボーリ
ングコアと反射法音波探査

佐藤 智之、小松原 純子、小松原 琢
日本堆積学会2015年大会 ショートコース,
産業技術総合研究所

工作や実験でつくばの地質を学ぼう

芝原 暁彦、吉田 清香、兼子 尚知、落 唯
史、伊藤 一充、戸崎 裕貴、小野 昌彦、小
森 省吾、細井 淳、佐藤 雅彦、山谷 祐介、
石原 武志、白濱 吉起、川邉 禎久、宮地
良典、酒井 彰、下川 浩一、佐藤 隆司、高
橋 誠、朝川 暢子、利光 誠一、川畑 晶

つくばフェスティバル2015出展（移動地質
標本館）, つくばサイエンスインフォメーショ
ンセンター(つくば市)

作って学ぼう!! 工作コーナー
森尻 理恵、小畑 建太、松本 弾、利光 誠
一、朝川 暢子、吉田 清香

「地質の日」関連イベント, 地質標本館(つく
ば市)

日本地球惑星科学連合大会2015 産業技術総合
研究所地質調査総合センターブース展示

斎藤 眞、川邉 禎久、佐脇 貴幸、田中 明
子、小賀野 功、伏島 祐一郎、西岡 芳晴、
星住 英夫、都井 美穂

日本地球惑星科学連合2015年大会,  千葉
市幕張メッセ

歴史に学ぶ防災 小松原 琢 松戸市成人講座

ジオパークで見る日本の地質

下川 浩一、渡辺 真人、吉田 清香、利光
誠一、森尻 理恵、西澤 良教、都井 美穂、
高橋 誠、佐藤 隆司、奥山 康子、須藤 茂、
酒井 彰、佐藤 卓見、福田 和幸、平林 恵
理、芝原 暁彦、朝川 暢子

地質標本館 夏の特別展「ジオパークで見
る日本の地質」, 地質標本館(つくば市)

20万分の1日本シームレス地質図関東地面貼りと
地質図Navi

斎藤 眞、西岡 芳晴、坂野 靖行、巌谷 敏
光、内藤 一樹、内野 隆之、長森 英明

2015産総研一般公開、産総研つくばセン
ター

石を割ってみよう!
竹内 圭史、佐藤 大介、松浦 浩久、尾崎
正紀、遠藤 俊祐、細井 淳、谷島 清一、康
義英

2015産総研一般公開、産総研つくばセン
ター

2015年産総研一般公開つくばセンター出展、断
層はどっちに動く? 模型で実験しよう!

朝比奈 大輔、大坪 誠、宮川 歩夢
2015産総研一般公開、産総研つくばセン
ター

地盤の揺れるようすを目の前で見てみよう!
内出 崇彦、武田 直人、長 郁夫、松原 正
樹、今西 和俊、白濱 吉起、落 唯史、木口
努

2015産総研一般公開、産総研つくばセン
ター

石村 大輔、杉戸 信彦、吉岡 敏和、小松原
琢

(INQUA) 2015, 名古屋国際会議場

地質調査総合センター(GSJ)による第四紀研究の
成果紹介

星野 美保子、澤井 祐紀、芝原 暁彦、石塚
吉浩、中野 俊、水野 清秀、宮地 良典、鈴
木 淳、斎藤 眞、川邉 禎久、小松原 純子、
小松原 琢、大坪 誠、藤原 治、田村 亨、田
中 明子、池原 研、宇都宮 正志、宍倉 正
展、谷川 晃一朗、小田 啓邦、石原 武志、
勝部 亜矢、川畑 大作、正根寺 幸子、菅家
亜希子、宮内 渉、清水 恵、佐脇 貴幸、吉
田 清香

(INQUA) 2015, 名古屋国際会議場

地質から考える，関東の今と未来
斎藤 眞、高橋 雅紀、川邉 禎久、牧野 雅
彦、川畑 晶、宮内 渉、菅家 亜希子、山谷
忠大、都井 美穂

霞ヶ関子どもデー, 経済産業省本館

日本の地質の情報中心，地質調査総合センター
斎藤 眞、堀川 晴央、高木 哲一、高橋 雅
紀、川畑 晶、都井 美穂、菅家 亜希子、清
水 恵、宮内 渉、中島 和敏、山谷 忠大

産総研中部センター一般公開(なごやサイ
エンスひろば), 産総研中部センター

鳴り砂のひみつ:琴ヶ浜の砂はなぜ鳴るの 宮地 良典、兼子 尚知
科学の縁結び祭り, 島根県出雲市 出雲科
学館

TX沿線，あなたはどこに住む? 地質図出見る関
東平野の地下

斎藤 眞、河村 幸男、高橋 雅紀、小松原
純子、大熊 悠、宮地 良典、川畑 晶、宮内
渉、菅家 亜希子、山谷 忠大、都井 美穂、
岡 雅昭

サイエンスフェスタin秋葉原, TX秋葉原駅
改札前広場

化石クリーニング体験教室
辻野 匠、兼子 尚知、利光 誠一、下川 浩
一、森尻 理恵、吉田 清香、西沢 良教、佐
藤 隆司、高橋 誠、朝川 暢子

化石クリーニング体験教室, 地質標本館(つ
くば市）

地質標本館 地球何でも相談
下川 浩一、利光 誠一、柳澤 教雄、兼子
尚知、坂野 靖行、奥山 康子、酒井 彰、石
飛 昌光、金田 玄一、田上 公恵

地質標本館 夏のイベント, 地質標本館(つ
くば市)

巨大床貼り広島地質図(工業・農業・防災に役立
つ情報)

斎藤 眞、佐藤 大介、角井 朝昭、田中 伸
一

産総研中国センター一般公開(広島中央サ
イエンスパーク施設公開2015), 産総研中
国センター「世界はフシギであふれている」

5.4　イベント出展
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発表題目 関係者 イベント名／開催場所 開催日

石を割ってみよう!
下川 浩一、細井 淳、松浦 浩久、酒井 彰、
佐藤 大介、遠藤 俊祐

地質情報展2015ながの, 長野市生涯学習
センター(TOiGO WEST 4F)

パソコンで地学クイズにチャレンジ 坂野 靖行、吉田 清香
地質情報展2015ながの, 長野市生涯学習
センター(TOiGO WEST 4F)

企画展「霞ヶ浦の過去・現在・未来ー変わりゆく水
と生物ー」解説ミニ講座

中島 礼
霞ヶ浦の過去・現在・未来ー変わりゆく水と
生物ー, 霞ヶ浦環境科学センター

秋のオンニクルの森を歩こう
石渡 一人、渡辺 和明、重野 聖之、七山
太

野付半島ネーチャークラブ観察会,別海町
郷土資料館ふるさと講座・歴史系(第3回),
野付半島ネーチャーセンター

地質図情報の防災Webサイト等への利活用技術 西岡 芳晴、内野 隆之
テクノブリッジフェアinつくば2015, 産総研
（つくば市）

衛星関連技術-資源、防災への利活用
岩男 弘毅、土田 聡、浦井 稔、二宮 芳樹、
山本 浩万、小畑 建太

テクノブリッジフェアinつくば2015, 産総研
（つくば市）

3次元地質地盤図と液状化ポテンシャル評価 宮地 良典、中澤 努、野々垣 進
テクノブリッジフェアinつくば2015, 産総研
（つくば市）

アナログ模型で地質の世界をみてみよう
川邉 禎久、高橋 雅紀、斎藤 眞、利光 誠
一、下川 浩一、中山 淳、菅家 亜希子、清
水 恵

つくば科学フェスティバル2015, つくばカピ
オ(つくば市）

私たちの足元の地質・地盤を知ろう:関東平野の
地下地質

中澤 努、野々垣 進
筑波大学雙峰祭つくば研究紹介, 筑波大
学（つくば市）

茨城県民の日は地質標本館へ行こう! - 県民の日
イベント スペシャルガイドツアー -

下川 浩一、佐藤 隆司、利光 誠一、奥山
康子、川邉 禎久、高橋 雅紀、芝原 暁彦、
小賀野 功、高橋 誠、菅家 亜希子、中山
淳、朝川 暢子、森尻 理恵

茨城県民の日は地質標本館へ行こう! - 県
民の日イベント スペシャルガイドツアー -,
地質標本館(つくば市)

サイエンスアゴラ「未来社会をデザインしよう〜
2020年からの東京〜」

鈴木 浩、小松 康俊、伊藤 裕子、大谷 竜
サイエンスアゴラ, お台場(日本未来館、産
総研臨海副都心センター)

つくばで見つかった化石から将来の地球を考える 中島 礼
筑波山地域ジオカフェ, BiVi TSUKUBA 2
階 つくば総合インフォメーションセンター
交流サロン

2015年度自然観察会 「地層と化石の観察会—
霞ヶ浦周辺の化石産地を訪ねて—」

中島 礼、利光 誠一、兼子 尚知、西田 梢、
石飛 昌光、矢部 淳、齋藤 めぐみ、久保田
好美

2015年度自然観察会 「地層と化石の観察
会—霞ヶ浦周辺の化石産地を訪ねて—」,茨
城県阿見町、かすみがうら市、行方市周辺

地質標本館 特別展示「地質情報展2015ながの —
知っていますか 信濃の大地—」

斎藤 眞、川邉 禎久、小賀野 功、利光 誠
一、下川 浩一、西澤 良教、都井 美穂、須
藤 茂、酒井 彰、佐藤 卓見、福田 和幸、平
林 恵理、芝原 暁彦、川畑 晶、中島 和敏、
谷島 清一、渡辺 和明、伏島 祐一郎、長森
英明、中野 俊、吉岡 敏和、近藤 久雄、勝
部 亜矢、及川 輝樹、内田 洋平、吉岡 真
弓、菅家 亜希子、朝川 暢子

地質標本館特別展示「地質情報展2015な
がの-知っていますか 信濃の大地-」,地質
標本館(つくば市)

第1回GSJジオ・サロン「模型でのぞくジオワール
ド」

高橋 雅紀、斎藤 眞、川邉 禎久、佐脇 貴
幸、谷島 清一、野尻 裕子、関口 晃、利光
誠一、下川 浩一、小賀野 功、中山 淳、都
井 美穂、朝川 暢子、菅家 亜希子、川畑
晶、清水 恵、長森 英明、田邉 晋、長 郁
夫、宮地 良典、小松原 純子、渡部 芳夫

第1回GSJジオ・サロン「模型でのぞくジオ
ワールド」, 地質標本館（つくば市）

筑波サイエンスワークショップ2015 宮地 良典、中島 礼、納谷 友規
筑波サイエンスワークショップ2015, 地質標
本館、物質・材料研究機構ほか

第2回GSJジオ・サロン「化石のおいしい話」

利光 誠一、斎藤 眞、川邉 禎久、佐脇 貴
幸、谷島 清一、野尻 裕子、下川 浩一、小
賀野 功、中山 淳、都井 美穂、朝川 暢子、
菅家 亜希子、川畑 晶、清水 恵、兼子 尚
知、中澤 努、長森 英明、中島 礼、辻野
匠、渡辺 真人、渡部 芳夫

第2回GSJジオ・サロン「化石のおいしい
話」, 2016/2/1地質標本館(つくば市）

「ジオネットの日」イベント開催
川邉 禎久、斎藤 眞、利光 誠一、兼子 尚
知、下川 浩一、酒井 彰

ジオネットの日,エキスポセンター（つくば
市）
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付１ 構成および所在

地質情報研究部門（ ）

研 究 部 門 長

││ │

│├ 副研究部門長└ 事務スタッフ

│├ 首席研究員

│├ 総括研究主幹

│└ 研究主幹

│

├ 平野地質研究グループ（ ）

├ 層序構造地質研究グループ（ ）

├ 地殻岩石研究グループ（ ）

├ シームレス地質情報研究グループ（ ）

├ 情報地質研究グループ（ ）

├ リモートセンシング研究グループ（ ）

├ 海洋地質研究グループ（ ）

├ 地球変動史研究グループ（ ）

├  資源テクトニクス研究グループ（ ）

├ 海洋環境地質研究グループ（ ）

├ 地球化学研究グループ（ ）

└ 地球物理研究グループ（ ）

所在地 〒 茨城県つくば市東 中央第

電話

ホームページ
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付１ 構成および所在

地質情報研究部門（ ）

研 究 部 門 長

││ │

│├ 副研究部門長└ 事務スタッフ

│├ 首席研究員

│├ 総括研究主幹

│└ 研究主幹

│

├ 平野地質研究グループ（ ）

├ 層序構造地質研究グループ（ ）

├ 地殻岩石研究グループ（ ）

├ シームレス地質情報研究グループ（ ）

├ 情報地質研究グループ（ ）

├ リモートセンシング研究グループ（ ）

├ 海洋地質研究グループ（ ）

├ 地球変動史研究グループ（ ）

├ 資源テクトニクス研究グループ（ ）

├ 海洋環境地質研究グループ（ ）

├ 地球化学研究グループ（ ）

└ 地球物理研究グループ（ ）

所在地 〒 茨城県つくば市東 中央第

電話

ホームページ

付２ 職員等 

地質情報研究部門

牧野 雅彦 研究部門長

宮崎 一博 副研究部門長

田中 裕一郎 〃

齋藤 文紀 首席研究員

池原 研 〃

土田 聡 総括研究主幹

村田 泰章 研究主幹（ 月 日まで）

高橋 雅紀 研究主幹（ 月 日から）

湯浅 真人 顧 問

石原 瞬三 名誉リサ－チャ－

加藤 碵一 〃

宮崎 光旗 〃

西村 昭 〃

栗本 史雄 〃

荒井 晃作 （企画本部）

山室 真澄 招聘研究員

利光 誠一 部 門 付 （兼務）

角井 朝昭 〃 （ 〃 ）

大内 美和 〃 （ 〃 ）

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名

アシスタント 名

技術研修員 名

外来研究員 名

平野地質研究グループ

宮地 良典 研究グループ長

水野 清秀 上級主任研究員

小松原 琢 主任研究員

小松原 純子 〃

田邉 晋 〃

納谷 友規 〃（ 月 日から）

〃 研究グループ付（兼務）（ 月 日まで）

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名

技術研究員 名

外来研究員 名

層序構造地質研究グループ

中江 訓 研究グループ長

原 英俊 主任研究員

野田 篤 〃

中島 礼 〃

辻野 匠 〃

工藤 崇 〃

内野 隆之 〃 （ 月 日まで）

宇都宮正志 研 究 員

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

技術研修員 名

外来研究員 名

地殻岩石研究グループ

宮崎 一博 研究グループ長（兼務）

松浦 浩久 上級主任研究員

高橋 浩 ﾕﾀｶ 主任研究員

浜崎 聡志 〃

山崎 徹 〃

佐藤 大介 研 究 員

遠藤 俊祐 〃 （ 月 日まで）

細井 淳 〃

竹内 圭史 研究グループ付（兼務）

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

外来研究員 名

シームレス地質情報研究グループ

牧野 雅彦 研究グループ長（兼務）（ 月 日まで）

西岡 芳晴 研究グループ長（ 月 日から）

巌谷 敏光 主任研究員

坂野 靖行 〃

長森 英明 〃

内藤 一樹 〃 （ 月 日まで）

〃 研究グループ付（兼務）（ 月 日から）

内野 隆之 主任研究員（ 月 日から）

吉川 敏之 研究グループ付（兼務）

斎藤 眞 〃

森尻 理恵 〃

宝田 晋治 〃

中川 充 〃

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

外来研究員 名

情報地質研究グループ

中澤 努 研究グループ長

尾崎 正紀 上級主任研究員（ 月 日から）

中野 司 主任研究員

川畑 大作 〃 （ 月 日まで）

〃 研究グループ付（兼務）（ 月 日から）

長 郁夫 〃 （ 月 日まで）

〃 主任研究員（ 月 日から）

野々垣 進 研 究 員

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

外来研究員 名

リモートセンシング研究グループ

岩男 弘毅 研究グループ長

浦井 稔 上級主任研究員

二宮 芳樹 主任研究員

山本 浩万 〃

小畑 健太 研 究 員

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名
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名

外来研究員 名

海洋地質研究グループ

片山 肇 研究グループ長

板木 拓也 主任研究員

井上 卓彦 〃

天野 敦子 〃

佐藤 智之 〃

西田 尚央 研 究 員

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

技術研修員 名

外来研究員 名

地球変動史研究グループ

渡辺 真人 研究グループ長

七山 太 上級主任研究員

高橋 雅紀 主任研究員（ 月 日まで）

小田 啓邦 〃

兼子 尚知 研究グループ付 兼務 （ 月 日まで）

〃 主任研究員（ 月 日から）

佐藤 雅彦 研 究 員

岸本 清行 招聘研究員

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

外来研究員 名

資源テクトニクス研究グループ

下田 玄 研究グループ長

大熊 茂雄 上級主任研究員

針金 由美子 主任研究員

佐藤 太一 研 究 員

後藤 孝介 〃

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

技術研修員 名

外来研究員 名

海洋環境地質研究グループ

鈴木 淳 研究グループ長

長尾 正之 主任研究員

田村 亨 〃

高橋 暁 〃

山岡 香子 研 究 員

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

外来研究員 名

地球化学研究グループ

岡井 貴司 研究グループ長

金井 豊 上級主任研究員

太田 充恒 〃 （ 月 日から

御子柴 真澄 主任研究員

久保田 蘭 〃 （ 月 日から）

〃 研究グループ付（兼務）（ 月 日まで）

その他の構成員

テクニカルスタッフ 名

外来研究員 名

地球物理研究グループ

名和 一成 研究グループ長

伊藤 忍 主任研究員

山口 和雄 〃

大滝 壽樹 〃

大谷 竜 〃

住田 達哉 〃

宮川 歩夢 研 究 員

村田 泰章 研究グループ付（兼務）（ 月 日から）

その他の構成員

特別研究員 名

テクニカルスタッフ 名

リサーチアシスタント 名

外来研究員 名

年度部門在籍者について、 年 月 日現在を基本に作成しています。兼務者以外の職員で在籍期間が限られている場合は、 内

に期間を示しています。
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